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序

天ヶ堤遺跡は伊勢崎市三和町に所在し、平成12年から 15年にかけ北関東自動車道

（伊勢崎～県境）及び県道香林羽黒線の道路工事に先立って発掘調査された遺跡です。

発掘調査は、東日本高速道路株式会社（旧日本道路公団）、群馬県県土整備局伊勢崎土

木事務所からの委託を受け、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査を実施し、

平成16年8月より整理作業を行っています。

本遺跡の周辺は、「あまが池」をはじめ多くの湧水点が存在し、太古より人々が暮らし

を営んできた土地であることが知られています。今回の調査では旧石器時代の石器をは

じめ、縄文、古墳、奈良時代の住居跡などが発見されました。特に縄文時代中期の遺物

の出土量は大変豊富で、隣接する三和工業団地遺跡を含めこの地域には大規模な集落が

あり、多くの人々が生活していたことを物語っています。

本報告書は天ヶ堤遺跡の I• II区をまとめたものであり、次に刊行される III• N区と

あわせてみることで、考古学の研究者はもちろん、郷土の歴史に関心をお持ちの県民の

皆様、さらには学校教育における郷土学習にも大いに役立つものと確信しております。

最後に、東日本高速道路株式会社、伊勢崎土木事務所、伊勢崎市教育委員会、及び地

元関係者の皆様には発掘調査から報告書刊行まで終始こ協力を賜り、感謝の意を表すと

ともに、発掘調査・整理作業に携わった担当者、作業員の方々、整理補助員の方々の労

をねぎらい、序とします。

平成19年1月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 高橋勇夫





例ロ

l 天ヶ堤遺跡は、北関東自動車道路（以下、本線）建設工事および県道香林羽黒線（以下、県側道）建設

工事に伴い発掘調査された。本書では、調査範囲の西側半分の本線建設工事に伴う調査の縄文時代から近

世までの遺構・遺物について報告する。東半分の本線部と県側道部及び旧石器に関する報告については、

次回の報告書に掲載する予定である。

2 事業主体本線東日本高速道路株式会社（旧日本道路公団）

県側道 群馬県県土整備局伊勢崎土木事務所（旧土木部道路建設課）

3 調査・整理主体 財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

4 調査期間平成12年10月1日～平成15年1月31日

5 整理期間平成17年 4月1日～平成19年1月31日

※県側道部分を含めた総整理期間は平成16年8月から平成21年3月までの予定であるが、本書に関わる期間

は上記の通りである。

6 調査組織

事務担当 平成12年度 小野宇三郎・赤山容造・住谷進・能登健・相京建史・坂本敏夫・笠原秀樹

小山建夫・須田朋子・ 吉田有光•森下弘美・柳岡良宏・片岡徳雄・今井もと子・内山佳子

佐藤美佐子・本間久美子・北原かおり・狩野真子・若田誠・吉田茂•松下次男・蘇原正義

平成13~14年度（東毛調査事務所） 水田稔・能登健・津金澤吉茂・真下高幸・相京建史

笠原秀樹・柳岡良宏•田中健一・中澤恵子

調査担当 平成12年度 石塚久則・金子伸也・杉田茂俊・久保学

平成13年度 関根慎ニ ・小暮育秀・石坂聡

平成14年度 関根惧ニ ・柿沼弘之・齋藤利子・長沼孝則

7 整理組織

事務担当 高橋勇夫・小野宇三郎・木村裕紀・津金澤吉茂・萩原勉・矢崎俊夫・中束耕志•関晴彦

相京建史・笠原秀樹・宮前結城雄・竹内宏・石井清・須田朋子・吉田有光・柳岡良宏

今泉大作・清水秀紀•佐藤聖行・栗原幸代・今井もと子・内山佳子・佐藤美佐子•本間久美子

北原かおり・狩野真子 ・若田誠・武藤秀典

整理担当 関根惧ニ ・小暮育秀・齊田智彦

専門嘱託員 羽石智治・山賀和也

整理嘱託員 新井悦子

整理補助員 阿部由美子・下境マサ江・深代初子•関口朝子・横谷純子・横塚由香・森田裕子・武井綾子

島村玲子・鈴木春美・佐々木雅子・佐藤知子 ・牧野敏美・品川秀美

遺物写真撮影佐藤元彦

遺物保存処理 関邦ー・土橋まり子・小材浩一

機械実測 廣津真希子・酒井史恵・友廣裕子

8 執 筆第1章第 1節相京建史 第1章第4節齊田智彦 陶磁器観察表大西雅広

石器羽石智治・山賀和也 遺構・縄文土器•その他 関根慎ニ・小暮育秀

9 委託関係 株式会社アルカ 株式会社パスコ 技研測量株式会社



10石材同定にあたっては飯島静男氏（群馬地質研究会）にこ教示を得た。

11 遺構図と打製石器の一部及び遺構写真についてはデジタル編集をおこなった。

12調査・整理に当たっては、下記の方々にご協力、助言をいただいた。記して感謝の意を表したい。（敬称

略、順不同）

秋田かな子・江原英・岡田憲ー・金子直行 ・木下哲夫・黒坂禎ニ・ 小林達雄・斉藤弘道・斉藤準

佐藤雅ー ・品田高志・渋谷昌彦・澁谷賢太郎・菅谷道彦・鈴木徳雄・鈴木保彦・大工原豊•田中耕作

土肥孝・戸田哲也・細田勝・堀江格・ 三田村美彦・水沢教子・山本輝久・綿田弘実

13 出土遺物は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保存してある。

凡例

l 遺構図中の方位は座標北を示す。

2 遺構図・遺物図の縮尺は、原則として以下の通りである。

遺構図 住居・溝 1: 60 土坑・ピット•井戸 1 : 40 埋甕．炉・竃 1: 20 

遺物図 縄文時代完形土器 1: 4または 1: 6 土器片・土製円盤 1: 4 石器・石製品 1: 3 

大型石器 1: 6 小型石器 1: 1または 1: 2 その他 1: 3 

ただし、図によってその限りでなく、異なる場合には各々スケールを付した。

3 遺物写真の倍率は原則として遺物図に近づけたが、この限りでない。

4 遺構番号は、調査時の番号をそのまま付したが、 一部整理の都合上変更した遺構もある。

5 遺物番号は、土器については各遺構ことの、石器については調査区ことの連番とした。なお、遺構図中

においては混乱を避けるために、石器の番号の最初にSを付した。

6 図中で使用したインレタ・スクリーントーンは以下の通りである。

土器 ● 石器・自然石 ▲ 焼土 ・灰 □□
石器磨面 ［ここl

石器節理面 □冒言
結晶片岩製石器における面的な加工範囲 ト――|

7 本書で使用した地図は下記の通りである。

国土地理院 2万5千分の 1地形図「大胡」

5万分の 1地形図「前橋」「高崎」「足利及桐生」「深谷」

20万分の 1地勢図「宇都宮」
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P L56 II区畑2 • 1号溝・中・近世土坑出土土器 PL107 II区出土打製石器（7)
P L57 II区畑 1• 2• 中・近世土坑出土土器 PL 108 II区出土打製石器（8)
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P L61 925グリッド出土土器 PL 112 II区出土打製石器(12)
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P L63 930グリッド出土土器 P Lll4 II区出土打製石器（］4)
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PL 75 955グリッド出土土器 PL 126 I • II区出土石器・石製品
PL 76 960グリッド出土土器



第1節 発掘調査に至る経過

第1章 調資に至る経過と遺跡の概要

第 1節 発掘調査に至る経過

当事業は北関東自動車道（伊勢崎～県境）建設に伴う伊勢崎インターチェンジから栃木県境までの

17. 7kmについて発掘調査が開始されたのは平成12年度である。建設事業に先立ち、埋蔵文化財発掘調査が

行われるまでには、平成7年から調査を開始した（高崎～伊勢崎）の発掘調査事業を平成12年7月までに

終了し、 12月まで基礎整理作業を行うこととなっていた。平成12年6月12日、日本道路公団東京建設局高

崎工事事務所において公団・群馬県土木部道路建設課高速道路対策室・群馬県教育委員会文化財保護課•財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の4者により、第 1回目の伊勢崎～県境についての打ち合わせ会議を行

った。公団からは用地買収等の状況、文化財調査と工事工程（カルバートボックスや橋梁等の下部工事発注）

について、平成12年度の書上遺跡、天ヶ堤遺跡の発掘調査について急連8月から開始してほしいとの要請

があった。高速道路対策室は側道部分に係るカルバートボックスについての対応を考慮してほしい。側道の

調査については基本的には市町村とすることが報告された。当事業団としては、用地買収があまりすすんで

いない状況であること、残土処理場確保、側道部分の調査地の明瞭な区分等について問題点を出し合い調査

への基礎固めを行うこととした。各所属で検討が進み文化財保護課の調整のもとに日本道路公団東京建設

局・群馬県教育委員会•財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の 3 者は「北関東自動車道（伊勢崎～県境）

建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する協定書」を平成12年8月1日に締結し、この協定に基づき日本

道路公団東京建設局と当事業団が「平成12年度北関東自動車道（伊勢崎～県境）埋蔵文化財発掘調査委託

契約書」を結び、 8月からは書上遺跡、天ヶ堤遺跡の調査は同年10月から開始することとなった。
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第 1図遺跡位置図
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第2節 天ヶ堤遺跡 I• II区調査経過

第2節 天ヶ堤遺跡 I• II区調査経過（日誌抄）

本遺跡は、平成12年度から調査が始まり 14年度まで継続して調査された。調査区が広範囲のため調査区

をIからN区に分けた。その中で用地の関係で部分的に発掘調査を行った。そのため調査も断続的なものに

なってしまった。以下、 I • II区の調査経過の概要を報告する。

1区調査の経過

平成12年 (2000年）

10月10日1区ー 1北側部分表土掘削開始。

10月下旬～11月上旬 遺構確認。

13日 遺構調査。

21日 旧石器試掘調査。

11月 1日 縄文包含層調査・旧石器試掘調査。

19日 1区南側部分表土掘削開始。

平成13年 (2001年）

1月15日 1区ー 1南側部分調査開始。

24日 縄文包含層調査・旧石器試掘。

2月 1日 縄文包含層調査終了。旧石器試掘調査。

21日 旧石器試掘終了。

平成14年 (2002年）

4月22日 1区ー2部分表土掘削開始。

23日 遺構確認。

24日 近世建物調査。

25日 縄文時代遺構確認。

5月 2日 旧石器試掘。

9日 東端縄文包含層調査。旧石器試掘。

15日 縄文包含層。

22日 縄文谷・撹乱掘り下げ。

6月 3日 近世建物調査。

6日 近世面調査終了。旧石器試掘。

7月 2日 旧石器試掘。

25日 旧石器調査終了。

II区調査の経過

平成12年 (2000年）

10月 2日 II区ー 2の調査開始。

4日～13日 古代～近代の確認面表土掘削。

16日～25日 古代～近世遺構確認。

26日 古代～近代遺構調査開始。

11月 1日～28日 古代～近代遺構調査。

29日 縄文時代遺構確認。

12月 1日 縄文時代遺構確認。

4日 縄文土器包含層調査。縄文包含層掘削。

平成13年 (2001年）

1月 5日 縄文時代遺構調査。

11日 縄文時代住居発掘。

31日 グリッド設定。遺構確認。

2月27日 住居調査。

3月19日 縄文土器包含層調査。縄文包含層。

26日 平成13年度現場終了。

4月 9日 平成14年度現場開始。

10日 旧石器時代試掘調査。

19日 旧石器試掘終了・ II区ー 1調査終了。

11月15日 II区一 l①重機による表土掘削開始。

20日 表土掘削終了～27日まで遺構確認。

29日 遺構調査。

12月11日 縄文面調査終了。旧石器試掘調査。

12日 旧石器試掘。

17日 旧石器試掘終了、埋め戻し。

平成14年 (2002年）

8月 1日 II区ー 1◎怠）調査開始。

27日 II 区 •III 区間道路調査。 表土掘削。

9月 2日 遺構確認。遺構調査。

10月 8日 旧石器試掘。

29日 縄文時代遺構調査。旧石器試掘。

11月 5日 縄文時代遺構、旧石器ブロック調査。

8日 縄文面遺構調査終了。

29日 旧石器ブロック実測・写真・遺物取上。

12月 2日 II 区ー 3 掘削 • 発掘調査。

6日 縄文時代 ・旧石器調査終了。

平成15年 (2003年）

1月10日 II 区• III区間道下旧石器調査。

20日 調査終了。
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第 1章 調査に至る経過と遺跡の概要

第3節 調査の方法

調査にあたってのグリッド設定は国家座標IX系 （本遺跡では改正測量法施行前の日本測地系を使用） の

X=39,000、Y = -54,000を韮準にし、下3桁をとってグリッド名とした。このグリッド名は、南東隅

を便宜上、 x 軸 •Y軸の順で表記している 。 調査区の名称は、北関東自動車道部分は本遺跡を分断する現道

により、 ローマ数字の IからN区を設定し、県道香林羽黒線部分はアラビア数字の 1から 4区を設定した。

なお、本報告書にかかわる調査区は下図の斜線部分である。

本遺跡の表土除去には、重機（バックフォー） を使用し、遺構の確認作業及び覆土除去作業は発掘作業員

の手で行った。古代及び縄文時代の文化層が重複していたが、土層の堆積が薄い地点では、層位的な調査が

行われず同じ平面上での調査となってしまった。

出土遺物は、遺構から出土したものは、 そのまま遺構番号を付し、 さらに図面上に出土位置を記入したも

のについては、番号を付し、 レベルを計測して取り上げた。

個別の遺構調査では、土層の堆積状況を確認するための土層ベルトを任意に設定して土層堆積を観察した。

遺構は、作業員による移植コテなどで慎重に掘り下げられた。遺構測量は、発掘作業員に よるものと測量会

社に委託して測量したものがある。縮尺については、住居跡・土坑、土層堆積断面図は二十分の一、炉・霞

などは十分の一、 その他の溝・石組み列など比較的大きな遺構については四十分の一、全体図は二百分の一

を基本として作成した。

写真については、ラジオコント ロールのヘリコプターによる空中写真をのぞき担当者が撮影した。
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第4節 遺跡の位置と周辺の遺跡

1 遺跡の位置と自然環境

第4節 遺跡の位置と周辺の遺跡

天ヶ堤遺跡は、群馬県南部の伊勢崎市三和町に所在する。旧市域の北東部にあたり、北は旧赤堀町、東は

旧東村と接している。南方には国道17号バイパスの上武道路、西方には三和工業団地が開発された。北関

東自動車道の建設と併せ、この地域一帯は多くの遺跡の発掘調査が実施されている。

伊勢崎市の地形は、赤城山斜面台地・大間々扇状地・前橋台地・伊勢崎台地・広瀬川低地帯に分けられる。

市域の大半は平坦地形を成し、北東部には赤城山頂の小沼を水源とする粕川が南流する。中央部には広瀬川

が南東に流れ、地質的にはこの広瀬川を境に左岸が洪積台地に、右岸は沖積台地に大別されている。

天ヶ堤遺跡の位置する三和町は、赤城山南麓に接する大間々扇状地上に立地する。大間々扇状地は、みど

り市大間々町を扇央部として、渡良瀬川によって形成された東西約13kmの扇状地である。この扇状地は、

現在の粕川から早川に挟まれた範囲の桐原面と、早川から渡良瀬川に挟まれた藪塚面から構成されている。

これらの段丘面は、礫層の上位に堆積したテフラ分析から、桐原面は約5万年前、藪塚面は約2万数千年前

に段丘化したと考えられている。

三和町は大間々扇状地桐原面の西南端部に位置し、洪積台地縁辺の標高90m付近には、「あまが池」・「男

井戸」・「角弥清水」・「谷地清水」など多くの湧水点が存在していた。しかし、昭和50年代の土地改良事業

により湧水点の多くは埋め立てられ、現在もその姿をとどめているのは「あまが池」のみである。湧水点の

下流には、小河川の開析作用によりローム台地に幾筋かの低地が形成されている。これらの低地に挟まれた

格好になるローム台地上には数多くの集落や墳墓が分布している。

天ヶ堤遺跡は、「あまが池」の湧水点に伴う低地と遺跡の約600m西方の「男井戸」に伴う低地に挟まれ

た舌状のローム台地上に占地する。低地部とローム台地の高低差は現状で約3mで、遺構の大多数は「あま

が池」湧水点に近いIIからN区にかけて分布している。

2 周辺の遺跡

天ヶ堤遺跡は、旧石器時代から近世にまたがる複合遺跡である。遺跡の所在する伊勢崎市三和町周辺は大

規模な開発がおこなわれ、それに伴う発掘調査により周辺の歴史的環境が明らかになりつつある。そこで、

この地域の各時代の様相を、調査された遺跡をもとに概観したい。

旧石器時代

近年の大規模な開発に伴う調査により、本遺跡周辺では旧石器時代の石器の出土例が増加している。「男

井戸」湧水点の右岸台地上の舞台遺跡および三和工業団地 I遺跡では、 As-YP下のロームから細石刃・細石

刃核が出土している。また、 AT下の暗色帯からはナイフ形石器や剥片が出土している。三和工業団地III.

N遺跡においても、 AT下の暗色帯からナイフ形石器、スクレイパーなどが出土している。書上本山遺跡で

は、上部ローム層の浅間板鼻褐色軽石混入層の中位から暗褐色ローム層（暗色帯）の上位にかけて安山岩、

頁岩を主体とするナイフ形石器、石核などが出土、「角弥清水」湧水点の西側台地上の光仙房遺跡では、As-

OPからAs-BPにかけての層位より黒曜石槍先形尖頭器が出土した。

また、「あまが池」湧水点の両側の台地でも石器の出土例が増えている。本遺跡をはじめ、書上遺跡、大

上遺跡、前道下遺跡、塚下遺跡など石器や礫群が出土している。大間々扇状地桐原面縁辺の湧水点を中心に

旧石器時代の人々の生活が営まれていたことが推測できる。

5 



第1章 調査に至る経過と遺跡の概要

縄文時代

草創期および早期の遺跡は希薄である。草創期に属すると考えられる石器が2点出土した光仙坊遺跡があ

る。早期の遺跡としては、撚糸文系や条痕文系の士器が出土した書上本山遺跡、押型文系の土器が出土した

書上吉祥寺遺跡などがあげられる。また、粕川右岸に位置する五目牛清水田遺跡では前期初頭の花積下層式

期の住居跡が6軒確認されている。

前期後半の遺跡は、舞台遺跡、 三和工業団地 I・III・ N遺跡であり、諸磯a~c期の住居が確認された。

いずれの遺跡も「男井戸」と「角弥清水」湧水点に挟まれたローム台地上に位置する。大上遺跡においても

諸磯期の住居跡が調査されている。

「あまが池」湧水点の谷頭に位置する三和工業団地II遺跡では、中期中葉から後期前半にかけての住居跡

が150軒以上確認されている。出土土器は、阿玉台式．勝坂式 ・加曽利式 ・称名寺式・堀之内式などで中期

後半の土器がもっとも多い。三和工業団地II遺跡は本遺跡から北に約200mと近接している。中期の遺跡は、

他に鯉沼東遺跡、中西原遺跡、塚下遺跡などがあげられる。

後期の遺構が確認されたのは上植木光仙坊遺跡で、堀之内 1式の埋設土器が出土した。また、五目牛清水

田遺跡の包含層からは、称名寺、堀之内 1• 2、加曽利B式の土器が出土している。

弥生時代

本遺跡周辺では現在のところ、弥生時代の遺跡は確認されていない。三和工業団地遺跡群からわずかに樽

系および赤井戸系の土器片が確認されている。

古墳時代

古墳前期になると東海地方西部の文化の影響を受けた集落が飛躍的に展開する。舞台遺跡、 三和工業団地

I ・III・ N遺跡からは、 S字状口縁台付甕を伴う住居跡が約300軒確認されている。この集落の墓域と考え

られる前方後方形周溝墓および方形周溝墓も同時に調査され、総数は30基である。また、台地周辺の光仙

坊、鯉沼東遺跡からも少数ではあるが住居跡が確認された。塚下遺跡でも前期の集落が調査されている。

中期は遺跡数が減少し、上植木壱町田遺跡、鯉沼東遺跡などで住居跡が数軒確認されているのみである。

古墳時代後期の遺跡としては、大規模な豪族居館と推定されている原之城遺跡があり、この地域で中心的

な位置を占めていたと考えられている。集落は、前期とほぽ同じローム台地上の舞台遺跡、 三和 I• III • N 

遺跡から 120軒以上の住居跡が確認されている。鯉沼東遺跡、下植木壱町田遺跡、前道下遺跡、塚下遺跡な

どでも住居跡が調査されている。特殊な遺構として光仙坊遺跡で粘土採掘坑が検出され、坑内からは一木平

鋤・曲柄平鋤などの木製品が出土している。後期の古墳としては、粕川左岸に本関町古墳があり、その一部

は光仙坊遺跡、上植木光仙坊遺跡として調査されている。

奈良・平安時代

この時期の注目すべき遺構は、須恵器窯である。舞台遺跡11碁、光仙坊遺跡12基、 三和工業団地III遺跡

2基が調査された。窯跡群の周辺には集落が展開し、光仙坊遺跡、上植木光仙坊遺跡、舞台遺跡、 三和工業

団地 I• III • N遺跡の住居跡を合計すると400軒以上になり、その多くは9~10世紀代のものである。奈良

• 平安時代の住居跡は、田部井大根谷戸遺跡、前道下遺跡、塚下遺跡でも調査されている 。 また、書上上原

之城遺跡では、掘立柱建物群とともに八稜鏡が出土している。三和工業団地II遺跡では、推定佐位郡馬房お

よび大溝が検出されている。同規模の溝が田部井大根谷戸遺跡でも報告されている。また、本遺跡の北800m

には12世紀初頭に掘削された大用水路、女堀が存在する。
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第4節 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第1章 調査に至る経過と遺跡の概要

周辺の遺構

番号 遺跡名 遺跡の概要 主な文献
l 天ヶ堤遺跡 旧石器、縄文中期～後期住居跡、古墳前期・後期住居跡、平安住居跡 本報告書

2 大上遺跡 旧石器、縄文前期住居跡 「年報22」他群埋文2003
3 前道下遺跡 旧石器、縄文中期土坑、古墳後期住居跡、平安住居跡 「年報22」他群埋文2003
4 塚下遺跡 旧石器、縄文中期住居跡、古墳前期～奈良•平安住居跡 「塚下遺跡（l)」 群埋文2006
5 書上遺跡 旧石器、古墳後期住居跡 「年報22」他群埋文2003
6 大井戸遺跡 溜井跡、溝 「大井戸遺跡J 群埋文2005

7 舞台遺跡
旧石器、縄文前期住居跡、古填前期周溝塞・住居跡、古墳後期住居跡、 「舞台遺跡（1)~(3)』 群埋文2001• 
奈良•平安住居跡、平安須恵器窯跡 2004 • 2005 

8 光仙坊遺跡
旧石器、古墳前期・後期住居跡、古墳後期粘土採掘坑、平安住居跡・

「光仙坊遺跡」 群埋文2003須恵器窯跡、水路他， 五目牛清水田遺跡 縄文前期住居跡、古墳前期住居跡、前方後方墳、奈良住居跡、水田他 『五目牛清水田遺跡J 群埋文1993
10 上植木光仙坊遺跡 旧石器、古墳、平安住居跡 「上植木光仙坊遺跡」 群埋文1988
11 上植木壱町田遺跡 古墳中期住居跡、平安住居跡、中世井戸 「上植木壱町田遺跡J 群埋文1988
12 書上本山遺跡 旧石器、古墳後期住居跡、平安住居跡 『書上本山遺跡」 群埋文1992
13 書上上原之城遺跡 奈良•平安住居跡、掘立柱建物 『書上上原之城遺跡J 群埋文1988
14 書上吉祥寺遺跡 縄文前期住居跡、古墳後期住居跡、平安住居跡、掘立柱建物 「書上吉祥寺遺跡』 群埋文1988

15 三和工業団地 ［遺跡
旧石器、縄文前期住居跡、古墳前期住居跡・周溝墓、古墳後期住居跡、 「三和工業団地 ］遺跡(I)(2)」 群埋文
奈良•平安住居跡・須恵器窯跡、中世馬房他 1999 

16 三和工業団地II遺跡 縄文中期～後期住居跡、中世馬房他
「二和工業団地II遺跡J 伊勢崎市教委

2004 

17 三和工業団地皿遺跡
旧石器、古墳前期周溝墓・住居跡、古墳後期住居跡、奈良•平安住居跡・ 「三和工業団地皿遺跡J 伊勢崎市教委
須恵器窯跡 2004 

18 三和工業団地N遺跡
旧石器、縄文前期住居跡、古墳前期・後期住居跡、奈良•平安住居跡・ 「三和工業団地N遺跡J 伊勢崎市教委
掘立柱建物 2004 

19 下植木壱町田遺跡 旧石器、古墳前期・中期・後期住居跡、平安住居跡、中・近世館跡 「下植木壱町田遺跡J 群埋文1999

20 鯉沼東遺跡 縄文中期住居跡、古墳前期・後期住居跡、平安住居跡他
『鯉沼東遺跡・舞台遺跡J 伊勢崎市教

委1977

21 県園芸試験場遺跡 奈良•平安住居跡、掘立柱建物他
『県園芸試験場第二遺跡・下江田前遺跡J

県教委1974
22 中西原遺跡 縄文中期住居跡、古墳後期住居跡 『東村誌J

23 田部井大根谷戸遺跡 古代大堀、奈良•平安住居跡 「田部井大根谷戸遺跡J 群埋文2002
24 女堀 中世用水遺構 『女堀』 群埋文1984
25 あずま道 「伊勢崎市史通史編 l」
26 あまが池

27 男井戸

28 角弥清水

29 谷地清水
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第5節 遺跡の韮本層序

第5節 遺跡の基本層序

天ヶ堤遺跡は、大間々扇状地 I面と呼ばれる桐原面にある。遺跡内は、大まかに近世～古墳時代までと縄

文時代の文化層とローム層中の旧石器時代文化層に分かれる。ローム漸移層の縄文時代遺構確認面までの深

さが、現地表面から30~60cm内にありローム漸移層より上位の土層については、耕作による撹乱を多く受

けている。そのため、群馬で一般的に見られる浅間・榛名起源の軽石層は、耕作土中に混じってしまい本遺

跡では、層位的に確認出来なかった。

以下、現地表から、縄文時代・旧石器時代の基本層序を模式図で紹介する。

縄文時代以降の層序

①
 
細粒の黄褐色軽石に富む黒色士

現近代耕作土

②
 
黒灰褐色土

古代～古墳時代遺構確認面

③
 

4
 

5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
 

暗灰褐色土

縄文時代遺構確認面

旧石器時代ローム層序

黄色細粒軽石を多く含む黄褐色土ブロック混じ

り黄褐色土 (As-YP) 

黄色軽石混じり褐色土

黄色軽石を多く含む褐色土

砂混じり黄灰褐色土

砂混じり褐色土

黄橙色細粒軽石層

暗灰褐色土

灰褐色土 (AT)

灰色岩片混じり暗灰色土

灰色岩片混じり灰褐色土

灰色土

①
 

②
 

③
 

4
 

5
 

6

7

8

9

 

10 

11 

12 

3

4

 

1

1
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第2章 I区 検出された遺構

第2章 I区検出された遺構

第1節遺構の概要

I区から検出された遺構は、中 ・近世面では、 屋敷跡 l軒、土坑36墓、ピッ ト41韮、溝 l条、井戸 1碁。

縄文面では、遺物を包含する谷が発見されている。

中・近世面では、遺構確認面が表土から浅く、住宅地であったため攪乱を多分に受けており、遺構の残存

状況はあまり良くない。縄文面では、遺構が少なく、谷状の遺構を 1条検出したのみであった。自然地形的

な谷で縄文時代の包含層で覆われている。

また、調査区の地形は、大間々扇状地の影響を受けて、やや北西から南東に向かって傾斜する。

遺構分布状況

遺構は、調査区南側で土坑、ピット群を検出した。その南側II区につながるすぐ東で屋敷跡、南（II区）

で長屋門と考えられる遺構が検出されていることから、中・近世の屋敷跡の周りないし中につくられた併設

する土坑、ピット群の可能性もある。北側及び西側は遺構が少ない。

土坑

土坑の形状は、長方形、正方形、楕円形、不整形などが見られる。形状により、その機能に違いが見られ

る。長方形や正方形に近い形状のものは遺物がほとんどなく、掘り込みがしっかりしていて中・近世、近代

の貯蔵用の土坑と考えられる。中には、隅に柱穴をもち上屋をもっていた納屋状の土坑も検出した。掘り込

みの浅い楕円形状の土坑と不整形の土坑については、用途不明である。募坑の可能性のある土坑も検出した。

ピット

ピット群は、調査区中央やや南よりの2ヶ所に集中して検出された。中央部やや西よりの集中箇所のピッ

ト群については、 14基検出した。形状は、楕円形、円形を基本としているが、規模はまばらである。掘立

柱建物跡として並ぶものはなく、詳細は不明である。遺物は、ほとんどなく覆土や周辺の堆積状況などから

近世のものと考えられる。また、中央やや東よりの集中箇所のピット群については、 27基検出した。形状

は、楕円形、円形を基本としているが、規模はまばらなものが多い。遺物も少量であった。掘立柱建物跡と

して並ぶものもなかった。しかし覆土や掘り方の断面や形状からいくつかについては、柱穴と判断した。お

そらく近世の屋敷跡などの遺構と近い時期のものと考えられる。

土暦の堆積状況

現地表から遺構の確認面までは浅く、住宅地跡のため攪乱を非常に受けている。ローム層まで浅く漸移層

の残りも良くない。浅間B・C軽石は、表土中ないし遺構覆土中に多少混じる。

遺物出土状況

遺物は、全体的に少ない。中・近世の陶磁器片や石器を検出した。縄文谷からは縄文土器片を検出した。
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第2章 I区 検出された遺構

第2節検出された溝、井戸、屋敷跡、谷

1号溝（第7図 PL 2) 

位置 X=998~014 Y=-132~139 重複なし 走向北北西から南南東 形状ほぼ直線

的で断面は、皿状で浅い。 規模 検出全長 16.56m、上幅 0.54m、底幅 0.36m、深さ 0.12m 

遺物 縄文土器片や陶磁器片少量が出土している。 所見 幅が狭く、浅い。さらに底面のレベルがある

程度一定している。従って、耕作地の地境あるいは、耕作に関わる溝と考えられる。出土遺物などから近世

時期の遺構と考えられる。

l
‘
-

A A' ． ．  
L=88. 20m 

ャ――-L

1号溝

1層 黒褐色士 ロームブロックを多量に含む。

゜
1 :40 lm 

断面

平面 ゜
1 : 120 3 m 

第7図 1号溝
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第2節検出された溝、井戸、屋敷跡、谷

1号井戸（第8図 P L2) 

位置 X=992~994 Y = -064~066 形状円形 規模長軸1.64m 短軸1.54m 深さーm

遺物 なし 所見 出土遺物がなく時期を特定することは難しいものの、周囲の出土遺構や覆土から中・

近世の遺構と比定される。

/--―̀‘ 

(1¥、----

了------------------------------------------------------―̀]1 

/- 1 

/ ------- I 
/ ------ I 
//  ------- I 

I I I I I I I I / ] 

--―・―--------- / 
／ー、、―/ ---------------/I 

‘̀--/‘ 

し

」．
L=88. OOm 

．ぷ

゜
1 :40 lm 

第8図 1号井戸

l区屋敷跡（第9図 P L2) 

位置 X=982~993 Y=-050~060 重複なし 主軸 形状長方形 規模桁行8

m、梁行5m 遺物 陶磁器類が少量出土している。 所見上屋構造は分からないものの、建物の礎

石が4石出士した。出土遺物などから近世後半時期の遺構と考えられる。
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第2章 1区 検出された迫構
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第2節検出された溝、井戸、屋敷跡、谷

縄文谷（第10図 PL 2) 

位置 X=989~026 Y =-098~124 重複 土坑、ピットが重複するが、いずれも近世のため縄文

谷の方が古い。 走向 北東から南西形態 ほぽ直線的で断面は、皿状。 規模全長20.45m、上幅

3.24m、底幅1.61m、深さ0.4mほどである。 遺物 縄文土器片（諸磯 C式期から堀之内式期）が出土

している。 所見 調査区外の北東、南西両方向へのびる谷になると考えられる。直線的ではあるが幅広

で浅いこともあり自然地形にできた谷と考えられる。

［
、
一

L=88!~----］ぷ
3 2 

縄文谷

1層 暗褐色士 漸移層ブロックを多籠含む。

2層 黒褐色土 漸移層ブロ ックを多量含む。

3層 暗褐色士 漸移層ブロック、ロームを多董含む。

0 1 : 120 2 m 
断面 1 1 | 

0 1 :240 4 m 
平面 l I I 

第10図 I区縄文谷
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第2章 I区検出された遺構

第3節検出された土坑

I区土坑一覧表

土坑番号 形状 主軸方向

1号 ('01) 楕円形 N-0 ° 

2号('QI) 長方形 N-70°-W 
3号 ('01) 不整長方形 N-70°-W 
4号 ('01) 不整長方形 N-75°-W 
1号 ('02) 不整正方形 N-75°-W 
2号 ('02) 不整長方形 N-80° -W 
3号 ('02) 不整長方形 N-9 ° -E 
4号 ('02) 長方形 N-8 ° -E 
5号 ('02) 不整長方形 N-90° 
6号 ('02) 楕円形 N-0 ° 
7号 ('02) 不整楕円形 N-0 ° 

8号 ('02) 不整形 N-0. 

9号 ('02) 長方形 N-85'-W 
10号 ('02) 長方形 N-85° -W 
11号 ('02) 楕円形 N-8 ° -W 

12号 ('02) 長方形 N-90° 
13号 ('02) 長方形 N-90° 
14号 ('02) 長方形 N-0 ° 

15号 ('02) 楕円形 N-90° 

16号 ('02) 長方形 N-85° -E 
17号 ('02) 長方形 N-0 ° 

18号 ('02) 不整円形 N-0 ° 

19号 ('02) 円形 N-38°-W 
20号 ('02) 長方形 N-70° -E 
21号 ('02) 不整楕円形 N-15°-W 
22号 ('02) 不明

23号 ('02) 長方形 N-90° 

24号 ('02) 不整長方形 N-0 ° 

25号 ('02) 不整長方形 N-5 ° -W 

26号 ('02) 不整形 N-0 ° 

27号 ('02) 不整長方形 N-10°-W 

28号 ('02) 長方形 N-0 ° 

29号 ('02) 不整長方形 N-80° -E 
30号 ('02) 不整長方形 N-0 ° 

31号 ('02) 不整楕円形 N-0 ° 

I区ピット一覧表

ピット番号 形状 主軸方向

lピット('01) 楕円形 N-50° -E 
2ピット('Oll 不整楕円形 N-25°-E 

3ピッ ト('01) 楕円形 N-90° 

4ピット('OJ) 円形 N-90° 
5ピット('OJ) 円形 N-25°-W 

6ピット('OJ) 不整楕円形 N-20° -E 
7ピット('OJ) 不整楕円形 N-30° -W 

8ピット('Ol) 不整円形 N-30° -E 

9ピット('01) 楕円形 N-70°-W 

10ピット('01) 不整楕円形 N-60° -E 
11ピット('01) 楕円形 N-45° -E 
12ピット('Ol) 不整楕円形 N-40° -E 
13ピット('01) 不整楕円形 N-90° 
14ピット('01) 不整楕円形 N-90° 
1ピット('02) 円形 N-I 0-W 

2ピット('02) 不整円形 N-0 ° 

16 

長軸(m) 短軸(m) 深さ (m) 時代 出土遺物•特徴など グリッド

0.71 0.55 0.22 中・近世 010-135 

1 15 0.71 0.18 近世 耕作用貯蔵穴 990-120 
1.26 0.78 0 14 近世 縄文土器片、耕作用貯蔵穴 990-120 

1.00 0.67 0.37 近世 耕作用貯蔵穴 990-120 
2.15 2.10 0.37 不明 990-095 
5.18 2.80 0.55 近世 竪穴状の納屋 975-100 
4.68 3 00 0 72 近代 陶磁器、竪穴状の納屋 985-090 
5.13 0.98 0 27 近世 耕作用貯蔵穴 995-085 
4 73 I 13 1.10 近世 耕作用貯蔵穴 985-085 
2.37 1.63 0.23 中・近世 975-080 
I 08 0 85 0.60 近代 陶器 975-085 
2.37 2.21 0 27 不明 970-085 
(2 20) (0.72) (0.37) 近世 耕作用貯蔵穴 990-075 
(1.48) (0.80) (0 36) 近世 耕作用貯蔵穴 990-075 
(0.80) (0.40) (0.45) 近世 990-075 
(1.20) 0.80 0 30 中・近世 縄文土器片、中世銭、墓穴 990-080 
4.45 0.75 0.18 近世 土師器片、耕作用貯蔵穴 980-080 
3.39 0 65 0.12 近世 耕作用貯蔵穴 975-080 

0 70 0.60 0.20 近世 975-080 
2.63 0.50 0 10 近世 縄文土器片、耕作用貯蔵穴 980-075 
2 02 0.55 0.05 近世 耕作用貯蔵穴 985-075 
0.55 0.48 0.60 不明 985-075 
0.67 0.48 0.26 近世 975-085 
I 48 1.00 0.19 近世 耕作用貯蔵穴 975-085 
1.77 1.02 0.39 近世 耕作用貯蔵穴 975-085 

近世 23号土坑と重複 975-080 
1.17 0.84 0.20 近世 耕作用貯蔵穴 975-080 

3.25 0.53 0.13 近世 耕作用貯蔵穴 975-075 

3 60 0.78 0.15 近世 耕作用貯蔵穴 975-075 
2.97 2.90 0.25 近世 須恵器、陶磁器 970-080 
2.48 1.68 0.20 不明 970-080 
5.08 0.85 0.17 近世 耕作用貯蔵穴 975-080 
2.83 0.65 0.23 近世 耕作用貯蔵穴 975-070 
2.10 0.65 0.13 近世 耕作用貯蔵穴 970-075 
8.20 5.93 0.17 近代 縄文土器、土師器、須恵器、 990-065 

陶磁器、焙烙、竪穴状の納屋

長軸（m) 短軸(m) 深さ (m) 時代 出土遺物・特徴など グリッド

0.58 0.50 0.34 近世 995-115 
0.37 0 25 0.21 近世 995-115 
0.38 0.32 0.31 近世 995-115 
0.37 0.37 0 18 近世 000-105 
0.60 0.60 0.82 近世 005-105 
0.82 0 45 0 58 近世 005-110 
0.60 0.47 0.30 近世 980-110 

0.50 0.45 0.17 近世 985-115 

0 61 0 53 0 33 近世 985-115 
0.48 0.40 0.28 近世 990-115 

0 50 0.42 0.13 近世 990-110 
0.68 0.55 0 15 近世 990-110 

0 67 0 48 0.32 近世 005-115 
0.50 0.44 0.27 近世 010-110 
0.53 0.45 0.21 近世 995-080 

0.32 0.32 0.28 近世 985-075 



第3節検出された上坑

ピット番号 形状 主軸方向 長軸 (m) 短軸(m) 深さ (m) 時代 出土遺物・特徴など グリッド

3ピット('02) 円形 0 30 0.30 0 30 近世 柱穴 985-070 

4ピット('02) 楕円形 N-25°-W 0.40 0.33 0.39 近世 柱穴 985-070 

5ピット('02) 不整正方形 N-49'-E 0.35 0.32 0 30 近世 985-070 

6ピット('02) 楕円形 N-I 0-W 0.39 0.25 0.44 近世 柱穴 990-065 

7ピット('02) 円形 N-89°-E 0.33 0 33 0.32 近世 柱穴 985-075 

8ピット('02) 不整円形 N-10°-E 0 23 0.23 0.25 近世 985-075 

9ピット('02) 不整楕円形 N-70° -E 0.21 0.13 0.29 近世 985-070 

10ピット('02) 円形 N-34 ° -E 0.35 0.32 0 20 近世 985-070 

11ピット('02) 楕円形 N-25° -W 0.30 0.21 0.12 近世 985-070 

12ピット('02) 楕円形 N-59° -E 0.48 0 35 0 32 近世 980-070 

13ピット('02) 楕円形 N-5 °-W 0.32 0.28 0.08 近世 985-070 

14ピット('02) 楕円形 N-56° -E 0 33 0 23 0 40 近世 990-075 

15ピット('02) 楕円形 N-22° -E 0.40 0.30 0.30 近世 柱穴 985-075 

16ピット('02) 楕円形 N-10°-E 0 35 0 22 0 20 近世 985-075 

17ピット('02) 円形 N-40°-W 0.23 0.20 0.16 近世 990-075 

18ピット('02) 楕円形 N-21 °-W 0 23 0 18 0.12 近世 990-075 

19ピット('02) 円形 0.20 0.20 0 20 近世 985-070 

20ピット('02) 円形 0.23 0.23 0.22 近世 990-075 

21ピット('02) 不整正方形 N-49°-E 0 33 0.28 0.44 近世 柱穴 985-075 

22ピット('02) 楕円形 N-62°-E 0.38 0.30 0.23 近世 990-075 

23ピット('02) 円形 0 40 0 40 0.33 近世 柱穴 990-075 

24ピット('02) 楕円形 N-4 ° -E 0.38 0.30 0.24 近世 985-075 

25ピット('02) 円形 N-39° -E 0 22 0 20 0.30 近世 985-075 

26ピット('02) 楕円形 N-51°-W 0.28 0.23 0.35 近世 柱穴 985-070 

27ピット('02) 円形 N-!8° -E 0.28 0 23 0 33 近世 柱穴 990-070 

I区土坑 ('01)

1号土坑 2・3号土坑

A—□-A 
A A' . . 

L=88.10m~ 

1号土坑

1層 暗褐色土 ロームブロックを少最含む。

2層 暗褐色土 ロームブロックを含む。

／ 

／ 

タ
／

u
o
8
.
8
8
11
T
 

Oll .

.
 

T
 

［
、
一

A A' . .  
L=88. 20m 

―¥  1 フ

4号土坑

A
I
[
/
]
ヘ
ー4

L-88合n□△

2 • 3号土坑

1層 暗褐色士 ローム粒、炭化物を少最含む。

(3号士坑）

2層暗褐色士 ローム粒を含む。

4号土坑

1層 暗褐色士 ロームプロックを多藪含む。

゜
1 :40 lm 

第11図 1~4号土坑
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第2章 I区 検出された遺構

1区土坑 ('02)

1号土坑 7号土坑

□ 
A— 

[
、
一

・一A'

・-A'

L=87□m□△ 

A 
L=88. OOm 

．ぷ

7号土坑

1層 黒褐色土 ロームブロックを多最、黒色土プロック

を少量含む。

1号土坑

1層 黒褐色士黄色軽石を多蘊、ローム粒を少蘊含む。

A-.  

・-A' 

A 
L•87. 80m 

.K ’ 

2号土坑

1層 黄褐色士 ロームブロックを多量含む。

2層 暗褐色上 ロームプロックを多量、ローム粒を少籠含む。

3層 暗褐色土 ローム粒を多負含む。

4層 暗褐色土 ローム粒を少最含む。

5層 黒褐色土 ローム粒を少呈含む。

6層灰褐色土 ローム粒を多量含む。

7層 暗褐色土 ローム粒を多董含む。

8層 暗褐色士 ローム粒を少量、黒色士ブロックを多麓含む。

9層黒褐色土 ローム粒を少量含む。

゜
1 :40 lm 

第12図 1 ・2・7号土坑
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第3節検出された土坑

5号土坑
＞ 

I 

』
．ぷA.  

L087 90m 

［
、
一

5号土坑

1層 黒褐色土 ロームプロックを

多量含む。

□uo
0
8
8
"
1
 

3
 
．

．

 

叫

,
4
 

／
 

gロ

ロ

土

／

号

4

8
 

一

g 

A A' . .  

6号土坑

A-・ 

L=8800m□ 
18号土坑

1層 暗褐色土 ロームブロック、ローム粒を多量含む。

8号土坑

・-A' 

A.  

L=87. 90m史 ミここ
6号土坑

1層黒褐色土 ローム粒を少晨含む。

2層 黒褐色土 ロームブロックを少量含む。

3層 黒褐色士 ロームブロックを多量含む。

．ぷ

..A.... .K 
L•87. 80m六

8号土坑

1層 暗褐色土 ロームブロック、黒色土プロックを多最含む。

2層 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒を多最含む。

゜
1 :40 lm 

第13図 5 • 6 • 8 • 18局土坑
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第2章 I区 検出された遺構

3号土坑

：
 A-. 

じ）

口

4号土坑

［
、一

・-A' 

Aー・
•一A'

A . 
L=87. 90m 

3号土坑

1層灰褐色土 白色軽石を少最含む。

2層黒色士 白色軽石を少董含む。

3層灰褐色土 ローム粒、ロームプロックを多最含む。

ぷ

L-8:m□ ぷ
4号土坑

1層暗褐色土 ローム粒を少量含む。

29号土坑

15号土坑

•V
\ 

人
u
o
6
．笞

8

＂1

N
T
 .

.
 4
 

〖^
＼
口
し

15号土坑

1層黒褐色士ローム粒を

少量含む。
し

29号土坑

1層 暗褐色士 ロームブロックを多嚢、

ローム粒を少量含む。

e
o
o
.
8
8
"
1
 

．

．

 

^

V

V

 

lm 

第14図 3 • 4 • 15 • 29号土坑
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第3節検出された土坑

9~12号土坑 A

8

|

 

^
g
 

坑

9~11号士坑

1層暗褐色土

2層暗褐色土

3層褐灰色土

4層黄褐色土

5層暗褐色土

6層暗褐色土

』
g 

ロームブロック、ローム粒を多量、黒色土プロックを少董含む。

ロームプロック、褐灰色土プロックを少董含む。

ロームプロックを少量、炭化物を多量含む。

ロームプロック、褐灰色士を含み、炭化物少量含む。

ロームブロックを多量含む。

炭化物を多量、焼土を少董含む。

1

~•

woo

' 88"1 

．

．

 

^
V
 

V
 

日
0
0
.
8
8
1
1
T

．
 g
 

[、
l

8

マ

12号土坑

1層 暗褐色土 ロームブロック、ローム粒を多量含む。

2層褐灰色士炭化物を多量、焼士を少量含む。

13 • 14号土坑 /
 /
 ／
 ／
 

A
1
 

,/／／／/,/,,  

13号土坑

---

13号士坑

1層暗褐色士 ローム粒を多最、黒色土

プロックを少董含む。

1

A

 

A 

L=87. 90m 

A' 

¥--:」
19 • 22 • 23号土坑

-a-・ 
ヽ

A.  い＿
ァ

．

＼
 

~1 22号士坑 l¥ 14号土坑
（国 1層暗褐色土ローム粒--g 

を少量含む。

\\.—B' ＼＼ 
B--• 

23号士坑

ロームプロックを

少量、ローム粒を

多量含む。

tl Jj 
B .....!i..'. 

L=87 90m ¥....._ 1 フ• 8 'I J4号土坑

叫門胄 1層黒褐色土ローム粒を

゜
1 :40 lm 

乎→ 少量含む。

L=87.90m~ 2 

19号土坑

1層 暗褐色士 ロームプロックを多最含む。

2層褐色土 暗褐色土を含む。

3層 暗褐色土 ローム粒を含む。

第15図 9~14 • 19 • 22 • 23号土坑
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第2章 I区検出された遺構

16 • 17号土坑 20 • 21号土坑

A

¥

 2P 

A

1

 

B
1
 

16号士坑 17号士坑
C丑 • I I II ·—c· 

ー

A 1B
 

A.  ．ぷ
L=88. OOm----c::::::J:「_

B B' ． ．  

L=88. OOm―`  -」
L08~m ―！ ー 卒

16号土坑

1層 黒褐色士 ロームブロック、ローム粒、焼士を A.  
少最含む。 L=87. 90m 

17号士坑

1層暗褐色土 ローム粒を少量含む。

|
|
~
、

一

．ぷ

20 • 21号士坑 ． 
1層 暗褐色土 ローム粒を少量含む。

2層 黒褐色土褐色土、焼土を少最含む。

3層褐色土 黒褐色士を含み、焼土を多最含む。

26 • 27号土坑 一l ―̀̀ 4層褐色土 ローム粒、炭化物を多量、焼土を少最含む。

Aー・

26号土坑 .-A' 

A.  ．ぷ
L=87. 90m 

3 -----—--で□／
26号土坑

1層 黒褐色土 ロームプロック、焼土を多量含む。

2層 黒褐色士 ロームブロック、ローム粒を多量、焼土を少量含む。

3層 黒褐色土 ロームブロック、ローム粒を多呈含む。

4層 黄褐色士 ロームプロックを多量含む。

5層 黒褐色上 ローム粒を多量含む。

27号士坑

1層 黒褐色土 ロームブロック、ローム粒を多量含む。

0 1 :40 lm 

第16図 16・ 17・20・21 ・26・27号土坑
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第3節検出された土坑

25号土坑 24 • 28 • 30号土坑

A--

A.  

・ --A' 

.K 
L=87.90m~ 

25号士坑

1層黒褐色土褐色土を含む。

|

|

l
、‘

―

A ..ぷ
L=87. 90m六

24号士坑

1層 暗褐色土 ロームブロックを少量含む。

B-• 

B 

L=88. OOm 

．且こ

28 • 30号土坑

1層 暗褐色士 ロームプロックを少星、ローム粒を多董含む。

2層 暗褐色土 ローム粒を多量含む。

゜
1 :40 lm 

第17図 24 • 25 • 28 • 30号土坑
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第2章 I区検出された遺構

31号土坑

［
、
一

A-・ 

厄）

◎ 

31号土坑

1層暗灰褐色土

2層暗灰褐色土

暗褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

e
 

d
 

口
黒色土 ・暗褐色土プロックを含む。砂質。

ローム粒をやや少量含む。やや粘性あり。

ローム粒 ・プロックを多量含む。

ローム粒 ・プロックを少量含む。

ローム粒を微量含む。砂質。

四

·—A' 

A 

L=88. 00m - ——-_ 

．ぷ

--~---「

゜
1 :40 lm 

第18図 31号土坑
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第 3節 検出された土坑

I区ピット ('01)

1号ピット 2号ピット 3号ピット 4号ピット

，
 
A
 

[

ぷ0
ロ

[

A

一
珈腿L

 

A

-

―
 

1層 暗褐色土 ローム粒、黒色土、

白色軽石を含む。

ローム粒を

少量含む。

5号ピット
A
I
 

6号ピット

A 

L=88. 20m 

[

1A" 

À
 

＼
 ロ

＼
 

A
 

．ぷ

9号ピット 二ロ
ーA"

4

ーロ
1

4

A----.り----A'
.
m

▽
 

A
-
2
0
 
Q
5
 
8
 
＝
 
L
 

A A' ． ．  

L=88.00mw 

1層

2層

暗褐色土

暗褐色土

As-C混土と

ロームプロック

を含む。

ローム粒を少董

含む。

1層 暗褐色士

u
 

バ＿A-Zom 
腿＝
 

L
 

12号ピット

．ぷ

や

□
 

A A' ． ．  
L=BB. OOmこ
1層 暗褐色士 ロームブロッ

クを少量含む。

A-•O 

14号ピット

A-・〔□）.-A'

L=8¥ :  

L=88バ亨ぷ
1層

2層

3層

4層

1層

1層

2層

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

10号ピット

ロームプロッ

クを微量含む。

7号ピット

A-[〉-A
A A' ． ．  

L=87.90mw 

ロームプロック

を少量含む。

ローム粒を少量

含む。

A A' ． ．  

L=88. 00、]

·—A' 

ぷ

A-0-A]  

A A' . .  

L=88. 20べ立

1層

2層

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色士 ロームを含む。鉄分を含む。

ロームプロック。

黒色土を含む。

1層 暗褐色土

1層

ロームプロッ

クを多最含む。

8号ピット

A-----0 ~A' 
A A' ． ．  

L=88. OOmこ

暗褐色土 As-C混

士とローム

プロックを

含む。

11号ピット

八 口

イ』

..A...．ぷ
L=88. OOm ー

1層 暗褐色土 ロームプロッ

クを少量含む。

As-C混土とロー

ムプロックを含む。

ローム粒を少量含む。

13号ピット

A-c -A'  

L=8い こ了ぷ

1層 暗褐色士 ロームプロックを多量

含む。鉄分を含む。

゜
1 :40 lm 

第19図 l区 ('01) l ~14号ピット
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第2章 I区 検出された遺構

I区ピット ('02)

1号ピット 2号ピット a
|
 

A~ © •' 

A A' ． ． 

L=88. OOmてこプ

1層 黒褐色土 ローム粒を

少最含む。

4号ピット

[)/ 
卜

3号ピット

L=8]m冒 ぷ

1層

2層

暗褐色士

暗褐色土

ローム粒を

多最含む。

ローム粒を

少量含む。

8号ピット

A —• C) 
A A' ． ．  

L=88.00m~ 

暗褐色土1層

-A'  

ローム粒を少量、

黒色土プロック

を多董含む。

A-0 •一A'

』
A A' ． ．  

L=88.00m-c「
1層 黒褐色士 ローム粒を多最含む。

5号ピット

ぷ

パ

VI
O

I
V

□

ピ

A
-OOm

号

邸L
 

2

-― 

↑
i
_
 

1層 黒褐色土 ロームプロッ

クを多董含む。

L
"
8

砕
m

〔

言

杞
1層

2層

3層

1層

／
 

7
 

□) ／ 7 
褐色土

暗褐色土

暗褐色土

ローム粒を少最含む。

ロームプロックと黒色

ブロックを多最含む。

ローム粒を多董含む。

9号ピット

Aー・@ ・一A'

A A' 

L=88.OOnv . 

暗褐色土

<
woo

"
8
8

"
1
 

．

．

 

A

g

g

 

ロームプロック

を少量含む。

A---

1層

2層

1層

2層

A A' . .  

L=88. OOm賃

9A ー

バ

＿

`

2

八[

ピ号

A

-

{8
 

6

丘

】

黒褐色土

黒褐色土

10号ピット

黒褐色土

黒褐色土

4/.0•IA9 

／ 
や

c 
や／

A A' ． ．  

L=88. OOm℃プ

|

|

人

‘

-

ロームプロックを少最含む。

ロームブロック、ローム粒を

多量含む。

ローム粒を

少董含む。

ローム粒を

多嚢含む。

7号ピット

A-・ V・-A'  

L=8勺／ぷ
1層

2層

暗褐色土

暗褐色土

ローム粒を多

最含む。

ロームプロッ

クを多量含む。

11号ピット

/≫------・◎ '/卜＇

A..ぷ
L=88. OOm¥IT 

14号ピット

マ＇
＼ 

゜¥1 A' L=88冒亨
1層

2層

3層

暗褐色土

暗褐色土

1層

1層

2層

黒褐色土

黄褐色士

13号ピット

A-• C) 

暗褐色土

1層 暗褐色土 ローム粒を多

藷含む。

ローム粒を少董含む。

黒褐色土を少量含む。

15号ピット

·—A' 

A A' ． ． 
L=88. oom--C:0---

ローム粒を多最含む。

ロームブロック、黒色土プ

ロックを多量含む。

ロームプロックを多最、黒

色土プロックを少最含む。

暗褐色土 ロームプロックを多量含む。

第20図 I区 ('02) 1~15号ピット

1層

2層

4、、

.c.¥4, 

A A' ． ． 
L=88. OOm汀
暗褐色士

暗褐色土

゜

ロームプロック、黒

色土プロックを多最

含む。

ローム粒を多晨含む。

1 :40 lm 
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第3節 検出された土坑

20号ピット 17号ピット 18号ピット 19号ピット

A--......._• ◎ ¥ 
A' 

A..ぷ
L=88. OOm℃ 

1層暗褐色土ローム粒を

多最含む。

A-------• 怠 ·-------.,<\'
A A' ．．  

;,..-----.@. -----;,..' 

L=88. OOm言― L=88.00mw
_A_,.△ 

1層暗褐色土 ロームプロック

を多最含む。 1層 暗褐色土 ローム粒を少最

2層暗褐色士ローム粒を少量 含む。

含む。

／ぶ

／ 
◎ 

卜

[
、
一

A A' ． ． 
L=88. OOm-ic丁

1層暗褐色土ローム粒を

多最含む。

16号ピット
／卜，

卜/ 90 
21号ピット ト＇

／ 

.@・/ 

卜

...fL.．△ 
A A' 

L=87云丁―

汀
腿――
 

L
 

1層 黒褐色土 ロームプロック、ローム粒

を多晨、褐色士を少最含む。

23号ピット

¥ <̂| 

〇 ＼ん<i§ □ 
墨

1層 暗褐色土 ロームプロックを多最含む。

2層 暗褐色土 ロームプロックを少最含む。

26号ピット

／ト

／ 
◎ 

卜

A A' 
・ 、 ・

L=88. OOm冒

1層 暗褐色土 ロームプロックを多量含む。

2層暗褐色土 ローム粒を少量含む。

1層 暗褐色士 ローム粒を少最含む。

2層暗褐色土 ロームプロック、ロー

ム粒を多量含む。

22号ピット

了

゜よ
1層暗褐色上

〖

u
o
o
器"
1

．
 

c

く

く

ロームプロック ロー

ム粒を多凪、黒色土を

少量含む。

•— ィ
＼
 

ト

。
ッ

＼
イ

ピ号4
 
2
 

25号ピット

A-・ ◎ --A' 

L=87バ ブ△

A A' ．．  

L=87. 90冗「

1層暗褐色士 ローム粒を少鼠含む。

1層 暗褐色土 ロームプロック、ロー

ム粒を少量含む。

27号ピット

A-・ @ ・-A' 

L=88三m汀―ぷ

1層 暗褐色土 ロームプロックを多鼠含む。

2層 暗褐色士 ロームプロック、ローム粒を少量含む。

゜
1 :40 lm 

第21図 I区 ('02)16~27号ピット

27 



第3章 II区検出された遺構

第3章 II区検出された遺構

第1節遺構の概要

II区から検出された遺構は、中・近世面では、土坑172基、溝2条、畑跡、建物跡である。縄文面では、

住居17軒、埋甕15基、遺物集中箇所8基、土坑61基を検出した。

遺構確認面が表土から浅く、現地表は住宅地や畑であったため、攪乱を多分に受けていて、遺構の残存状

況はあまり良くない。

また、調査区の地形は、大間々扇状地の影響を多少受けて、やや北西から南東に向かって傾斜する。

遺構分布状況

中・近世面の遺構については、近世の畑（畠）と思われる耕作列が3ヶ所検出された。調査区北西部と中

央やや東側そして南東部から調査区外へ続くものと思われる。その間に土坑が点在する。南西部には、長屋

門跡と思われる建物跡を検出し、その北側では、土坑を多く検出した。建物跡と同時期ないし併設するもの

も多いためと思われる。

縄文面の遺構については、中央やや北よりの所から南西方向に伸びるように縄文時代中期の住居•土坑跡

が連なっている。調査区は、北西から南東方向に傾斜しており、そのやや微高地状の部分に集落が形成され

ていたものと思われる。さらにその南東部には、墓坑の可能性のある土坑群が存在する。今後、 遺構域は南

側の調査区外に続き、東側（旧• N区）では、多数の遺構と遺物が出土していることから、そちらの整理と

あわせて検討していく必要があろう。

住居

縄文面では、17軒の住居を検出した。形状は、円形、楕円形を基本としているものの隅丸方形や方形を

呈するものもある。柱穴は、主柱穴を4本持ち補助的な柱穴を作るもの、壁周辺に柱が巡るものがある。ま

た、壁際に敷石した住居も存在した。床は、ローム面をそのまま床面としているものと漸移層を床面として

いるものが見られた。現地表から遺構確認面が浅いためロームまで掘り込んでいない住居の残りは、あまり

良くない。住居内の炉は、石囲い炉・埋甕炉、地床炉とある。石囲い炉は、川原石や多孔石、磨石などを利

用して長方形に区画したもので埋設士器を伴うものも見られた。

土坑

中・近世面の土坑の形状は、長方形、正方形、楕円形、不整形などが見られる。形状により、その機能に

違いが見られる。長方形や正方形に近い形状のものは、ある程度掘り込みがしっかりしていて、近世、近代

の貯蔵用の土坑と考えられる。掘り込みの浅い楕円形状の土坑と不整形の土坑については、用途不明である。

中には、近世のやや深い耕作痕を土坑と認識して掘ってしまったと考えられるものもある。

縄文面の土坑の形状は、円形、楕円形を碁本としているが、不整形のものも見られる。掘り込みの深いも

のは、貯蔵用の土坑と考えられるが、遺物の出土状況などから墓坑と考えられるものもある。不整形で掘り

込みの浅い土坑については、遺物も少なく用途不明である。
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第2節 中・近世の遺構

土層の堆積状況

現地表から遺構の確認面までは浅く、現地表が住宅地や畑であったため、攪乱を多分に受けている。浅間

B軽石は、表土中に混じり調査区北側では、やや残りがよく薄く層状に確認できた。浅間C軽石は、表土中

ないし遺構覆土中に多少混じる。ローム層までも浅く、漸移層の残りも南側、西側で薄く、北側でやや厚い。

遺物出土状況

中・近世面については、遺物が少ない。遺構の覆土からも陶磁器片などが少量出土している程度である。

縄文面では、調査区東側で多量の遺物が出土した。土器については、縄文前期後葉から後期前葉の遺物が

見られ、中心は加曽利E3・4式期のものである。遺構確認面が地表から浅いこともあり、表土中には縄文

土器片が多量に混入していた。住居中からは完形に近い土器や深鉢の上半を利用したものなども検出した。

石器についても表土中から打製石斧、石鏃、スクレイパーなどが出土した。住居内からは台石、石皿、凹石、

磨石などが検出された。

第2節 中・近世の遺構

II区屋敷跡（第24図 P L6) 

位置 X=939~950 Y=-041~052 重複なし 主軸 N-8° -W  形態 長方形

規模桁行11m 梁行9m 遺物 陶磁器類が少量出土している。 所見 建物の礎石と思われる川原

石が14石出土した。礎石の配置のやや中央があくことから長屋門の可能性もある。近世後半時期の遺構と

考えられる。

II区屋敷跡
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第2節 中・近世の遺構

II区土坑一覧表

土坑番号 形状 主軸方向 長軸 (m) 短軸（m) 深さ (m) 時代 出土遺物・特徴など グリッド

I 不整楕円形 N-26° -E 0.62 0.35 0 06 近世 縄文土器 935-030 

2 正方形 N-41'-E 1.18 0 53 0 39 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 930-030 

3 長楕円形 N-14° -E 1.03 0 35 0 22 近世 縄文土器 930-030 

4 不整楕円形 N-82° -W 0 58 0 18 0.16 近世 935-030 

5 正方形 N-70°-W 0.53 0.19 0 16 近世 935-030 

6 不整長方形 N-9 ° -E 0 72 0.61 0.06 近世 縄文土器、土師器、耕作用貯蔵穴 935-025 

7 楕円形 N-15° -E 0 52 0 32 0 16 近世 935-030 

8 楕円形 N-83°-E 0 50 0.48 0.38 中・近世 縄文土器 940-025 ， 隅丸方形 N-87'-W I 17 0 80 0 39 近代 縄文土器、瓦、磁器、耕作用貯蔵穴 940-025 

10 長楕円形 N-82° -W 1. 71 0.18 0.19 近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 940-025 

11 長楕円形 N-43°-W 0.82 0 20 0 21 近世 縄文土器 935-025 

12 円形 0.24 0.24 0 22 近世 935-025 

13 不整形 N-88°-W I 58 0 68 0 14 近世 縄文土器 935-025 

14 不整楕円形 N-60° -W 0.57 0.52 0 19 中・近世 縄文土器 935-025 

15 不整長方形 N-0 ° I 02 0.68 0 45 近世 縄文土器 935-025 

16 隅丸方形 N-84 ° -W 1.43 0 91 近世 縄文土器 935-020 

17 不整楕円形 N-77°-W I 02 0 24 0.09 近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 930-020 

18 不明 近世 縄文土器、 19土坑内 930-020 

19 長方形 N-80°-W 3 I I 0 60 0 24 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 930-020 

20 不整楕円形 N-85'-W 0.68 0 17 0 08 近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 930-020 

21 不整長方形 N-7 °-W 0.81 0.64 近世 縄文土器、瓦、陶器 930-025 

22 楕円形 N-14'-E 0.43 0 33 近世 925-020 

23 不整形 N-17°-W 0.72 0.33 近世 須恵器 930-020 

24 不整形 N-15°-W 0 38 0 34 0 25 近世 縄文土器 930-020 

25 不整形 N-20°-E 0.80 0.56 0.25 中・近世 縄文土器 935-020 

26 長方形 N-46°-W 0 60 0.46 中・近世 縄文土器 935-015 

27 不整楕円形 N-45°-W 0.94 0.45 中・近世 935-015 

28 不整形 N-62° -W I 08 0.72 近世 縄文土器 935-015 

29 不整楕円形 N-74°-W 1.62 0.79 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-015 

30 不整長方形 N-76°-W I 35 1 00 近世 縄文土器、磁器 935-015 

31 不整正方形 N-47° -E 1 14 0.96 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-015 

32 不整長方形 N-36°-W 0.92 0.75 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-010 

33 不整形 N-89° -E 0 78 0 52 近世 土師器 935-010 

34 不整形 N-38'-E 0.50 0.40 0.14 近世 縄文土器 935-010 

35 不整長方形 N-82°-W 1.55 0 94 0.03 近世 縄文土器 930-010 

36 長方形 N-9 °-E 0.70 0.67 0.01 近世 縄文土器、陶器、炭化物、耕作用貯蔵穴 925-015 

37 不整長方形 N-11'-E 0.52 0 42 0 13 近世・近代 縄文土器、磁器 925-010 

38 長楕円形 N-76'-W 2.07 0 45 0 24 近世 縄文土器 925-010 

39 不整正方形 N-70°-W 0.67 0.62 0.10 中・近世 縄文土器 925-005 

40 楕円形 N-6 ° -W 0.70 0 51 中・近世 縄文土器 940-025 

41 不整方形 N-90° 0 38 0.36 0.31 近世 縄文土器 940-020 

42 長方形 N-5 °-E 2.59 0 79 0 30 近世 縄文土器、陶器、耕作用貯蔵穴 940-020 

43 不整形 N-40° -E 0.51 0.43 0.08 中・近世 縄文土器 940-030 

44 不整形 N-30° -E 0.58 0 51 0 08 近世 縄文土器 945-020 

45 不整正方形 N-54"-E 0.43 0.38 0.10 近世 縄文土器 945-015 

46 長楕円形 N-75°-W 1.85 0 21 0 13 近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 945-015 

47 楕円形 N-90° 0.36 0.25 0.08 近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 950-015 

48 不整形 N-85'-W 1.38 0 51 0 17 近世 縄文土器 950-015 

49 不整楕円形 N-72° -W 0.82 0.32 0.46 中・近世 縄文土器 920-005 

50 不整楕円形 N-47'-W 0.38 0 30 0 14 近世 縄文土器 930-010 

51 隅丸方形 N-58"-E 1.08 0.88 近世 縄文土器、陶器、耕作用貯蔵穴 935-020 

52 隅丸方形 N-72°-E I 50 0 90 近世 縄文土器 935-015 

53 長楕円形 N-72 ° -E I. I 7 0.29 0 20 近世 945-015 

54 不整円形 N-40° -W 0.39 0.38 0.08 近世 縄文土器 950-015 

55 楕円形 N-68°-W 0 64 0.32 0 12 中・近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 930-010 

56 隅丸方形 N-0 ° 0.58 0.33 0 15 中・近世 耕作痕の可能性有り 930-010 

57 長方形 N-82° -E I 18 0 92 近世 縄文土器 935-015 

58 不整形 N-14°-W 0.68 0 42 0 30 中・近世 縄文土器 930-005 

59 長方形 N-81°-W I 95 0.72 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 930-005 

60 長方形 N-65° -E 1.03 0 85 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 925-010 

61 不整楕円形 N-90° 0 43 0.34 0.09 近世 縄文上器 930-005 

62 隅丸方形 N-70°-E 1.35 0 98 近世 縄文土器、陶器、磁器、耕作用貯蔵穴 935-015 
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第3章 II区 検出された遺構

土坑番号 形状 主軸方向 長軸(m) 短軸(m) 深さ (m) 時代 出土逍物 ・特徴など グリッド
63 不整円形 N-75° -E 0 62 0 50 0 16 中・近世 縄文土器 935-010 
64 長方形 N-16°-E 0.45 0.38 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-005 
65 長方形 N-50° -E 0.78 0 50 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-005 
66 不整長方形 N-48° -W 0 82 0 75 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 940-005 
67 不整楕円形 N-35'-E 0.39 0 31 0 23 近世 縄文土器 945-010 
68 長方形 N-68° -W I 37 0.80 0.23 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 950-010 
69 不整長方形 N-35°-E 1.75 1 24 0 24 近世 縄文土器 950-005 
70 不整形 N-30° -E 0 50 0.46 0.17 中・近世 陶器 950-005 
71 楕円形 N-20° -E 0.88 0.60 0.31 中 ・近世 縄文土器 950-005 
72 不整形 N-7 °-E 2.84 1.00 0.23 近世 縄文土器、陶器、耕作用貯蔵穴 935-025 
73 不整長方形 N-44°-W 0.64 0.20 0.08 近世 935-025 
74 不整形 N-56°-W 0 66 0 42 0.11 近世 935-025 
75(1) 長楕円形 N-78'-W 3.75 0.23 0 18 近世 耕作痕 945-010 
(2) 長楕円形 N-78"-W 2 00 0 27 0 16 近世 耕作痕 945-010 
76 縄文土器
77 長楕円形 N-80"-W 5 17 0 67 0 03 近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 940-010 
78 長楕円形 N-80°-W 10.13 0.82 0 14 近世 礫 940-010 
79 長楕円形 N-80°-W 7 95 0 65 0 15 近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 935-010 
80 長楕円形 N-80° -W 3 30 0.49 0.08 近世 縄文土器、耕作痕の可能性有り 935-015 
81 正方形 N-10°-E 0 46 0 46 縄文土器 940-995 
82 不整形 N-34 ° -W I 40 中・近世 縄文土器 935-020 
83 近代 縄文土器、磁器
84 縄文土器
85 長方形 N-75°-W 0.85 0.88 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 930-005 
86 長方形 N-90 ° I 08 0 82 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 930-000 
87 長楕円形 N-90° 1.70 0.43 0 20 近世 縄文土器 930-000 
88 長方形 N-75°-W 1 34 0 84 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 930-000 
89 正方形 N-40° -W 0.92 0.83 0 03 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 930-995 
90 不整形 N-20° -E 0 86 0 30 0 07 近世 縄文土器 930-000 
91 長方形 N-75°-W 2 68 0.60 0.14 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-995 
92 不整長方形 N-74°-W 6.98 0.86 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-995 
93 長方形 N-75°-W 5.38 0.88 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-995 
94 不整楕円形 N-0 ° 0.38 0.30 0 08 近世 縄文土器、礫、耕作用貯蔵穴 940-995 
95 不整形 N-45'-W 1 16 0.68 近世 縄文土器 930-995 
96 不整長方形 N-24°-W 0 44 0.32 0.11 近世 縄文土器 935-995 
97 正方形 N-30'-W 0 56 0.53 0 14 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 935-995 
98 長方形 N-75° -W 4 17 0 38 0.10 近世 縄文土器、磁器、瓦、耕作痕か 945-010 
99 不整長方形 N-45'-E 0.39 0 31 近世 縄文土器 945-000 
100 不整形 N-46°-W I 18 0 48 近世 縄文土器 930-995 
101 不整長方形 N-78°-W 8.38 0.74 近世 縄文土器、石器、耕作用貯蔵穴 940-995 
102 不整正方形 N-36° -W I 08 0.88 0.19 近世 縄文土器 930-995 
103 不整形 N-90° 1.06 0.78 近世 縄文土器 925-995 
104 正方形 N-55° -E 1 00 I 00 近世 縄文土器、石器 925-990 
105 不整正方形 N-25 ° -E 0.55 0.52 0 25 中・近世 縄文土器 920-995 
106 不明 N-60° -E 近世 縄文土器、石器、 118土坑内 920-995 
107 不整長方形 N-32° -E 0.74 0.95 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 915-990 
108 不整楕円形 N-56° -E 0 75 0 52 0.18 近世 縄文土器、石器 915-990 
109 不整長方形 N-19°-E 0.92 0.72 0 15 近世 縄文土器、石器、耕作用貯蔵穴 915-990 
110 正方形 N-10°-E 0 82 0.77 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 915-990 
Ill 長方形 N-80°-E 1.22 0.79 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 945-990 
112 縄文土器
113 不整形 N-60° -W 0.78 0.50 近世 石器 925-005 
114 不整楕円形 N-0 ° 0 34 0 27 中・近世 縄文土器 945-030 
115 不整形 N-25 ° -E I 12 1.06 0.21 近世 縄文土器 945-985 
116 不整楕円形 N-42 ° -E 0.36 0.25 0.13 中 ・近世 915-995 
117 不整円形 N-0 ° 0.27 0 27 0 10 中・近世 縄文土器 915-995 
118 正方形 N-60° -E 1.07 0.78 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 920-995 
119 長方形 N-75'-E 4.33 0.82 0 43 近世 縄文土器、石器、耕作用貯蔵穴 930-985 
120 長方形 N-90° 0.43 0.36 0.03 近世 縄文土器 945-995 
121 長方形 N-80°-W 1.10 0.74 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 945-975 
122 不整円形 N-75°-W 0 58 0 58 0.11 近世 縄文土器 935-990 
123 楕円形 N-90° 0.64 0 50 0 17 中 ・近世 縄文土器 940-000 
124 縄文土器
125 不整長方形 N-84°-W 1.80 1.05 0 12 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 945-005 
126 
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第2節 中・近世の遺構

土坑番号 形状 主軸方向 長軸(m) 短軸(m) 深さ (m) 時代 出土迫物•特徴など グリッド

127 不整形 N-23"-E 1.40 I 00 0.32 近世 縄文土器 955-075 

128 不整楕円形 N-90° 0.80 0.72 0.32 955-060 

129 長方形 N-8 °-W I 60 0 80 0.22 955-060 

130 長方形 N-7 °-E 2 40 1.40 0.34 近世 土師器、陶器、納屋、柱穴4基 950-055 

131 長方形 N-98°-W 1.60 0 95 0 38 近世 陶器、礫 945-055 

132 長方形 N-7 °-W 1 60 0 95 0.38 近世 陶器（鉢） 940-060 

133 縄文土器、瓦

134 縄文土器

135 長方形 N-10°-W 1.88 1.21 0.30 近世 縄文土器、須恵器、陶器、石器、 955-040 

耕作用貯蔵穴

136 円形 N-0 ° 1.34 1.34 0.54 近代 須恵器、陶器、軒瓦、磁器、肥やし 955-035 

溜

137 不整長方形 N-2 ° -E 2.12 0.96 0.17 近世 縄文上器、磁器、耕作用貯蔵穴 960-035 

138 長方形 N-86° -W 2.68 0 68 0 23 近世 須恵器、瓦、耕作用貯蔵穴 960-030 

139 長方形 N-80° -E 2.00 1.08 0.34 近世 縄文土器、陶器、磁器、耕作用貯蔵 965-035 

穴

140 楕円形 N-0 ° 1 48 I 39 0.63 近代 縄文土器、平瓦、石器、肥やし溜 965-040 

141 円形 N-50"-W I 40 I 30 0 41 近代 縄文土器、陶器、磁器、砥石、肥や 965-040 

し溜

142 楕円形 N-90° 1.55 1 32 0.66 近世 土師器、石器、肥やし溜 965-040 

143 長方形 N-12° -W I 88 1 64 0.28 近世 耕作用貯蔵穴 970-045 

144 長方形 N-14'-W 2.21 0 70 0.18 近世 縄文土器、土師器、石器、耕作用貯 970-045 

蔵穴

145 長方形 N-14°-W 1.09 0.61 0.16 近世 耕作用貯蔵穴 970-045 

146 長方形 N-20°-W 2 40 0 95 0 27 近代 須恵器、陶器、平瓦、砥石、耕作 970-040 

用貯蔵穴

147 長方形 N-12°-W 2 90 0 92 0 28 近代 縄文土器、須恵器、陶器、磁器、 970-040 

耕作用貯蔵穴

148 不整長方形 N-78° -E 2 50 1.22 0 26 近世 磁器、石器、耕作用貯蔵穴 970-040 

149 不整長方形 N-20°-W 4.00 0.95 0.10 近世 縄文土器、陶器、耕作用貯蔵穴 970-040 

150 長楕円形 N-15°-W 3.80 0.72 0 15 近代 縄文土器、陶器、耕作用貯蔵穴 970-040 

151 不整長方形 N-25° -W 2.30 0.95 0.32 近世 縄文土器、磁器、耕作用貯蔵穴 975-035 

152 長方形 N-60° -E 3.10 0.57 0.23 近代 縄文土器、土師器、磁器、耕作用貯 975-035 

蔵穴

153(1) 長方形 N-60'-E 2 00 0 55 0 24 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 975-040 

(2) 長方形 N-78'-W 1.38 0.68 0 43 近世 耕作用貯蔵穴 955-020 

154 長方形 N-87° -W 2 55 I 12 0.48 近代 縄文土器、陶磁器、耕作用貯蔵穴 960-015 

155 

156 不整長方形 N-72 ° -E 2 65 I 20 0 60 近代 縄文土器、陶器、瓦、磁器、石器、 970-020 

耕作用貯蔵穴

157 不整形 N-53°-E 1 35 l 30 0 39 中・近世 縄文土器、瓦 960-010 

158 長方形 N-75°-W 2.32 0.85 0.19 近世 縄文土器、陶器、耕作用貯蔵穴 955-010 

159 不整楕円形 N-87°-W 4 10 1 78 0 66 近代 縄文土器、コンロ（七輸）、瓦、 960-030 

火鉢、土師器、陶磁器、石器

160 長方形 N-1 ° -W 2 83 I 05 0 21 近世 縄文土器、土師器、陶器 965-005 

161 長方形 N-85°-W 2.98 0.99 0.21 近世 縄文土器、須恵器、耕作用貯蔵穴 965-000 

162 長方形 N-I O -E 1.67 0 97 0.26 近世 縄文土器、陶器、耕作用貯蔵穴 965-005 

163 長方形 N-6 ° -E 2.68 1.18 0.17 近世 耕作用貯蔵穴 965-000 

164 長方形 N-3 ° -E 2.74 I 13 0 35 近世 縄文土器、磁器、石器、耕作用貯蔵 965-000 

穴

165 長方形 N-86° -E 2 46 0.90 0 32 近世 耕作用貯蔵穴 960-000 

166 長方形 N-10° -E 1.48 0.89 0.43 近世 耕作用貯蔵穴 960-990 

167 楕円形 N-5 ° -E 0.97 0.83 0 10 中・近世 960-980 

168 長方形 N-79°-W 2.72 1.58 0 38 近代 縄文土器、磁器、耕作用貯蔵穴 955-995 

169 長方形 N-I O -E 2 20 0.80 0.44 近世 縄文土器、耕作用貯蔵穴 955-995 

170 長方形 N-82° -W 2.00 0 76 0 39 近世 縄文土器、陶器、平瓦、耕作用貯蔵 960-995 
Jr▲¥  っ

171 長方形 N-7 ° -E 2.12 0.77 0 40 近世 耕作用貯蔵穴 955-995 

172 長方形 N-85 ° -E 1.42 0 81 0.43 近世 耕作用貯蔵穴 970-005 
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第3章 II区検出された遺構

第3節検出された住居跡

J-2 （第26~28図 PL7) 

位置 X=944~949 Y = -998~002 重複 J -11 主軸 N-50° -E 形状 隅丸方形

規模 3.20mX2.88mX0.05m 柱穴 周礫の内側の四隅に主柱穴と思われるピットを4基検出した。

深さは、床面より0.4~0.6mである。 覆土 現代の耕作により床面も削られていたため住居覆土は不明

である。 床面 ローム漸移層まで掘り下げて壁際に周礫(0.3~0.6m幅）を敷き詰めている。西側及び

北西側は現代耕作により周礫は一部欠落しているが、南側と同様に敷き詰められていたものと推測される。

貯蔵穴 炉のすぐ北東部に0.9mX0.7mX0.27mの土坑状の掘り込みを確認したが、住居に伴うものか特定

しづらい。 炉 住居中央のやや南側より検出した。 0.72mX 0.64m x 0.20mの大きさで不整長方形の

石囲い炉である。 遺物 南西部周礫の際より加曽利E式の埋設土器を検出した。その埋甕覆土からの出

土遺物はみられなかった。また、加曽利E式土器を多量に検出した。炉覆土及び周辺からは多孔石・台石や

凹石その他の石器も出土した。南西部からは楕円形のドーナツ型の石製品も出土した。用途は不明ではある

が埋甕と対になる可能性も考えられる。 所見 壁際の床面を礫で巡らせた縄文中期後葉の敷石住居と考

えられる。現代の耕作により西側及び北西側は、 一部残りがよくないものの南西部に埋設土器があることか

ら入り口と思われる。 J-11の土器も先の埋設土器と同時期であり、入り口付近の土器として対ないし連結

状に設置された可能性も考えられる。

J -5 （第29• 30図 PL6) 

位置 X=931~936 Y = -990~994 重複 J -31 主軸 N-60° -E 形状 隅丸方形

規模 4.35mX3.6mX0.7lm 柱穴 炉の南側から 2基のピットを検出した。規模はやや小さく浅い。

位置的な規則性も認められない。そのため柱穴としては断定しづらい。 周溝 0.04m~0.13mの深さ

で巡る。 覆土 主体は、暗褐色土でローム土を含むものと灰黄褐色土で炭化物を含む土層である。

床面 ローム面まで掘り下げて、その上面にローム混じり暗褐色土層がのる。厚さ4~8cmの厚さで貼り

床状に踏み堅められている。特に炉の周辺はよく締まっている。 炉 住居のほぽ中央に地床炉として設

置されている。規模は、 0.56mX0.58mX0.22mである。覆土から炭化物や焼土を多量に検出した。

遺物 勝坂式期から加曽利EN式期までの土器を多量に検出した。中心は、加曽利E3・4式期の土器であ

る。同時期の土製円盤や耳栓、用途不明の土製品も多く検出した。炉周辺では、大型の土器片や石器が集中

して出土した。 所見 縄文中期後葉の住居である。

J-2 炉

1¥  

A 
L=87. 70m 

A' 

し

|
|
~
、
一

1層灰褐色土炭化物焼士を含む。

¥1  

゜
1 : 30 lm 

第26図J-2  (1) 
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第3節 検出された住居跡

J-5 ＜ 

1 
~I I 

／ ＼ ＆ ＼ 戸I( J-5 

1層灰褐色士 ローム焼土、壁側か

らの崩落。

2層灰褐色士 ローム焼土に黄橙ロー
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各
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炉
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第3章 II区検出された遺構

J-5 
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2層 灰黄褐色土少量の焼土を含む。
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J-32（第31• 32図 PL6) 

位置 X=935~940 Y = -996~000 重複なし 主軸 N-20° -E 形状削平された部

分が多くはっきりしないが、敷石の状態から方形とも推定される。 規模 4.8m X4.2m x-m 貯蔵

穴 掘り方段階の調査で炉北側にピットを 3つほど検出したものの貯蔵穴とは断定しづらい。 柱穴

J-2付近から多数のピットを検出した。主柱穴は、方形と考えられる。住居のほぽ四隅に位置するピット

3 • 14 • 15 • 18である。柱穴の大きさは、いずれも径30~40cmであった。ピットが多いことから補助柱

穴ないし柱の腐食などによりつけかえられた可能性も考えられる。 覆土 現代の耕作により床面も削ら

れている可能性があるため住居覆土は不明である。 床面 ローム漸移層まで掘り込み、ほとんどそのま

ま床面としている。また、部分的に敷石していて、残りはあまりよくないが北壁際と考えられる一辺で10cm

前後の川原石を並べている。 炉 住居のほぼ中央に形状長方形、大きさ0.62mX0.48mX0.18mの石組

み炉を検出した。炉覆土からは、焼土や炭化物が多量に検出した。炉の脇からは台石・磨り石や敲石も出土

している。 遺物 炉南側の埋甕は、加曽利EN式期の橋状把手をもつ両耳壺でほぽ完形品で出土した。

その埋土からは特に遺物を検出できなかった。その他に加曽利E3～堀之内式期の土器を検出した。中心は、

加曽利EIII・N式期の土器片で土製円盤も出土している。また、堀之内式期の注口土器片も出土している。

多孔石・台石等の他に石鏃や不定形石器も出土した。 所見 縄文中期後葉の敷石住居跡と考えられる。

現代耕作などにより残存状況は良好とはいえないものの北側で一列の直線上の配石を検出した。壁際の床面

に方形で一巡するように敷かれていた可能性も考えられる。炉の北東部にも敷かれていたように礫の集まっ
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第3節 検出された住居跡

ている所があることから、炉の北側全体的に敷き詰められていたとも考えられる。また、埋甕付近が入り口

と推測される。さらに礫の残りから入り口から炉まで通路状に敷石を設けていた可能性も考えられる。
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第3節 検出された住居跡

J-44（第33図

位置

形状 楕円形

P L6) 

X=916~920 

規模

Y=-988~991 重複

2. 70m x 1.60m x 0.34m 

J -91 

周溝

（同一遺構） • J -96 主軸 N-13°-E 

掘り方段階で上端0.2m、下端O.lm前後で検

出した。 覆土 暗褐色土層で淡色黒ボク土ブロックを含む。 床面 ローム面まで掘り込んで、その

まま踏みかためるように床面にしている。 炉 次年度調査で検出

式期の土器を多量に検出した。石核をはじめツール数点も検出した。

(J -91) 

所見

遺物 加曽利E2~4

調査区を分割しての調査で

あるため、遺構全体の3分の 1ほどの検出にとどまった。東側は後の調査によりJ-91を検出した。詳細は

J -91を参照されたい。
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第33図

J -51 

位置

規模

（第34図 P L 8) 

X=920~925 Y=-990~995 重複

J -44 

3.12m x 3.05m X0.16m 覆土

なし 主軸

I ーー

N-26° -W  形状

0 1:60 lm 
| | | 

不整形

やや粘質のある褐灰色土とローム土の混じる灰黄褐色土であっ

た。 床面 ローム面まで掘り込み、そのま ま床面としている。 炉 加曽利EIII式期の深鉢の上半を

埋甕炉として転用している。規模は、 0.42mx 0.42m x 0.17mである。 遺物 勝坂式期から加曽利E

N式期までの土器片を検出した。中心は、 E3式期の土器である。また、炉周辺からは、打製石斧や剥片な

どの石器も出土した。 所見 表土から浅く現状が畑であったことから攪乱を多分に受けていると考えら

れる。そのため残りはあまりよくなく遺構の形状もはっきりしないが、隅丸方形ないし楕円形を呈していた

と考えられる。またJ-52は、覆土が同様でやや近接していることから同一遺構という可能性もある。
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第34図J-51 

J-65（第35図 PL8) 

位置 X=970~975 Y=-996~001 重複なし 主軸 N-T-W 形状 不整円形

規模 4.45m X4.28m X0.45m 覆土 遺構の確認面から掘り方までの残りが非常に浅く、根などの攪

乱も多分に受けていることからあまりはっきりしない。淡色黒ボク土の混じった暗褐色土が部分的に残って

いた。 床面 ローム漸移層まで掘られていて床面と考えられるがはっきりしない。やや中央部方向に傾

斜する。 炉 加曽利E3式期の深鉢上半を転用した埋甕炉で、規模は0.75mX0.63m X0.24mである。

覆土には、焼土粒や炭化粒、炭化ブロックが多量に含まれていた。 遺物 勝坂、阿玉台式期から加曽利

E式期までの土器片を検出した。中心は、加曽利Em式期のものである。曽利式期の土器片も少量出土した。

黒曜石の石核、打製石斧、石鏃、スクレイパー、磨石も検出した。 所見 加曽利E3式期の住居である

と思われる。表土から浅く、現状が住宅であったことから攪乱を多分に受けている。南東部もコンクリート

の基礎によって壊されていたため残りはあまりよくない。

J -66 （第36図 PL8) 

位置 X=962~968 Y=-992~998 重複J-83 主軸 N-0゚ 形状楕円形

規模 5.82m x 5.35m x -m 覆土 遺構確認面から掘り方の残りが悪く覆土の残りも悪かった。部分

的に残っている覆土は、ローム土、黒褐色土を含む暗褐色土であった。 床面 ローム漸移層まで掘り下

げて、そのまま床面としている。炉の周辺は、やや踏みかためられたような堅い部分がまばらに残っていた。

しかし全体としては、残りが悪く不明瞭である。 炉 住居のほぽ中央に位置している。加曽利Eill式期

の深鉢の胴部を埋設して埋甕炉として使用していた。規模は、 0.72m x 0.58m x 0.24mの掘り方である。

炉の覆土からは、あまり炭化物や焼土はみられなかった。 遺物 炉のすぐ南東部で加曽利E3式期の埋

設土器を検出した。底部を欠損している。その他に勝坂式期から堀之内式期の土器片を検出した。中期後葉

の土製円盤も出土した。また、石鏃や石錐などの石器、黒曜石の剥片も数点出土した。 所見 残りが悪

く、はっきりしたことは分からないものの埋設土器から加曽利E3式期から縄文中期後葉の住居と比定でき

る。遺物の出土位置を見ると炉の周辺と西側にやや多い。遺物からJ-83の住居の方が古いと考えられる。
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J-67（第37図

位置

規模

床面

P L8) 

X=957~963 Y=-000~007 

5.68m x 5.3m x -m 

ローム漸移層まで掘り下げて、

覆土

J -65 埋甕

1層暗褐色土

2層暗褐色士

3層褐色土

第35図

重複

．ぷ

0 1 :60 1 m 
| | | 

黒色土少量混入。

黒色士混入。炭化粒、焼士粒を含む。しまりあり。

焼土プロックを多最含む。しまり強い。

゜
1 : 30 lm 

J -65 

なし 主軸 N-22° -W  形状 楕円形

遺構確認面から掘り方の残りが悪く、覆土の残りも悪かった。

そのまま床面としている。ほぼ平坦である。炉の周辺で一部踏みかた

められたような床面が残っていた。しかし全体としては、残りは悪くはっきりしない。 炉 住居のほぼ

中央に円形状に石を組んだ炉を検出した。石組炉は川原石や安山岩を利用している。炉石の一部は多孔石が

転用されている。 遺物 加曽利E3~4式期の土器片を多量に検出した。多孔石や打製石斧も数点ずつ

検出した。 所見 縄文中期後葉の住居に比定できる。
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J-66 

II区 検出された遺構
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弱し‘。

黒色土、ロームプロ ックを少量含

む。しまりあり。

炭化粒を微量含む。しまり弱い。

炭化粒を少量含む。黒色土を少量

含む。しまりあり。

゜
1 :30 lm 

第36図 J -66 
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第37図 J -67 

J-68（第38図 PL 9) 

位置

規模

X=970~975 

mX0.18mほどである。

Y=-016~021 

3. 75m x 3.66m x 0.38m 

色土と炭化物が部分的に含まれる。

柱穴

重複 なし 主軸 N-54° -W  形状 円形

1基のみであるため柱穴かどうか不明である。

床面

炉の南東部にピットを検出した。大きさは、 0.36mX0.32 

ローム漸移層まで掘り下げて、

ぼ平坦である。炉の周辺は、踏みかためられたような堅い部分が残っていた。

覆土 暗褐色土であり、黒褐

そのまま床面としている。ほ

しかし全体としては、残りは

悪くはっきりしない。 炉 住居のほぼ中央に位置し部分的に石で囲まれた石組炉である。そのほとんど

の石は、安山岩系で石皿や多孔石の転用である。 遺物 勝坂、阿玉台式期から加曽利E4式期の土器を

多量に検出した。中心は、加曽利E3・4式期の土器である。住居西壁際からは、加曽利E4式期の条線文

の深鉢の上半部を伏せて埋設してある状態で検出した。また浅鉢形のミニチュア土器も検出した。多孔石や

石皿の他に打製石斧や磨石など多くの石器や礫も出土した。

と比定できる。

所見 縄文中期後葉の加曽利E4式期の住居
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第3節 検出された住居跡

J-72（第39図 PL10) 

位置 X=954~959 Y=-014~019 重複なし 形状円形

m 覆土 表土から浅く、根などの攪乱も多いため不明瞭であった。

規模 3.63m X3.56m X0.22 

床面 攪乱のためはっきりしな

いが、炉や大型礫の周辺で暗褐色土の床面を検出した。また、北西部壁際一部で河原石や安山岩系の石がい

くつか列状に検出された。礫がやや多くみられることもあり部分的に周礫を設けて敷石住居状にしていた可

能性もある。 炉 安山岩系のやや細長い石を長方形状に組んだ石組み炉である。その石のうち 3つを多

孔石、 1つを台石として利用している。規模は、 0.60mx0.50m X0.05mほどである。根の攪乱などによ

り炉の覆土の残りはあまりよくない。 遺物 加曽利E4式期の両耳壺や同時期の土器片を検出した。炉

の周辺には、台石、多孔石が置かれている。他に石皿の一部や打製石斧などの石器も少量出土した。

所見 縄文中期後葉の加曽利EN式期の住居と比定できる。
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0 1:60 lm 
| I I 

J-75（第40図 PL10) 

位置 X=950~954 Y=-979~984 重複なし 形状不明 規模 5.08mx (3.40m) X0.05 

m 柱穴 炉の北側に柱穴らしいピットを 3つ検出した。残りがあまりよくないためはっきりしないが、

攪乱で壊されている南側に対で存在する可能性もある。 周礫 北東部及び北西部に列状に礫が検出され

た。攪乱で大部分は失われたと考えられるが住居の壁からやや内側に敷かれた周礫か敷石の一部と考えられ

る。 覆土 表土から浅く残りはよくない。遺構の範囲も明確ではない。 床面南側は、攪乱で残っ

ていないが、炉の北側を中心に暗褐色土でローム粒の混じった踏みかためられた床面を検出した。

炉 南側半分を攪乱で壊されているものの北側の残りは良好である。川原石や安山岩系の礫を長方形に組ん

だ石囲い炉である。炉石の一部は、多孔石として利用している。脇からは、磨石の出土もあった。覆土は、

にぶい黄褐色土と黄褐色土で炭化物や焼土粒も含まれていた。 遺物 加曽利E3・4式期の土器を検出

した。炉のすぐ北東脇からは、礫を敷き詰めた部分を検出した。台石などが並べられていることから調理場
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第3章 II区 検出された遺構

として使用したスペースであることが考えられる。 所見 縄文中期後葉の住居に比定できる。
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第40図 J -75 

J-83（第41図 P Lll) 

位置 X=963~967 重複

XO.llm 柱穴

Y=-994~999 J -66 形状

炉の北東部に 1基柱穴の可能性のあるピットを検出した。径約0.3m強で深さ0.1m弱

であった。柱穴としては、やや浅く 1基のみであるため断定しづらい。

不整円形

覆土

規模 4.2m X3.35m 

遺構確認面から掘り方の

残りが悪く覆土の残りも悪かった。一部残っていた覆土は、 ローム土、黒褐色土を含む暗褐色土であった。

床面 ローム漸移層まで掘り下げて、そのまま床面としている。炉の周辺は、やや踏みかためられたような

堅い部分がまばらに残っていた。 しかし全体としては、残りは悪くはっきりしない。 炉 住居の範囲も

はっきりしないものの、ほぽ住居中央に床面をややレンズ状に下げた地床炉として検出した。大きさは0.9m

X0.65mの楕円形を呈している。覆土の残りはあまりよくないものの炭化物や焼土粒を少量含み、使用面

と思われるやや焼き締まった底面も見られ炉と判断した。 遺物 縄文前期末から中期後葉の加曽利E式

期の土器片を検出した。石核、石鏃、不定形石器や剥片も少量出土した。 所見 J -66の住居と重複す

るが、覆土の残りは悪く、遺構範囲もはっきりしない。新旧関係は、

J -83は、縄文中期前葉から中葉の住居と比定できる。

出土遺物からJ-66の方が新しく、

J-86（第41図 PL 12) 

位置

規模

X=960~965 Y=-986~990 

4.00m x 3.80m x -m 柱穴

重複 なし 形状 柱穴の配置から円形と推定される。

ピットを11基検出した。位置的に壁際に巡る形で主柱穴が存在し

たものと考えられる。柱穴としてやや小さいものは補助柱穴と思われる。

50 



第3節 検出された住居跡

覆土 削平され不明である。 床面 大きめの土器片を集中して検出した周辺では、やや床らしい堅いロ

ーム粒の混じった暗褐色土を検出したが範囲が狭く不明瞭である。 炉 検出できなかった。浅い地床炉

が削られてしまった可能性もある。 遺物 加曽利E3~4式期の土器を検出した。スクレイパーも 1点

出土した。 所見 加曽利E4式期の遺構である。ただ竪穴式の住居跡かどうかは、断定しづらい。炉の

検出がなかったことや遺物がやや少ないこと、 さらに周りの同時期の住居と柱穴等の本数や位置が違い造り

が異質にも感じられることなどから、円形の掘立柱建物跡的な遺構の可能性もある。
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第3章

J -91 

位置

規模

II区 検出された遺構

（第42• 43図

X=915~920 

PL 11) 

Y=-986~989 

3.42m X2.35m x0.23m 柱穴

重複 J -44（同一遺構） •J -96 形状 楕円形

径0.3~0.4mのピットを4基検出した。形状や大きさから柱

穴と判断できる。 周溝

周溝を検出できなかった。

前年度調査の西側(J-44) 

覆土

では、周溝を検出したが東側では、はっきりした

暗褐色土で淡色黒ボク土ブロックを含む。 床面 ローム漸移層ま

で掘り込んで、そのまま踏みかためるように床面にしている。 炉 検出した炉は、規模0.7mX0.65m 

X0.2mの石組みの埋甕炉である。深鉢の胴部を利用し、 その周りに円形に礫を配置している。台石や敲石

なども混入していた。覆土からは多量の焼土粒や炭化物を検出した。また、炉の平面図、断面図から判断す

ると炉は作り替えられている。もともと現炉のすぐ北東側にあり、その後現位置に再構築されたものと考え

られる。 遺物 埋甕炉として使われていた深鉢の胴部は、加曽利E3式期の土器である。加曽利E3~

4式期の土器片を多量に検出した。台石や磨石の他に不定形石器や石鏃などを検出した。 所見 縄文中

期後葉の加曽利E4式期の住居と比定できる。前年度調査のJ-44と同一住居と考えられる。

は柱穴を検出することができなかったものの壁の周りを巡るものと思われる。

J -44から

J-92（第43図 PL 12) 

位置 X=919~925 Y=-984~989 重複 J -95 形状 楕円形 規模 4.78mX4.50mx 

0.32m 柱穴 ピットを数基検出したものの形状や掘り方などから柱穴と特定できるものはなかった。

覆土 暗褐色土で淡色黒ボク土ブロックを含む。 床面 ローム面まで掘り込んで、そのまま踏みかため

るように床面にしている。根の攪乱などにより残存状況は良くない。また、炉の北側で2基の土坑状の掘り

込みを検出した。住居に伴うものかどうか不明である。 炉 攪乱により礫が移動されてはいるものの、

石囲いの埋甕炉であったと考えられる。規模は、 1.12m x0.96m x 0.14mである。炉の覆土からは炭化物

や焼土粒はあまりみられなかった。 遺物 阿玉台式期から加曽利E4式期の土器片を検出した。中心は、

加曽利E3・4式期の土器である。石鏃4点、楔形石器4点、磨石、多孔石なども出土している。

所見

J-91 

縄文中期後葉の住居と比定できる。
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第3節 検出された住居跡
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第3章 II区 検出された遺構

J-93（第44.45図

位置

m 

X=916~921 

柱穴

PL 13) 

Y=-977~982 重複 なし 形状 楕円形 規模

炉の周辺から 5基の柱穴と思われるピットを検出した。南側の小土坑、

4.25m X4.2m x 0. 7 

ピットの重なりは、柱

穴を付け替えた跡の可能性もある。柱穴の規模は、径0.3~0.4mで深さ0.4mほどであった。 覆土 暗

褐色土でローム土、 白色軽石や淡色黒ボク土を含む。 床面 ローム面まで掘り込んで、そのまま踏みか

ためるように床面にしている。 炉 加曽利EIII式期の深鉢の上半を利用して埋甕炉としている。掘り方

の径は約0.8mで深さは約0.2mほどである。

クレイパーや石錐、石鏃などの石器も出土した。

遺物 加曽利E3・4式期の土器片を多量に検出した。ス

所見 縄文中期後葉の住居と比定できる。

J-98（第46• 47図

位置 X=929~934 

PL 14) 

Y=-979~985 重複 なし 形状 楕円形 規模 5.0m X4.22m x 

0.45m 柱穴 壁際から 3基のピットを検出している。覆土や形状から柱穴と断定できないものもある。

覆土 表土から浅く現代耕作により覆土ははっきりしない。

まま踏みかためるように床面にしているが不明瞭である。

床面 ローム漸移層まで掘り込んで、その

炉 住居のやや南東部よりの位置に埋甕炉と

して検出した。炉の掘り方は、やや広めで北西に長い同一の覆土で土層の切り合い関係がはっきりしないも

のの、作り変えられている可能性もある。 遺物 加曽利E3・4式期の土器を多量に検出した。埋甕炉

として利用されていたのは、加曽利E4式期の深鉢である。また、その南東部の埋甕も同時期の深鉢である。

石鏃、磨石、多孔石などの石器も出土した。 所見 縄文中期後葉の住居に比定できる。
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第3章

J -98 

II区 検出された遺構
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第3節検出された住居跡
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第3章 II区検出された遺構

第4節 検出された土坑•その他の遺構

J-9 （遺物集中箇所 ・第48図 PL 15) 

位置 X=943~945 Y=-997~998 重複なし 主軸 N-30°-W  形状楕円形

規模 0.60m X0.28m x -m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片や多孔石、礫を検出した。

所見 遺構としての掘り方ははっきりしないものの、遺物の出土範囲から形状 ・規模を記載した。

J -10（遺物集中箇所・第48図 PL 15) 

位置 X=943 Y=-994~995 重複なし 主軸 N-90゚ 形状楕円形

規模 0.56m x 0.24m X -m 遺物 加曽利E3~4式期の土器や多孔石などの石器や礫を検出した。

所見 遺構としての掘り方は、はっきりしないものの、遺物の出上範囲から形状・規模として記載した。石

器の出土状況から、作業場としての機能が考えられる。

J -21 （遺物集中箇所・第48図 PL 17) 

位置 X=940~942 Y =-998~000 重複 J -17 主軸 N-10° -W  形状楕円形

規模 1.40m X0.50m x -m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片や多孔石を検出した。

所見 J -17の上から検出した。遺物集中箇所でほぽ中程に多孔石を据えてある状態で検出した。掘り込

みは、はっきりしない。全体のプランもはっきりしない。
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第4節 検出された土坑•その他の遺構

J - 1 （埋甕・第49図 PL 15) 

位置 X=934 Y = -996 重複J-15 主軸 N-70°-E 形状円形 規模 0.42mX 

0.35m X0.34m 遺物 埋甕土器は、加曽利E4式期の土器で下半を検出した。周りからも加曽利E式

期の上器片を多量に検出した。また、磨石、多孔石、凹石、石錐、石鏃や打製石斧も出土している。

所見 縄文中期後葉の遺構である。埋甕の周りからはいくつかの礫を検出した。そのうち 2個については、

甕を固定するように据え付けられている。もともと石組みの埋甕になっていた可能性もある。また、 J -

15の埋甕と併設されたものと考えてほぼ間違いない。連結の炉ないし貯蔵用等の埋設土器で住居内施設の

一部とも考えられる。

J -15 （埋甕・第49図 PL 16) 

位置 X=934 Y = -996 重複J-1 主軸 N-70°-E 形状円形 規模 0.53mX 

0.45m x 0.32m 遺物 加曽利E4式期の深鉢の口緑から胴部を埋甕として利用している。その他にも

同時期の土器片を検出した。 所見 縄文中期後葉の遺構である。深鉢の胴部を利用して埋甕にしている。

掘り方と埋甕との間には、同時期の深鉢の胴部片が二重三重に差し込まれている部分もあった。日縁部は、

埋甕の底に重ねるように敷いている。 J-1の埋甕と併設すると考えられ、住居内施設で炉の可能性もあり

得る。

J -3 （埋甕・第49図 PL 15) 

位置 X=938 Y = -991 重複J-43 主軸 N-90゚ 形状円形 規模 0.4mX0.36m

X0.29m 遺物 加曽利E4式期の両耳壺、礫、石鏃や剥片数点を検出した。 所見 縄文中期後葉

の埋設土器であり、すぐ東側にある石も併設されていた礫の一部の可能性もある。土器内の埋土から焼土な

どは検出されていない。住居内の炉、貯蔵用の埋甕ないし胎衣壺などの可能性もある。 J-43との新旧関

係は、不明である。
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第3章 II区検出された遺構

J-4 （土坑•第50図 PL 15) 

位置 X=947~948 Y =-988~989 重複なし 主軸 N-0゚ 形状不整円形

規模 0.25m x 0.15m x 0.08m 遺物 阿玉台式期から加曽利E2式期までの土器片を多量に検出し

た。石鏃も 1点出土した。 所見 土器片の集中箇所であったが、住居や土坑としての掘り込みは不明で

あった。縄文中期前葉から中葉にかけての遺構と考えられる。集中箇所の土器片が口縁部で直立しているこ

とから加曽利E1式期の埋甕との推測もできる。また土器片の時期にも差があることから、窪地に設けられ

た土器捨て場のような場所であった可能性もある。

J-6 （土坑•第50図 PL 15) 

位置 X=939 Y = -006 重複なし 主軸 N-0゚ 形状円形 規模 0.46mX0.40m 

X0.22m 遺物 加曽利E4式期の深鉢の上半と EIII~N式期の土器片を少量検出した。 所見 縄

文中期後葉の埋甕土器と考えられる。下半がないことと覆土に焼土を含んでいたことから炉として使われて

いた可能性も考えられる。

J-11 （遺物集中箇所・第51図 PL 16) 

位置 X=944~945 Y=-001~002 重複なし 主軸 N-130°-E 形状楕円形

規模 0.42m x 0.34m x -m 遺物 加曽利E4式期の深鉢を横置きで上からつぶされたような状態で

検出した。口緑を欠損しているものの頸部から底部まで存在した。その他に同時期の土器片などを少量検出

した。 所見 遺構としての掘り方はみられない。深鉢の出土状況と合わせて考えると、埋甕土器の可能

性は低いように思える。住居内か竪穴状遺構に置かれていたものが倒れて埋土により割れたか、口縁部を欠

損して破棄された可能性が考えられる。

J -12 （土坑・第51図 PL 16) 

位置 X=944~946 Y = -000~001 重複なし 主軸 N-50°-E 形状楕円形

規模 0.75mX0.40mX-m 遺物 加曽利E4式期の双耳になる橋状把手のつく深鉢のほぼ完形品を

横位の状態で検出した。北東部からは大きな川原石も見つかっている。 所見 縄文中期後葉の遺構と比

定できる。川原石は、焼けた跡などははっきりしないが、据え付けられたように置かれていることから住居

ないし、祭祀施設などに持ち込まれた礫とも考えられる。甕周辺の掘り方は、確認が困難で遺構範囲も不明

瞭である。
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第51図 J-11・12 

J -13 （埋甕•第52図 PL 16) 

位置 X=946~948 Y = -996~998 重複なし 主軸 N-70° -E 形状不整楕円形

規模 0.53m x0.42m x 0.14m 遺物 加曽利E3式期の深鉢の上半を埋設された状態で検出した。土

器埋土中より勝坂式期から加曽利E4式期までの上器小片を数点検出した。黒曜石の石器、剥片も出土した。

所見 掘り方はローム漸移層まで掘り、上半の深鉢を据え付けている。縄文中期後葉の遺構に比定できる。

J -16（埋甕・第52図 PL 16) 

位置 X=927~928 Y=-989~990 重複なし 主軸 N-5°-E 形状円形

規模 0.39m x 0.39m x 0.20m 遺物 加曽利E3式期の深鉢の上半を埋設してある状態で検出した。

周辺から同時期の土器片を多量に検出した。石鏃や不定形石器なども出土した。 所見 縄文中期後葉の

遺構と比定できる。埋甕の覆土は、にぶい褐色土で炭化物と焼土粒を含む。炉として使われた可能性もある。

J -18 （埋甕•第52図 PL 16) 

位置 X=943 Y = -995~996 重複なし 主軸 N-40° -W  形状不整円形

規模 0.4m x 0.4m x 0.25m 遺物 埋設されていたのは、加曽利E4式期の橋状把手を対にもつ両耳

壺で周りには加曽利E式期の土器片も出土した。 所見 埋甕の周りの土器形式及び出土レベルはJ-

8 • 9 • 10とほぽ同じことから住居や祭祀に関わる同一遺構である可能性も考えられる。

J -16 

皐
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L=87. 70m―‘←-
＝ 

＼ア→

-1:L. ．ぷ
L=87. 70m~ 

A A' 

L=87云→よ」-― J -16 

1層 にぶい褐色土炭化物、焼土粒を少量含む。

0 1 :30 lm 

第52図J-13 • 16 • 18 
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J -19 （土坑•第53図 PL 16) 

位置 X=937~940 Y= -991~995 重複なし 主軸 N-47° -W  形状長方形

規模 2.32m x 1.66m X0.25m 遺物 埋甕は、加曽利E4式期の深鉢の胴部である。その他にも同時

期の土器片を検出した。石器も数点出土した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。埋設土器は、

加曽利E4式期の土器の胴部を平らに打ち欠き据えられたものである。底部がなく埋土から焼土粒や炭化物

を検出していることから炉の可能性が高い。すぐ南東部の土器も加曽利E4式期の土器である。覆土も先と

同様であることからもともと併設して据えられていたものとも考えられるが、埋設土器のレベルよりやや高

い。そのため炉際に貯蔵用などとしておかれていた深鉢が倒れてつぶれたものとも考えられる。

J -22 （埋甕•第53図 PL 17) 

位置 X=927~929 Y=-990~991 重複なし 主軸 N-0° 形状円形

規模 0.25m X0.24m X0. l 7m 遺物 加曽利E3式期の深鉢の胴部を平らに欠き埋設している。周り

から E3~4式期の土器片や石器も少量出土した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。埋設土器

の埋土から焼土粒、炭化物を検出したことから炉の可能性もある。J-16の埋甕との関連も考えられるが不

明である。

J -42 （埋甕•第53図 PL 17) 

位置 X=936~937 Y=-984~985 重複なし 主軸 N-40'-W 形状円形

規模 0.26m X0.18m X0.16m 遺物 加曽利E3式期の土器片を検出した。 所見 縄文中期後

葉の遺構と比定できる。掘り込みは、確認できなかった。
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J-64（埋甕・第54図 PL 18) 

位置 X=938~939 Y =-992~993 重複なし 主軸 N-0゚ 形状不整形

規模 1.82m x 1.30m x 0.28m 遺物 加曽利E3式期の深鉢の下半と磨石 l点を検出した。埋甕の覆

土からは特に遺物の検出はみられなかった。

J -94 （埋甕 • 第54図 P L20) 

位置 X=918~920 Y=-985~987 重複なし 主軸 N-60'-W 形状円形

規模 0.90m x 0.84m X0.19m 遺物 加曽利E3式期の深鉢の上半を利用して埋設している。

J -64 J -94 

A-・ ・-A' 

J -64 

1層 暗褐色上炭化物を少量含む。

2層 暗褐色士 ローム士を含む。

3層 暗褐色土黒褐色土をやや多

龍、炭化物を含む。

4層 暗褐色士黒褐色土を多量含

む。
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1層暗褐色士黒色土を少董含む。

2層 暗褐色土 黒色土、ロームブロック、ローム土を少量含む。

゜
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第54図J-64 • 94 

J -7 （土坑•第55図 PL 15) 

位置 X=942~944 Y=-005~007 重複なし 主軸 N-35°-E 形状楕円形

規模 1.83m x 1.71 m X0.45m 遺物 勝坂式期から加曽利E4式期までの土器を多量に検出した。

所見 土器片が多量に出土することや各レベルからある程度均等に出土することから、縄文時代中期後葉の

土器捨て用の土坑の可能性も考えられる。上層には、少量の炭化物が含まれていた。

J-8 （遺物集中箇所・第55図 PL 15) 

位置 X=941~944 Y = -996~998 重複なし 主軸 N-30°-W 形状楕円形

規模 2.20mX1.70mX-m 遺物 勝坂、阿玉台式期から加曽利E4式期までの土器片を多く検出し

た。中心は、加曽利E3・4式期のものである。磨石、凹石、スクレイパーなど石器も出土した。 所見

上器片や礫を集中して検出した。掘り方は、確認できなかったが、遺物の範囲を形状・規模として記載した。

J -9 • 10の礫と出土レベルがほぼ同位で土器片も加曽利E3・4式期であることから同一住居の一部と

も考えられる。 J-18の埋甕も加曽利E4式期のものであるため同一遺構の一部の可能性もある。

J -14 （土坑•第56図 ）

位置 X=949~951 Y=-998~000 重複なし 主軸 N-15°-E 形状楕円形

規模 0.98m X0.90m X0.20m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片を多量に検出した。石器剥片も数

点出土した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。
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J -35 （土坑•第56 図）

位置 X=949~951 Y = -997~999 重複なし 主軸 N-50° -E 形状楕円形

規模 0. 61 m X O.48 m X O. 31 m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出 した。石錐も 1点出土した。

所見 縄文中期の遺構と比定できる。

J -17 （土坑•第56図 PL 16) 

位置 X=940~943 Y=-997~001 重複 J -21 主軸 N-50° -W 形状楕円形

規模 2.31 m x 2.04m X0.62m 遺物 勝坂式期から加曽利E式期までの土器片を多量に検出した。石

器も数点出土した。

いる。
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J -20 （土坑•第57 図）

位置 X=941~942 Y=-995 重複なし 主軸 N-20°-W 形状楕円形

規模 0.42m x 0.35m x 0.21 m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。 所見 形状・規模

から縄文土器中期後葉の柱穴の可能性が高いが不明である。
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第57図J-20 

J -23 （土坑•第58図 PL 17) 

位置 X=926~928 Y=-988~990 重複 J -56 • 62 主軸 N-60° -E 形状不整円

形 規模 0.68mx 0.46m x 0.18m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。 所見 J -

56 • 62より新しい縄文中期後葉の遺構と比定できる。

J -25 （土坑•第58図 PL 17) 

位置 X=926~927 Y=-989~991 重複 J -56 主軸 N-90゚ 形状楕円形

規模 0.66m x 0.56m X0.22m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片を検出した。石鏃も 1点出土した。

所見 J -56の土坑よりも新しい縄文中期後葉の遺構である。

J -56 （土坑•第58図 PL 17) 

位置 X=925~927 Y=-988~991 重複 J -23 • 25 • 62 主軸 N-60°-E 

形状 円形 規模 1.35m x 1.35m x 0.80m 遺物加曽利E3~4式期の深鉢片、器台片などを検

出した。石器も 2点出土した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。ローム面までしっかり掘り抜

き、深さもある。壁も地平面にほぽ垂直でしっかりしている。覆土の層位もはっきりしていて人為的に埋め

戻している。堅果類の出土はないものの、中心部の掘り込みは、円筒形になり貯蔵穴と考えられる。J-62 

よりも新しい。

J -62 （土坑•第58図 PL 17) 

位置 X=925~928 Y = -988~990 重複 J -23 • 56 主軸 N-24° -W 形状不整楕

円形 規模 1.90mx 0.50m x 0.38m 

J -99 （土坑 • 第58 図）

位置 X=926~928 Y=-987~989 重複なし 主軸 N-90゚ 形状楕円形

規模 0.55m x 0.48m x 0.21 m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。

65 



第3章 II区 検出された遺構

，
 
c
 一□

、‘、̂
9
ー1
'
ー
／
ー
ー
ー
ソ

¥

‘

‘

ー

、

＼
＼
＼
＼
ー
ー
／

／

，
 
9

g
 

．
 

2
 
6
 
・
 
6
 
5
 
・
 
5
 
2
 ．
 

3
 
2
 

J
 "a

 

'4/ 

[
、
一

u
o
c
.
L
8
1
1
1
 

g
 

g 
A'C  C' 

LJ=8□文ジペジ―― L=87~＼／―
1層 灰黄褐色士 ローム焼士、にぶい黄橙ロームブロックを少量含む。

第58図 J-23 • 25 • 56 • 62 • 99 

J -24 （土坑 • 第59 図）

位置 X=930~932 Y= -992~994 重複なし 主軸 N-40°-W 形状不整楕円形

規模 1.45m x 1.10m X0.23m 遺物 加曽利E式期の土器片を検出した。石器も少量出土した。

所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。

J -56 

1層暗灰黄色士 焼士。

2層 にぶい黄色土 ローム土。

3層黄褐色土 ローム士。

4層黒褐色士 焼士を含む。

゜
1.40 lm 

J -26 （土坑•第59図）

位置 X=931~932 Y=-990~992 重複 J -48 主軸 N-30°-W 形状 楕円形

規模 0.75m X0.54m X0.27m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片及び石鏃、石錐などの石器も数点

出土した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。 J-48との新旧関係は不明である。

J -27 （土坑•第59図）

位置 X=930~931 Y = -990~932 重複なし 主軸 N-64°-W 形状楕円形

規模 0.84m X0.35m x 0.22m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片を少量検出した。石棒も 1点出土

した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。

J -28 （土坑•第59 図）

位置 X=930~931 Y=-991~993 重複なし 主軸 N-20'-E 形状楕円形

規模 0.85m X0.70m X0.32m 遺物 加曽利E3式期の土器片を少量検出した。 所見 J -29と

隣接する。切り合い関係はみられず、覆土もほぼ同様で、縄文中期後葉の土坑と比定できる。

J -29 （土坑 • 第59 図）

位置 X=930~931 Y=-991~992 重複なし 主軸 N-1s・-w 形状 楕円形

規模 0.70mX0.40mX-m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片を少量検出した。 所見 縄文中

期後葉の遺構に比定できる。
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J -30 （土坑•第59図）

位置 X=930~932 Y = -991~993 重複なし 主軸 N-90゚ 形状楕円形

規模 0.75m X0.48m X0.22m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。 所見 縄文中期後

葉の遺構と比定できる。

J -48 （埋甕•第59 図）

位置 X=930~932 Y = -991~992 重複 J -26 

m 遺物 加曽利E4式期の深鉢の口縁部片を検出した。

形状円形 規模 0.28mX0.28m x -

所見 土器片の残りが悪 く、 片側口緑のみ

であるため埋甕と断定することはできない。浅い小土坑の底に土器片が入り込んで埋設した可能性もある。
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1層 褐色土 ローム焼土。下層にロームブロック、にぶい黄橙ロームブロックを少量含む。
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J -31 （土坑•第60 図）

位置 X=931~933 Y=-992~994 重複J-5 主軸 N-90゚ 形状円形

規模 0.70m X0.66m x -m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量、同時期の信州系の帯縄文の土器片

も含む。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。

J -33 （土坑•第60図 PL 17) 

位置 X=946~948 Y = -984~987 重複なし 主軸 N-35°-E 形状 不整円形

規模 1.68m x 1.60m X0.71 m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片を検出した。石器の剥片も少量出

土した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。ローム土層まで深く掘り抜いている。土坑下半は円

形で、壁面をほぽ垂直に掘っている。底面は踏みかためられたような黒褐色土が平らに貼り付けられた様に

なっていた。遺物は出土していないが、形状と大きさから貯蔵穴ないし墓坑の可能性が考えられる。そして

土坑上半は断面がレンズ状に広がっていることから、後にもう一度掘り直され、土坑として再利用された可

能性もある。
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J -33 
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L=87 20m 

ぷ
J -33 

1層黄褐色士

2層黄褐色土

3層 にぶい黄橙色土

4層 黒褐色土

ローム焼土、炭化物を少量含む。

ローム焼士、炭化物を少墓含む。

ローム焼土。

粘質土。しまりあり。

゜
1 :40 lm 

第60図J-31 • 33 

J -34 （土坑 • 第6 1 図 ）

位置 X=950~952 Y=-995~997 重複なし 主軸 N-23°-E 形状不整円形

規模 1.30m x 1.03m x 0.23m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。 所見 縄文中期後

葉の遺構と比定できる。

J -36 （土坑 • 第6 1 図 ）

位置 X=949~951 Y=-994~996 重複 J -37 主軸 N-65°-E 形状不整楕円形

規模 1.34m x 1.08m x 0.16m 遺物 加曽利E式期の土器片を多数検出した。 所見 縄文中期後

葉の遺構と比定できる。重複遺構との新旧関係は、J-37の方が新しい。

J -37 （土坑•第61 図）

位置 X=950 Y=-995 重複J-36 主軸 N-0゚ 形状 楕円形 規模 0.38mX 

0.27m X0.44m 遺物 加曽利E式期の土器片、土製円盤を少量検出した。 所見 縄文中期後葉の遺

構と比定できる。J-36が埋没してから掘削された遺構である。

J -38 （土坑•第6 1 図 ）

位置 X=951~952 Y=-996~997 重複なし 主軸 N-90゚ 形状円形

規模 0.36m X0.36m x 0.18m 遺物 縄文土器片、土製円盤を少量検出した。

J -39 （土坑 • 第6 1 図 PL 17) 

位置 X=949~951 Y=-987~990 重複なし 主軸 N-70°-W 形状不整楕円形

規模 2.06m x 1.30m X0.33m 遺物 双耳の環状把手をもつ加曽利E4式期の深鉢のほぼ完形品をは

じめ、阿玉台式期から加曽利E4式期までの土器片を検出した。打製石斧 l点等の石器も数点出土した。

所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。また、形状や大きさ、遺物などから墓坑の可能性も考えられる。
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第4節 検出さ れた土坑• そ の他の遺構

J -34 • 36~38 
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1層 にぶい黄褐色土 ローム焼土。

2層 にぶい黄橙色士 ローム焼士。

上．
L=87. 60m 下

．_£_'._ J -34 • 36~38 

1層 にぶい黄褐色土ローム土。

2層 にぶい黄橙色土 ローム土。

゜
1 :40 lm 

第61図 J-34 • 36~39 

J -40 （土坑• 第62図 PL 17) 

位置 X=933~935 Y=-982~984 重複なし 主軸 N-7°-W 形状 楕円形

規模 l.12mX0.8lmX0.18m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。

J -47 （土坑•第62図 PL 17) 

位置 X=933~935 Y=-982~984 重複なし 主軸 N-80°-W  形状 不整円形

規模 1.12m x 1.12m X0.3m 遺物 加曽利E式期の小土器片を少量検出 した。スクレイパー1点の出

土もあった。
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第3章

J -41 

位置

規模

位置

規模

II区 検出された遺構

（土坑•第63図）

X=939~941 

J -43 （土坑•第63図

X=938~940 

Y=-982~984 

1.60m x 0.87m x 0.51 m 

1.44m x 1.06m x 0.32m 

遺物

PL 17) 

Y= -989~992 

遺物

重複 なし

縄文土器の小片を少量検出した。

重複 J-3 

主軸 N -5l° -E 

主軸 N-50° -E 

形状

形状

加曽利E3~4式期の土器片を少量検出した。

楕円形

楕円形

所見 縄文

中期後葉の遺構と比定できる。J-3との新旧関係は、はっきりしない。

J -45 （土坑•第64 図）

位置

規模

X=930~934 Y=-995~997 

2.46m x 1.42m X0.32m 遺物

重複 なし 主軸 N -2 ° -E 形状 不整楕円形

勝坂、阿玉台式期から加曽利E3式期までの土器を多量に検出

した。打製石斧や石鏃など数点の石器も出土した。 所見 縄文中期後葉の土坑と比定できる。規模や周

りに墓坑の可能性のある土坑がいくつかまとまることから墓坑の可能性もある。

J -46 （土坑•第64 図）

位置

規模

X=930~932 

1.2m x 1.18m X0.20m 

J -50 （土坑•第64図

位置

規模

X=932~934 

Y= -002~004 

1.08m x 0.91 m x 0.44m 

遺物

PL 18) 

Y=-988~990 

遺物
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．
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ロームブロック。

ローム焼士。

焼土。

ロームプロック。

焼土にロームブロックを含む。

焼土。

焼土に黒色粘焼土を含む。

重複

加曽利E式期の土器片を少量検出した。

重複

4 
L=87. 50m 
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N-0° 形状

N-20° -W  

J -43 

1層 褐灰色土
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形状 楕円形

加曽利E式期の土器片を少量検出した。
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第4節

J -52 （土坑•第64図）

位置

規模

X=922~924 Y=-994~995 

0.66m X0.61 m X0.14m 遺物

重複 なし 主軸 N-0° 

検出された土坑•その他の遺構

形状

加曽利E3式期の土器片を少量検出した。

不整円形

所見 覆土が隣

りあうJ-51（住居）と同様であったことから同一の遺構の可能性もある。

J -45 J-46 

A--• 

A- ・ 

J -46 

1層暗灰黄色士

A 
L=87. 50m 

．ぷ

J -50 

J -45 

1層 褐灰色士

2層灰黄褐色土

焼土。

ローム焼上。

- A' 
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ローム焼士。

· — A' 

|
|
l
、

‘

-

・-..._v 

J -52 

A- ・ 

A . 
L=87. 40m□ ．ぷ

A 
L=87. 40m 

← ＼芦＼

•£ J-52 
1層 褐灰色土

2層灰黄褐色士

第64図

J -53 （土坑•第65図

位置

規模

X=924~927 

PL 18) 

Y=-993~995 

焼土。

ローム焼土。

重複 なし

J -50 

1層 褐灰色土

2層褐灰色士

3層 褐灰色土

J -45 • 46 • 50 • 52 

2.11 m x 1.95m x 0.88m 遺物

主軸

焼土。粘性あり。

下層にロームブロックを多量含む。

ロームブロック を少鼠含む。

N-14°-W 

゜
1 :40 lm 

形状 不整円形

加曽利E4式期の深鉢の上半を2個体検出した。その他に加曽

利E3・4式期の土器片を多量に、石器を少量検出した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。土

坑の掘り方をみると段状に 3段になっている。覆土からは土坑の重複、新旧関係は、不明であった。遺物が

中段の覆土に多かったことから考えて 3つの土坑の重複と考えられる。最下段の土坑は貯蔵用の土坑で、中

段の土坑は周りの住居の同時期の土器捨て場的な土坑、最上段は、遺物が少ないこともあり貯蔵用の土坑と

いう可能性もある。
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第3章 II区 検出された遺構

J -54 （土坑•第65図 PL 18) 

位置 X=926~929 Y=-995~997 重複なし 主軸 N-80°-W 形状円形

規模 1.68m x 1.60m x 0. 76m 遺物 加曽利E式期の土器片を多量に検出した。中心は、加曽利E4

式期のものである。また、石鏃、磨石や楔形石器を 1点ずつ検出した。 所見 縄文中期後葉の加曽利E

4式期の土坑と比定できる。底近くのレベルから深鉢の大きな土器片を出土したことや周りに墓坑の可能性

のある土坑がいくつかまとまることから墓坑の可能性もある。

J -55 （土坑•第66図）

位置 X=931~932 Y=-997~998 重複なし 主軸 N-0° 形状円形

規模 0.65m x 0.65m x 0.14m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。

J -57 （土坑• 第66 図）

位置 X=923~925 Y=-997~999 重複なし 主軸 N-25°-E 形状楕円形

規模 l.20mX0.9mX-m 遺物 加曽利E式期の土器片を検出した。 所見 大きめの礫の周りか

ら土器片をやや集中的に検出した。丁寧に遺構の範囲を確認すべく掘削していったものの、表土から浅く遺

構の残りは非常に悪かった。そのため範囲を確定することもできなかった。また、炭化物や焼土粒などの出

土もあまりみられなかった。石組や石囲いなどの礫の連なりもみられなかった。そのため遺構の性質などに

ついてはっきりしない。
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J -58 （土坑•第66 図）

位置

規模

J -59 （土坑•第66図

位置

規模

後葉の土坑と比定できる。

J -60 （土坑•第66 図）

位置

規模

0.92m x 0.81 m X0.21 m 

J -61 

位置

規模

X=927~929 

X=928~930 

1.08m x 1.05m x 0.22m 

X=928~929 

Y=-996~998 

PL 18) 

Y=-989~991 

Y=-987~988 

0.65m x0.60m X0.23m 

葉の土坑に比定できる。

（土坑•第66図

X=928~930 

土坑に比定できる。
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第3章 II区検出された遺構

J -63 （土坑•第67 図）

位置 X=926~927 Y=-992~993 重複なし 主軸 N-90゚ 形状円形

規模 0.38m x 0.34m X0.08m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。

J -69 （埋甕•第67図 PL 18) 

位置 X=960~961 Y=-025~027 重複なし 主軸 N-78'-W 形状楕円形

規模 0.85m X0.52m X0.12m 遺物 加曽利E4式期の深鉢の下半を検出した。埋甕の覆土からは、

特別な遺物を検出することはできなかった。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。

J -70 （土坑•第67図 PL 18) 

位置 X=964~966 Y=-002~004 重複 J -79 主軸 N-3°-E 形状楕円形

規模 0.80m x 0.65m x -m 遺物 加曽利E3~4式期の土器片を検出した。 所見 縄文中期後

葉の遺構と比定できる。

J -71 （遺物集中箇所 ・第68図 PL 18) 

位置 X=955~958 Y=-000~002 重複なし 主軸 N-21°-W 形状楕円形

規模 2.18mXl.18mX-m 遺物 加曽利E3・4式期の土器片を検出した。川原石や安山岩系の礫

も数点出土した。台石として利用した石器も 1点出土した。 所見 縄文中期後葉の加曽利E4式期の遺

構と比定できる。大きめの礫も出土し、据え付けられていたような礫もみられることから配石等の遺構の一

部の可能性もある。

J -73 （土坑•第68図 PL 19) 

位置 X=978~983 Y = -018~022 重複なし 主軸 N_。゚ 形状円形
規模 3.82m x 3.58m X0.45m 遺物 勝坂、阿天台式期、加曽利E式期の土器片を少量検出した。黒

曜石の石核、多孔石、石錐、剥片それぞれl点ずつと石鏃2点も出土した。 所見 縄文中期後葉の遺構

と考えられる。大きさ的には、住居にも匹敵する大きさであるが、炉の検出はなかった。掘り方は、しっか

りしていてローム層上面まで掘り抜いていて、特に西側では、ほぼ垂直な掘り方を呈している。覆土からは、

多量の炭化物と焼土を検出している。北側には、径 lm前後の大きな掘り込みを検出した。
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第4節

J -74 （土坑•第69図

位置

規模

X=960~962 

l.15mX0.96mX0.14m 

出土した。

J-76（遺物集中箇所・第69憫

位置

規模

X=954~956 

PL 19) 

Y=-019~021 

Y=-978~980 

1.28m x 0.64m x 0.03m 

遺物

遺物

重複 なし 主軸

検出された土坑•その他の遺構

縄文中期の小土器片を少量検出した。磨石3点と多孔石 1点も

PL 19) 

重複 なし 主軸

N -0° 形状

N -50° -E 

楕円形

形状 楕円形

加曽利E式期の土器片を少量検出した。打製石斧と台石 1点ず

つも出土した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。遺構の範囲ははっきりしないものの、やや大

きめの礫がいくつかまとまって出土していることから住居ないし配石などの一部であった可能性もある。
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1層 暗褐色土

2層 暗褐色土

黒褐色土を少

量、炭化物、

焼士を多最含
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ロームブロッ

クを少量、炭

化物、焼土を

微量含む。
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第3章 II区検出された遺構

J -77 （土坑•第69図 PL 19) 

位置 X=956~958 Y =-987~990 重複なし 主軸 N-37° -W 形状 楕円形

規模 1.35m x 1.18m x 0.20m 遺物 縄文土器片を少量検出した。 所見 縄文中期の遺構と比定

できる。2段の掘り込みで南側は楕円状に下がる。

J -78 （土坑•第69図 PL 19) 

位置 X=953~956 Y=-986~989 重複 J -80 主軸 N-53°-E 形状 楕円形

規模 1.50m x 1.30m X0.24m 遺物 縄文土器片を少量検出した。

J -79 （土坑•第70図 PL 19) 

位置 X=963~965 Y =-001~004 重複 J -70 主軸 N-88° -W 形状 不整円形

規模 1.48m x 1.20m X0.32m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。打製石斧、楔形石器も

1点ずつ出土した。

J -80 （土坑•第69図 PL 19) 

位置 X=953~955 Y= -986~988 重複 J -78 主軸 N-50° -E 形状 楕円形

規模 1.08m x 0.82m X0.30m 遺物 縄文土器片を少量検出した。

J -74 J -76 
、、、 S53 / 
、̂ ^ / 
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／ 
や
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4 叫
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、
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L=87. 80m 

．ぷ

．ぷA 

L=87.60m ~ 

J -77 

A--• 
A' 

J -78 • 80 

A--• 

公
L=87. 60m 

-A'  

J -80 

L=87会亡三三「ぷ
J -77 

1層 暗褐色士 ローム士を少屋含む。

2層 暗褐色土 ロームブロック、ローム土を含む。しまりあり。

4
 

J -78 

1層暗褐色土

2層暗褐色土

3層暗褐色土

4層暗褐色土

3
 

黒色士を少量含む。

黒色土ブロックを含む。

黒色土プロックを含む。ロームブロックを少呈含む。

黒色土プロックを含む。ローム士、白色軽石を含む。

゜
1 :40 lm 

第69図J-74・76~78• 80 
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第4節 検出された土坑•その他の遺構

J -81 （土坑・第70図 PL 19) 

位置 X=952~954 Y=-999~002 重複なし 主軸 N-60°-E 形状 楕円形

規模 1.98m x 1.33m x 0.38m 遺物 阿玉台式期、加曽利E3・4式期の土器片を少量検出した。磨

石と打製石斧 l点ずつも出土した。

J -82 （土坑•第70 図 PL 19) 

位置 X=979~982 Y =-014~018 重複なし 主軸 N-0° 形状円形

規模 2.37m x 2.20m x 0.36m 遺物 縄文前期の羽状縄文系土器片と阿玉台式期の土器片を少量検出

した。スクレイパー、磨石と剥片も少量出土した。 所見 縄文中期中葉の土坑と比定できる。

J -84 （土坑• 第70図 P L20) 

位置 X=963~965 Y=-979~981 重複なし 主軸 N-0゚ 形状 楕円形

規模 1.22 m x 1.08m x 0.40m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。 所見 縄文中期後

葉の遺構で、中心部は、円筒形になり貯蔵穴と考えられる。

J -79 

A----

L-87全ロニ／

4層褐色土 ロームプロックを多董含む。

J -82 

A-.  

A 
L=87. 90m 

， 
--A 

．ぷ

J -79 

1層 暗褐色士黒褐色土プロックを含む。

2層 暗褐色土黒色土ブロックを含む。

3層 暗褐色士 黒色土ブロック、ローム土を含む。しまりあり。

J -81 [
、
一

\,,~\ 
‘‘ ---- ------------

ァJ

A A' . -・ 
L=87. 70m ー̀ ニ

J -81 

1層暗褐色士黒色土を含む。

2層 暗褐色土黒色土を多量含む。

3層褐色士 ロームブロックを含む。

J -84 

A-• 
·—A' 

・一A'

．ぷ

L-87令＼ ぷ

゜
1 :40 lm 

第70図J-79 • 81 • 82 • 84 
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第3章 II区検出された遺構

J -85 （土坑•第71 図 P L20) 

位置 X=974~976 Y=-001~004 重複なし 主軸 N-55°-E 形状円形

規模 l.62mx l.58mX0.15m 遺物 前期諸磯式、勝坂式、加曽利E式期の土器片を少量検出した。

礫と多孔石も出土した。

J -87 （土坑•第7 1 図 P L20) 

位置 X=964~968 Y=-975~979 重複なし 主軸 N-45°-E 形状楕円形

規模 3.25m X2.98m x 0.30m 遺物 縄文土器片を少量検出した。 所見 円筒形になり貯蔵穴と

考えられる。

J -88 （土坑•第72図 P L20) 

位置 X=953~955 Y=-014~015 重複なし 主軸 N-0°

規模 0.78m X0.72m x -m 遺物 称名寺式期の土器片を検出した。

形状円形

J -89 （埋甕•第72図 P L20) 

位置 X=947~949 Y=-975~978 重複なし 主軸 N-70°-W  形状楕円形

規模 1.27m x 1.05m x 0.20m 遺物 加曽利E3式期の深鉢の口縁から胴部上半にかけて検出した。

その他に加曽利E4式期の土器片も検出した。 所見 縄文中期後葉の埋甕と比定できる。掘り方は、や

や広く楕円形状にローム漸移層まで掘り下げてその中央に深鉢の上半を据え付けるように埋設している。覆

土から炭化物や焼士粒の出土はほとんど見られなかった。

J -87 

A-• 

A 

L=87. 60m 

. --A' 

ド／

A 
L=87. 70m 

．ぷ

2 - -ーニニニニ／
1層 黒褐色土暗褐色土を多凪含む。炭化物を微凪含む。

2層 黒褐色土 ロームブロックを少量含む。しまりあり。

第71図J-85 • 87 

J -85 

／

、

一

／ぶ＇

．ぷ

゜
1 :40 lm 

78 



第4節 検出された土坑 •その他の遺構

J -90 （埋甕•第72 図 P L20) 

位置 X=946~948 Y=-975~977 重複なし 主軸 N-90° 形状円形

規模 1.00m X0.96m X 0.18m 遺物 加曽利E3式期の深鉢の口縁から胴部にかけての上半部を埋甕

として検出した。その他に多孔石の出土も見られた。 所見 縄文中期後葉の埋甕と比定できる。掘り方

は、やや広めに円形にローム漸移層まで掘りさげて、その中央に深鉢の上半を据え付けるように埋設してい

る。埋甕の形式的にも掘り方のレベル的にもJ-89の埋甕と非常ににていることもあり、連結した埋甕な

いし、同一住居の一部とも考えられる。

J-95（埋甕・第72図 P L20) 

位置 X=920~921 Y= -985~986 重複 J -92 主軸 N-0゚ 形状 楕円形

規模 0.44m x 0.25m x -m 遺物 加曽利E4式期の深鉢の上半を埋甕として埋設している。その他

に同時期の土器片、勝坂式期の土器片も少量検出した。黒曜石の剥片も 1点出土した。 所見 埋甕は縄

文中期後葉の加曽利E4式期のものと比定できる。J-95はJ-92住居と重複する。J-92の遺物も加曽

利E4式期のもので住居に併設する埋甕とも考えられる。位置的には、炉の南東部に位置し、住居の出入り

口の埋甕の可能性が高い。

J -96 （土坑 •第72図 P L21) 

位置 X=918~921 Y=-987~989 重複 J -91 主軸 N-54° -W  形状 円形

規模 1.65m x 1.30m X 0.60m 遺物 加曽利E4式期の深鉢の上半を検出した。その他に加曽利E

3・4式期の土器片を検出した。 所見 縄文中期後葉の遺構に比定できる。形状は、土坑の中位レベル

で中段をもつ2段構造を星する。加曽利E4式期の深鉢の上半部が底の近くから出てきたこともあり、貯蔵

用の土坑という可能性もある。J-91住居と重複するがJ-91の方が新しい。

J -89 • 90 J -88 J -96 
~ ·~1 

4＼ ／ 三 1 | A-------

2 ~栄・ 入 ／ L ¥ ＼ ＼ぷ I I. -----A., 

＼ .!j, 

A -_______.... A' 

I -<闊 L=8730m 

B-Il - }- II -B  く月 ，： 2 

J -95 
L=87令 .K.,: J-96 ヘ I ・<I 1層 暗褐色土炭化物、白色軽石を含む。

． ． > 2層 暗褐色士黒色士ブロックを含む。炭化物、白色

豆＿． ．Ji..' こ） 軽石を少量含む。

L=87 70m ゜ 3層 暗褐色士 ロームブロックを含む。炭化物、白色

＼ l ・ 軽石を少最含む。

尋
＜I ぉ凸 0 1 : 4 0 1 m 

第72図J-88~90 • 95 • 96 
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第3章 II区検出された遺構

J -97 （土坑•第73図 P L21) 

位置 X=925~928 Y = -974~976 重複なし 主軸 N-82° -W  形状 楕円形

規模 1.20m x 1.52m X0.20m 遺物 加曽利E4式期の土器片を検出した。石鏃 l点など数点の石器

も出土した。

J -100 （土坑 • 第 73 図）

位置 X=922~924 Y=-979~981 重複 なし 主軸 N-35°-W  形状 楕円形

規模 1.05m X0.87m x0.19m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。

J -101 （土坑•第73 図）

位置 X=914~915 Y=-975~977 重複 なし 主軸 N-72° -E 形状 楕円形

規模 0.93m X0.80m X0.14m 遺物 加曽利E式期の土器片を少量検出した。不定形石器 l点も出土

した。

J -102（遺物集中箇所 ・第73図）

位置 X=930~932 Y=-973~974 重複 なし 主軸 N-45°-E 形状 不整形

規模 0.84m X0.64m x -m 遺物 阿玉台式、加曽利E式期の土器片を少量検出した。また、礫も数

点出土した。 所見 縄文中期後葉の遺構と比定できる。配石遺構の可能性もある。
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1層 暗褐色土 ローム土、白色軽石を少量含む。

2層 暗褐色土 ロームプロック、ローム土を少量含む。

3層 褐色土 ロームブロック、ローム士を含む。
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2
 

埋
甕

円
形

N
-
0
.
 
0
.
2
5
 
0
 2
4
 
0
.
1
7
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
2
5
-
9
9
0
 

J
 -
2
3
 

土
坑

不
整
円
形
N
-
6
0
 °
 -
E
 
0
.
6
8
 
0
.
4
6
 
0
 1
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
J
 -
5
6
、
6
2
と
重
複

9
2
5
-
9
8
5
 

J
 -
2
4
 

土
坑

不
整
楕
円
形
N
-
4
0
 °
-
W
 
1.
4
5
 
1
 1
0
 
0
.
2
3
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
3
0
-
9
9
0
 

J
 -
2
5
 

土
坑

桁
円
形
N
-
9
0
 °
 
0
 6
6
 
0
 5
6
 
0
 2
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器
、
J
 -
5
6
と
頂
複

9
2
5
-
9
8
5
 

J
 -
2
6
 

土
坑

梢
円
形
N
-
3
0
 °
-
W
 
0
 7
5
 
0
 5
4
 
0
 2
7
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器
、
J
 -
4
8
と
重
複

9
3
0
-
9
9
0
 

J
 -
2
7
 

土
坑

楕
円
形
N
-
6
4
 °
-
W
 
0
 8
4
 
0
 3
5
 
0
.
2
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
3
0
-
9
9
0
 

J
 -
2
8
 

土
坑

梢
円
形
N
-
2
0
 °
 -
E
 
0
 8
5
 
0
.
7
0
 
0
.
3
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
3
0
-
9
9
0
 

J
 -
2
9
 

土
坑

桁
円
形
N
-
1
5
 °
-
W
 
0
 7
0
 
0
 4
0
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
3
0
-
9
9
0
 

J
 -
3
0
 

土
坑

梢
円
形
N
-
9
0
 °
 
0
 7
5
 
0
 4
8
 
0
.
2
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
3
0
-9
9
0
 

J
 -
3
 l
 

土
坑

円
形

N
-
9
0
 °
 
0
.
7
0
 
0
.
6
6
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
J
-
5
と
重
複

9
3
0
-
9
9
0
 

J
 -
3
2
 

住
居

方
形

N
-
2
0
 °
 -
E
 
4
 8
0
 
4
.
2
0
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
土
製
円
盤
、
石
器
、
敷
石
住
居

9
3
5
-
9
9
5
 

J
 -
3
3
 

土
坑

不
整
円
形
N
-
3
5
 °
 -
E
 
I
 6
8
 
I
 6
0
 
0
 7
1
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
4
5
-
9
8
5
 

J
 -
3
4
 

土
坑

不
整
円
形
N
-
2
3
 °
 -
E
 
1
.
3
0
 
1.
03
 
0
.
2
3
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
5
0
-
9
9
5
 

J
 -
3
5
 

土
坑

梢
円
形
N
-
5
0
 °
 -
E
 
0
 6
1
 
0
 4
8
 
0
 3
1
 
縄
文
中
期

縄
文
土
器
、
石
器

9
5
0
-
9
9
5
 

J
 -
3
6
 

土
坑

不
整
楕
円
形
N
-
6
5
°
-
E
 
1.
3
4
 
1.
0
8
 
0
.
1
6
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
J
 -
3
7
と
重
複

9
5
0
-
9
9
0
 

J
 -
3
7
 

土
坑

梢
円
形
N
-
0
 °
 
0
 3
8
 
0
.
2
7
 
0
 4
4
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器
、
J
 -
3
6
と
重
複

9
5
0
-
9
9
0
 

J
 -
3
8
 

土
坑

円
形

N
-
9
0
 °
 
0
.
3
6
 
0
.
3
6
 
0
.
1
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
土
製
円
盤

9
5
0
-
9
9
5
 

J
 -
3
9
 

土
坑

不
整
楕
円
形
N
-
7
0
°
-
W
 
2
 0
6
 
l
 3
0
 
0
 3
3
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
5
0
-
9
8
5
 

J
 -
4
0
 

土
坑

楕
円
形
N
-
7
 °
 -
W
 
I
 1
2
 
0
.
8
1
 
0
 1
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
3
0
-
9
8
0
 

J
 -
4
1
 

土
坑

楕
円
形
N
-
5
1
°
-
E
 
I
 6
0
 
0
 8
7
 
0
 51
 
縄
文
時
代

縄
文
土
器

9
3
5
-
9
8
0
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8 2  

番
号

迫
構
種
類
形
状

主
軸

長
軸
(
m
)
短
軸（
m
)
深
さ
(
m
)

時
期

出
土
遺
物
•
特
徴
な
ど

グ
リ
ッ
ド

J
 -
4
2
 

埋
甕

円
形

N
-
4
0
'
-
W
 
0
.
2
6
 
0
.
1
8
 
0
.
1
6
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
3
5
-
9
8
0
 

J
 -
4
3
 

土
坑

楕
円
形
N
-
5
0
'
-
E
 
1.
4
4
 
I
 0
6
 
0
.
3
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
1
-
3
と
重
複

9
3
5
-
9
9
0
 

J
 -
4
4
 

住
居

楕
円
形
N
-
1
3
°
-
E
 
2
.
7
0
 
I
 6
0
 
0
 3
4
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器
、
J
 -
9
1
と
同
一
迫
構
、
J
 -
9
6
と
里
複

9
1
5
-
9
8
5
 

J
 -
4
5
 

土
坑

不
整
梢
円
形
N
-
2
 °
 -
E
 
2
 4
6
 
I
 4
2
 
0
 3
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
士
器
、
石
器

9
3
0
-9
9
5
 

J
 -
4
6
 

土
坑

不
整
形
N
-
0
 °
 
1.
2
0
 
I
 1
8
 
0
 2
0
 
縄
文
時
代

縄
文
土
器

9
3
0
-
0
0
0
 

J
 -
4
7
 

土
坑

不
整
円
形
N
-
8
0
 °
 -
W
 
1
.
1
2
 
I
 12
 
0
 3
0
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
3
0
-
9
8
0
 

J
 -
4
8
 

埋
甕

円
形

0
.2
8
 
0
.2
8
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器、
J
 -
2
6
と
重
複

9
3
0
-
9
9
0
 

J
 -
4
9
 

欠
番

J
 -
5
0
 

土
坑

楕
円
形
N
-
2
0
°
-
W
 
I
 0
8
 
0
.9
1
 
0
 4
4
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
3
0
-
9
8
5
 

J
 -
5
1
 

住
居

不
整
形
N
-
2
6
°
-
W
 
3
 1
2
 
3
.0
5 

0
.
1
6
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
2
0
-
9
9
0
 

J
 -
5
2
 

土
坑

不
整
円
形
N
-
0
 °
 
0
 6
6
 
0
 6
1
 
0
.
1
4
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
2
0
-
9
9
0
 

J
 -
5
3
 

土
坑

不
整
円
形
N
-
1
4
 °
-
W
 
2
 11
 
1
.
9
5
 
0
.8
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
2
5
-
9
9
0
 

J
 -
5
4
 

土
坑

円
形

N
-
8
0
°
-
W
 
I
 6
8
 
l
 6
0
 
0
.7
6
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
2
5
-
9
9
5
 

J
 -
5
5
 

土
坑

円
形

N
-
0
 °
 
0
 6
5
 
0
 6
5
 
0
 1
4
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
3
0
-
9
9
5
 

J
 -
5
6
 

土
坑

円
形

N
-
6
0
 °
-
E
 
I
 3
5
 
I
 3
5
 
0
 8
0
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器
、
J
 -
2
3
、
2
5
、
6
2
と
重
複

9
2
5
-
9
8
5
 

J
 -
5
7
 

上
坑

楕
円
形
N
-
2
5
 °
-
E
 
1.
2
0
 
0
 9
0
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
2
0
-
9
9
5
 

J
 -
5
8
 

土
坑

不
整
円
形
N
-
2
0
 °
-
W
 
0
.
9
2
 
0
 8
1
 
0
.
2
1
 
縄
文
時
代

縄
文
土
器

9
2
5
-
9
9
5
 

J
 -
5
9
 

土
坑

不
整
形
N
-
2
6
 °
 -
E
 
1.
0
8
 
1.
0
5
 
0
 2
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
2
5
-
9
8
5
 

J
 -
6
0
 

土
坑

円
形

N
-
l
o
 °
 -
E
 
0
 6
5
 
0
.
6
0
 
0
 2
3
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
2
5
-
9
8
5
 

J
 -
6
1
 

土
坑

円
形

N
-
7
5
 °
-
W
 
1
 0
0
 
0
.
9
3
 
0
.2
0
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
2
5
-
9
9
0
 

J
 -
6
2
 

土
坑

不
整
楕
円
形
N
-
2
4
 °
-
W
 
1
 9
0
 
0
 5
0
 
0
 3
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
J
 -
2
3
、
5
6
と
重
複

9
2
5
-
9
8
5
 

J
 -
6
3
 

土
坑

円
形

N
-
9
0
.
 
0
.3
8
 
0
 3
4
 
0
 0
8
 
縄
文
時
代

縄
文
土
器

9
2
5
-
9
9
0
 

J
 -
6
4
 

埋
甕

不
整
形
N
-
o
 •

 
1
 8
2
 
I
 3
0
 
0
 2
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器、
石
器

9
3
5
-
9
9
0
 

J
 -
6
5
 

住
居

不
整
円
形
N
-
7
 °
-
W
 
4
.4
5
 
4
 2
8
 
0
 4
5
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
7
0
-
9
9
5
 

J
 -
6
6
 

住
居

梢
円
形

5
 8
2
 
5
.
3
5
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器、
石
器
、
J
 -
8
3
と
重
複

9
6
0
-
9
9
5
 

J
 -
6
7
 

住
居

梢
円
形
N
-
2
2
°
-
W
 
5
 6
8
 
5
.3
0
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器、
石
器

9
6
0
-
0
0
0
 

J
 -
6
8
 

住
居

円
形

N
-
5
4
 °
 -
W
 
3
 7
5
 
3.
6
6
 
0
 3
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
石
器

9
7
0
-
0
1
5
 

J
 -
6
9
 

埋
甕

楕
円
形
N
-
7
8
°
-
W
 
0
 8
5
 
0
 5
2
 
0
.
1
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
6
0
-
0
2
5
 

J
 -
7
0
 

土
坑

楕
円
形
N
-
3
 °
-
E
 
0
 8
0
 
0
 6
5
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
J
 -
7
9
と
重
複

9
6
0
-
0
0
0
 

J
 -
7
1
 
追
物
集
中
箇
所
楕
円
形
N
-
2
1
 °
-
W
 
2
.
1
8
 
I
 1
8
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
5
5
-
0
0
0
 

J
 -
7
2
 

住
居

円
形

3
.
6
3
 
3
.
5
6
 
0
 2
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
5
5
-
0
1
5
 

J
 -
7
3
 

土
坑

円
形

N
-
0
 °
 
3
 8
2
 
3
.
5
8
 
0
.
4
5
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器、
石
器

9
8
0
-
0
2
0
 

J
 -
7
4
 

土
坑

楕
円
形
N
-
0
.
 
I
 1
5
 
0
 9
6
 
0
.
1
4
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器、
石
器

9
6
0
-
0
2
0
 

J
 -
7
5
 

住
居

不
明

5
.
0
8
 
3
 4
0
 
0
 0
5
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
5
0
-
9
8
0
 

J
 -
7
6
 
迫
物
集
中
箇
所
梢
円
形
N
-
5
0
'
-
E
 
1.
2
8
 
0
.
6
4
 
0
 0
3
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
5
5
-
9
7
5
 

J
 -
7
7
 

土
坑

楕
円
形
N
-
3
7
 °
-
W
 
1.
3
5
 
I
 1
8
 
0
 2
0
 
縄
文
中
期

縄
文
土
器

9
5
5
-
9
8
5
 

J
 -
7
8
 

土
坑

楕
円
形
N
-
5
3
 °
 -
E
 
I
 5
0
 
1.
3
0
 
0
 2
4
 
縄
文
時
代

縄
文
土
器
、
J
 -
8
0
と
重
複

9
5
0
-
9
8
5
 

J
 -
7
9
 

土
坑

不
整
円
形
N
-
8
8
 °
 -
W
 
I
 4
8
 
1.
2
0
 
0
 3
2
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器
、
J
 -
7
0
と
重
複

9
6
0
-
0
0
0
 

J
 -
8
0
 

土
坑

楕
円
形
N
-
5
0
 °
 -
E
 
I
 0
8
 
0
.8
2
 
0
.
3
0
 
縄
文
時
代

縄
文
土
器、
J
 -
7
8
と
重
複

9
5
0
-
9
8
5
 

J
 -
8
1
 

土
坑

楕
円
形
N
-
6
0
 °
 -
E
 
I
 9
8
 
I
 3
3
 
0
.
3
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器、
石
器

9
5
0
-
0
0
0
 

J
 -
8
2
 

土
坑

円
形

N
-
0
 °
 
2
 3
7
 
2
 2
0
 
0
.3
6
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
8
0
-
0
1
5
 

J
 -
8
3
 

住
居

不
整
円
形

4
.
2
0
 
3
 3
5
 
0
.1
1 
縄
文
中
期
前
葉
か
ら
中
葉
縄
文
土
器、
石
器
、
J
 -
6
6
と
重
複

9
6
0
-
9
9
5
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番
号

迫
構
種
類
形
状

主
軸

長
軸
(m
)
短
軸
(
m
)
深
さ
(
m
)

時
期

出
土
追
物

•
特
徴
な
ど

グ
リ
ッ
ド

J
 -
8
4
 

土
坑

楕
円
形
N
-
0
 °
 
1.
2
2
 
l
 0
8
 
0
 4
0
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
6
0
-
9
8
0
 

J
 -
8
5
 

土
坑

円
形

N
-
5
5
.
 -
E
 
1.
6
2
 
1.
5
8
 
0
.
1
5
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
7
0
-
0
0
0
 

J
 -
8
6
 

住
居

円
形

4
.
0
0
 
3
.
8
0
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
6
0
-
9
8
5
 

J
 -
8
7
 

土
坑

梢
円
形
N
-
4
5
'
-
E
 
3
 2
5
 
2
.
9
8
 
0
.
3
0
 
縄
文
時
代

縄
文
土
器

9
6
5
-
9
7
5
 

J
 -
8
8
 

土
坑

円
形

N
-
0
 °
 
0
 7
8
 
0
 7
2
 

縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
5
0
-
0
1
0
 

J
 -
8
9
 

埋
甕

楕
円
形
N
-
7
0
 °
-
W
 
1
 2
7
 
1
 0
5
 
0
.
2
0
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器

9
4
5
-
9
7
5
 

J
 -
9
0
 

埋
甕

円
形

N
-
9
0
 °
 
1
 0
0
 
0
.
9
6
 
0
 1
8
 
縄
文
中
期
後
葉

縄
文
土
器
、
石
器

9
4
5
-
9
7
5
 

J
 -
9
1
 

住
居

楕
円
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第4章出土遺物

第4章出土遺物

第 1節出上土器

1区においては、近世の溝 ・土坑が発見されたほか、明瞭な縄文時代遺構は確認されなかった。また近世

の遺構からの遺物は少量が検出された。発見された縄文時代の遺物は、調査区の中を縄文時代の谷地地形が

あり、縄文土器包含層が形成されている。この縄文谷から出土した土器は、中期後半のものが主体である。

II区では、近世の溝・土坑 ・畑状遺構が発見され、これらの遺構から陶磁器類が若干発見されている。縄

文時代では、遺構が調査区東半部に集中しており、縄文土器包含層も西側で薄く、東側で厚くなっている。

このため調査区東側での遺物出土が多く見られた。土器の編年的位置は、前期後葉の諸磯c式土器、中期中

葉の勝坂・阿玉台式～加曽利E式、後期前半の称名寺 ・堀之内式土器が検出されている。このうち出土量の

多い主体となる土器は、加曽利E式である。

本報告書の土器観察表に付いては、各項目を次の要領で記載した。

色調・記号については、土器全体の平均的な色合いについて標準土色帖（財団法人日本色彩研究所色票監

修）により比較記載した。胎土については、土器に含まれる砂粒などの粒子について記載した。焼成につい

ては、現段階で硬質で、器面の土があまり遊離しないものを「良」として、表面の土がザラッキ遊離するも

のを「普通」、土器全体がもろく表面の土が多く遊離するものを「不良」とした。撚りについては、縄文原

体の撚り方向を記載し、縄文が施文されているが撚りの判明しないものについては、不明とした。また、条

線や沈線施文のものについては、「条」地文の無いものについては「一」で表記した。原体方向は、原体の

施文方向について記載したが、方向の定まらないものについては、記載しないものもある。土器の分類につ

いては、次項の基準で分類して記載した。ただし、次項の分類基準に当てはまらないものも多く、それらに

ついては、上器型式名を記すことにした。

縄文土器の分類と出土傾向

1区 ・II区の出土土器の大半が縄文土器で、前期後半から後期前半の土器が出土している。その中で、中

期後半の加曽利E式土器が主体的に出土していることから本項では、加曽利E式土器を中心に分類した。そ

れ以外の土器型式については、縄文土器辞典等の概念に従った。

諸磯式土器

本遺跡からの出土量は少ない。遺構覆土やグリッド・表採遺物に混じって少量出土している。諸磯aから

諸磯b前半のものは少なく、諸磯b後半～ C式が出土している。

阿玉台 ．勝坂式土器

本遺跡からは、住居跡等の遺構は確認されていない。土坑覆土中に他時期の土器と混在して出土している。

その他、グリッド ・表採遺物として出土している。阿玉台式土器と勝坂式土器については、少量の出土のた

め、本遺跡では、編年的細分・位置づけをせず、一括して観察表中では概観した。

加曽利E式土器

本遺跡で主体となる土器である。住居跡 ・土坑など各遺構から出土している。

土器文様や形から次のように分類した。

l群 口緑部に太い隆線や沈線で、楕円区画や渦巻状等の文様を作る。文様帯が口縁部と頸部、胴部に区画

される。主に加曽利E式土器の古段階の土器。
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第 1節出土土器

II群 口縁部文様帯に楕円区画を持つ。口縁部文様帯と胴部文様帯に区画線、或いは明瞭な段を持つことで、

文様帯を分ける。加曽利E式の古段階の土器。

III群 口緑部に楕円区画を持つ。口縁部文様帯と胴部文様帯の区画が明瞭でなくなる土器。口縁部楕円区画

から胴部に直接縦位の区画線が施文される。加曽利E式土器の中段階の土器群。

-1類 口縁部に、舌状の突起を持つ波状口縁の土器。

-2類 舌状の突起を持たない平口縁の土器。

N群 口緑部文様帯の楕円区画が「の」状に変わる。口縁部文様帯に接続するように胴部文様の縦位の区画

線が施文される。加曽利E式土器の中段階から新段階の土器群。

-1類 口縁部に、舌状の突起を持つ波状口縁の土器。

-2類 舌状の突起を持たない平口縁の土器。

V群 口緑部文様帯が狭くなる。列点状の刺突が加えられたりする。口縁部文様帯と胴部文様帯は、連続し

胴部へ続く縦位の区画線になる。加曽利E式土器の新段階の土器。

-1類 口縁部に舌状突起の退化した突起を持つ。

-2類 舌状の突起を持たない平口縁の土器。

VI群 口縁部文様帯は、横位の沈線・隆線で区画された幅狭区画になる。文様施文は、沈線や断面三角の細

い隆線で描かれる。胴部は、縦位区画を基調とした「（）」状の文様を描き、磨り消し縄文の無文部が大きく

なる。加曽利E式土器の新段階以降の土器。

-1類 舌状突起が口縁部と一体となり波状口縁になる。

-2類 口縁部に橋状把手が付く 。

-3類 口縁波状口緑。

V11群 両耳壺。橋状の把手を持ち、壺状になる土器群。

-1類 頸部に楕円区画、胴部に縦位の区画線を持つ。

-2類 頸部に微隆起線が巡り胴部と区画する。

VIII群 地文に条線を持つのを特徴とし、他地域の影響を受けた土器群。

-1類 舌状の突起を持たないキャリパー形の平口縁の土器。口縁部文様帯に楕円区画を持つ。口縁部楕円

区画から胴部に直接縦位の区画線が施文される。胴部文様帯との区画が明瞭ではなくなる。

-2類 地文に条線を持つ。器形はキャリパー形になる。

-3類 浅鉢状になり、口縁部に無文帯を持つ。

-4類 加曽利E式土器と並行する、他地域の型式及び影響を受けたと思われるその他の土器。

以上加曽利E式土器とそれに伴う土器群について細分したが、これらの範疇に入らないものや分類しがた

い土器片などについては、加曽利Eと土器観察表中には記載した。

称名寺式土器

明確な遺構からの出土は少ない。出土傾向を見ると称名寺の古い段階のものは少なく、新しいものが多い。

小破片のものが多く、器形を復元できるものが少ない。

堀之内式土器

称名寺式同様遺構からの出土は少ない。称名寺式に継続する形で、堀之内式土器が本遺跡では出土してい

るように見られる。小破片のものが多く、器形を復元できるものが少ない。
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第 1節出土土器

1区出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記 号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴

出土位置

No 原体 方向 備 考

1深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR6/3 </!I~2ミリの砂 良 阿玉台 口唇部断面は、外面に突き出た三

粒、金雲母 角形になる。口緑部に2列2組のペ

ン先状工具による押し引き文を横

位に施文。

2深鉢 突起 にぶい赤褐 5YR4/4 ¢ lミリ前後の 普通一 勝坂 双環状突起を貼り付ける。ペン先

砂粒、石英粒 状工具による押し引き文と刺突を

施文。

3深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/6 ¢1ミリの砂粒、 普通一 勝坂 太さ6ミリの隆線に刻みを持つ三

角閃石 角状区画。

4深鉢 突起 にぶい赤褐 2.5YR5/4 細かい砂粒、軽 良 勝坂 環状になる突起。

石粒

5深鉢 突起 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒、軽 普通一 勝坂 環状になる突起に刻みを施文。ペ

石粒 ン先状工具による押し引き文。

6深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/8 細かい砂粒、金 普通 阿玉台 無文。

雲母

7深鉢 口縁 にぶい橙 5YR6/4 細かい砂粒 普通 勝坂 ペン先状工具による幅3ミリと 1ミ

リの横位の沈線。

8深鉢 口縁 橙 2 5YR6/8 細かい砂粒、軽 普通 勝坂 口緑部を覆うように隆帯状に粘土

石粒 が貼り付く。V字状の隆線を施文。

9深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒、軽 普通 阿玉台 無文。 005-125 

石粒

10 深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR5/4 </Jlミリの砂粒、 普通 阿玉台 幅4ミリの半載竹管による爪形の

金雲母 刻み列。さらに弧状の沈線を施文。

11 深鉢 口緑 明赤褐 5YR5/8 細かい砂粒 良 阿玉台 口緑部突起。緑辺に幅4ミリの隆

線とそれに沿う半戟竹管による爪

形文 ・沈線。1列のペン先状工具

による押し引き文。

12 深鉢 胴部 明褐 7 5YR5/6 ¢ I~2ミリの小 普通 阿頂台 太さ10ミリの隆線による縦位弧線。 005-125 

石 横位に爪形文施文。

13 深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/8 細かい砂粒、金 普通 勝坂 幅9ミリの隆線による弧状の突起

雲母 で上面に刻み列を施文。 それに沿

う形で太さ3ミリの沈線を2条施文

する。

14 深鉢 胴部 橙 7.5YR6/6 ¢ lミリの砂粒、 不良 勝坂 幅6ミリの縦位の隆起線に沿った

石英粒 幅3ミリの半戟竹管による沈線と

爪形の刻み列。縦位の波状文。

15 深鉢 口縁 橙 7 5YR7/6 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 横 加曽利E 幅10ミリの隆帯による内外面の突

石 起。太さ2ミリの沈線による渦巻

文。

16 深鉢 口緑 にぶい赤褐 5YR4/4 ¢lミリの砂粒 普通 加曽利E 幅10ミリ前後の隆線による楕円状

区画。半載竹管による斜位の剌突

を矢羽状に施文する。

17 深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/6 ¢ l~2ミリの砂 普通 不明 加曽利E 幅8ミリの沈線による2重の渦巻文。

粒

18 深鉢 口縁 黄灰 2.5Y4/I ¢]ミリの砂粒、 普通 加曽利E 口緑部横位の整形。太さ4ミリの

軽石粒 沈線による横位区画。

19 有孔鍔付 口緑 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢ Iミリの砂粒、 普通 加曽利E 太さ6ミリの隆線による区画。隆

土器 軽石粒 線貼り付け部に筒状の子Lを持つ。

20 深鉢 口縁 橙 7 5YR6/6 ¢lミリの砂粒 良 LR 横 m群 太さ8ミリの隆帯と太さ6ミリの沈

線による渦巻状区画。

21 深鉢 口縁 明赤褐 2 5YR5/6 ¢ 1~2ミリの小 普通 加曽利E 太さ6ミリの沈線による重弧文。

石 縦位の剌突状沈線文。

22 深鉢 口緑～ 暗灰黄 2.5Y4/2 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 太さ6ミリの隆線による横位、楕

胴部 石 横 円区画。

23 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 太さ 10ミリの隆線による横位の楕

石粒 円区画。
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1区出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴

出土位置
No 原体 方向 備 考
24 深鉢 口緑 浅黄 2.5Y7/4 ¢l~2ミリの砂 普通 V群 ¢6ミリの棒状工具により剌突を

粒 口緑部に巡らす。胴部は太さ6ミ

リの沈線による楕円区画。
25 深鉢 口緑 黄褐 2 5Y5/3 ¢lミリの砂粒 普通 RL V群 太さ6ミリの沈線により口縁部無

文帯を区画。太さ3ミリの沈線に

よる楕円区画。

26 深鉢 口緑 浅黄 2.5Y7/3 細かい砂粒 良 RL 縦 V群 太さ6ミリの沈線による横位区画
斜 と二重の楕円区画。

27 深鉢 口縁 灰黄褐 IOYR6/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 V群 太さ8ミリの沈線による波状文と、
石粒 斜 「I」状文様。

28 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 V群 口緑に太さ4ミリの隆起線による

横位の区画。

29 深鉢 口縁 にぶい褐 7.5YR5/4 細かい砂粒 不良 RL 縦 V群 太さ3ミリの隆起線により口縁部
斜 無文帯を区画。

30 深鉢 口緑 暗灰黄 2.5Y5/2 ¢l~2ミリの砂 普通 加曽利E 無文。表面整形痕。
粒、角閃石

31 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢1ミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 口縁部太さ7ミリの沈線による横
軽石粒 位施文後棒状工具による刺突。胴

部は太さ2ミリの沈線による楕円

区画。

32 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒、軽 良 RL 斜 加曽利E 太さ2ミリの沈線による「U」「n」
石粒 状区画文。

33 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 太さ3ミリの隆起線による縦位区

画。

34 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による二重の楕

円区画。

35 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位区画
軽石粒 と楕円区画。

36 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒、軽 普通 LR 斜 加曽利E
石粒

37 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢lミリの砂粒、 不良 RL 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線による横位区画。
軽石粒

38 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢Iミリの砂粒、 普通 L 加曽利E 太さ3ミリの隆起線による縦位区
軽石粒 画。地文撚糸文。

39 深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR4/2 細かい砂粒、角 良 称名寺 太さ2ミリの沈線による「J」字
閃石 文。

40 深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 ¢ lミリの砂粒、 不良 LR 縦 VI群 太さ3ミリの沈線による「U」「n」
軽石粒 状の文様。

41 深鉢 胴部 明黄褐 10YR7/6 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 VI群

石粒

42 深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 太さ4ミリの隆線による文様区画
石粒 と磨り消し縄文。

43 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 10YR7/4 ¢lミリの砂粒、 普通 加曽利E 外面整形。
底部 軽石粒

44 深鉢 胴部～ にぶい褐 7.5YR5/4 細かい砂粒、石 普通 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位の区
底部 英粒 画。

45 深鉢 胴部～ 明黄褐 10YR7/6 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 外面整形。
底部 石粒

46 深鉢 胴部～ 明赤褐 5YR5/6 ¢,1~3ミリの小 加曽利E 外面整形。
底部 石

47 深鉢 胴部～ 橙 7.5YR6/6 ¢l~2ミリの砂 普通一 加曽利E 外面整形。高台。
底部 粒

48 深鉢 胴部～ 灰白 IOYR8/2 細かい砂粒、軽 普通一 加曽利E 無文。外面整形。
底部 石粒

49 土製円盤 にぶい橙 5YR6/4 ,plミリの砂粒、 普通一 阿玉台 底部片を利用して土製円盤にして

軽石粒 しヽる。

50 土製円盤 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢lミリの砂粒 普通一 加曽利E 000-125 
51 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢1ミリの砂粒 普通一 加曽利E 無文。外面整形。
52 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒、軽 普通一 阿玉台 外側より削ってあけた孔を持つ。

石粒、金雲母
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第76図 I区出土土器 (2)

I区出土土器観察表

図版

No 

戸器・灯明受け皿

器 種 製作地

瀬戸・美浪

特徴

外面口縁部以下回転箆削り。外面口緑部以下釉を拭い取る。19世紀前半から中頃。
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第77図 J-2出土土器

J-2出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分 頬 文様の特徴 備考No 原体 方向

］深鉢 口緑 にぶい黄褐 10YR5/4 細かい砂粒 良 RL 横 m群1類 太さ7~8ミリの沈線による渦巻文 舌状突起
様。

2深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢ l~2ミリの小 良 LR 縦 N群l類 口縁部に微隆起線が巡り、 口緑部

石、砂粒 無文帯を作る。胴部は楕円形の文

様を描く 。

3深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR7/3 細かい砂粒多い 良 RL 横 VI群l類 小波状口緑頂部に突起、隆起線で

口緑部無文帯を作る。

4深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢ l~3ミリの小 良 RL 斜 VI群3類 太さ7ミリ の沈線で縦位の区画。

石

5深鉢 胴部～ 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒 普通 RL 横 加曽利E

底部

6深鉢 胴部～ にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい白色粒 良 加曽利E

底部

7深鉢 胴部～ にぶい黄橙 IOYR6/3 細かい砂粒 普通 加曽利E

底部

8深鉢 胴部～ にぶい黄褐 IOYR5/4 ¢ l~3ミリの小 普通 LR 縦 加曽利E 縄文を縦方向に帯状に施文。下半
底部 石、砂粒 部は縦位の整形。
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J-5出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］深鉢 口緑～ 灰黄 2 5Y6/2 ¢l~3ミリの小 不良 RL 横 m群2類 隆・沈線により口縁部文様を梢円
胴部 石、白色粒 斜 区画。胴部は太さ4ミリの沈線に

よる縦位の区画。胴部下半には条

線による波状文。

2深鉢 口縁～ 浅黄橙 7.5YR8/4 細かい砂粒多い 不良 RしR横 川群 1類 隆・沈線で口緑部に梢円区画と渦 舌状突起

胴部 縦 巻文。胴部は縦位の区画。

3深鉢 口縁～ 黒褐 10YR3/2 ¢ l~2ミリの白 普通 RL 横 m群l類 口緑部は、隆線と沈線による楕円 舌状突起
胴部 色粒 縦 区画。口緑には舌状の突起が付く。

胴部は太さ6~8ミリの沈線による

縦位の区画。

4深鉢 ほぼ完 明褐 7.5YR5/6 ¢ lミリの白色 良 RL 横 V群 l類 4単位の突起。口緑には、 ¢8ミ突起

形 粒多い 縦 リの円形剌突。太さ6ミリの沈線

による連弧文。文様内には、円形

と逆 「l」文。 同下半には「n」
状の文様。

5深鉢 ほぽ完 明褐 7.5YR5/6 ¢l~2ミリの小 普通 RL 斜 V群2類 太さ5ミリの沈線で口緑部文様帯 底部欠損

形 石、砂粒 を区画する。口緑部には、 2列の

列点が施文される。胴部は、太さ

5ミリの沈線が「n」状に施文さ
れる。文様間には¢4ミリの刺突

が加えられる。

6深鉢 口緑～ 灰白 IOYR8/2 ¢ l~3ミリの小 普通 V111群4類 幅15ミリの櫛状工具を片側を支点

胴部 石多い に縦位のコンパス文にし波状に描

いている。

7深鉢 口緑～ 黄灰 2 5Y4/l ¢l~2ミリの小 良 RL 斜 m群1類 隆・沈線により口緑部文様を渦巻 舌状突起
胴部 石 と楕円区画文。波状口緑頂部に舌

状突起が付く 。

8深鉢 口縁～ 浅黄橙 lOYRS/4 細かい砂粒、黒 普通 RL 縦 V群 1類 口緑部に¢5ミリの刺突列。太さ3小突起

胴部 色粒 ミリの沈線による方形区画。

9深鉢 口縁～ にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢ l~3ミリの白 普通 圃群3類 口縁部に太さ6ミリの沈線が巡り、

胴部 色粒、小石 無文帯と区画。胴部には幅16ミ

リに6本の沈線による条線施文。

10 深鉢 口縁～ 淡赤橙 2 5YR7/3 ¢ l~5ミリの小 普通 LR 縦 N群 l類 口縁部文様は、太い隆・沈線で渦 下半部欠

胴部 石、白色粒 巻き、楕円区画を作る。胴部は、 損・舌状

太さ8ミリの沈線による縦位の区 突起

画。区画間には、波状文が施文。

11 深鉢 ほぽ完 浅黄橙 7 5YR8/4 細かい砂粒 不良 IV群 l類 4単位の波状口縁。波長部下に円

形 形の区画。間に楕円の区画文。

12 深鉢 口緑～ にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢l~3ミリの小 不良 RL 横 皿群 l類 口縁部楕円区画。胴部は浅い沈線 舌状突起

胴部 石 縦 による縦位の区画。

13 深鉢 口縁～ 黒褐 7 5YR2/2 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 縦 IV群1類 口縁は、波状口縁で舌状の突起が

胴部 石 付く 。隆線と沈線で渦巻、 「の」

の文様が連続する。胴部は、太さ

5~8ミリの沈線による縦区画と

「！」文が施文される。

14 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR7/4 ¢ 1~3ミリの小 良 阿玉台 断面三角の隆線による区画。幅6

石、金雲母 ミリの平行沈線による押し引きの

結節沈線。

15 深鉢 口緑 橙 7 5YR7/6 ¢l~3ミリの小 良 阿玉台 断面三角の隆線で横位に文様帯を

石、金雲母 区画し、楕円文様を作る。文様区

画内には列点状の刺突文。

16 深鉢 口縁 赤褐 5YR4/8 細かい砂粒 良 勝坂 幅8ミリの平行沈線による楕円文

様区画。

17 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/3 白色粒多い 良 勝坂 太さ lミリの沈線を矢羽状に施文。

頸部には鋸歯状に施文。
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J-5出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

18 深鉢 口縁 にぶい橙 7.5YR7/4 細かい砂粒 良 勝坂 太さ3ミリの沈線による渦巻、屈

曲部には横位の刻み列。

19 深鉢 口縁～ 明赤褐 2.5YR5/8 ¢l~3ミリの小 良 LR 横 I11群 1類 太さ3~5ミリの隆・沈線で口縁部 舌状突起

胴部 石 縦 文様帯を楕円区画する。胴部は太

さ3~4ミリの沈線で縦位の区画。

20 深鉢 口縁～ 灰褐 5YR4/2 ¢ l~3ミリの小 不良 LR 縦 IV群2類 口縁部に楕円区画。胴部は沈線に

胴部 石 よる縦位の区画。

21 深鉢 口縁 浅黄橙 IOYRS/3 細かい黒色粒 普通 LR 縦 N群2類 隆 ・沈線による楕円区画。

22 深鉢 口縁 橙 7 5YR6/6 ¢l~3ミリの小 良 II群 太さ8ミリの隆線による楕円区画

石 と渦巻文様区画内に縄文充填。

23 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢l~3ミリの小 良 RL 横 N群 太さ8~12ミリの沈線で口緑部に

石、白色粒 縦 楕円区画を作る。胴部は、縦位の

区画。

24 深鉢 口緑 浅黄橙 lOYRS/4 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 縦 N群 太さ4~5ミリの隆・沈線で口緑楕

石、白色粒 円区画。胴部は、太さ3~4ミリ

の沈線による縦位の区画。

25 深鉢 口緑 灰白 IOYR8/2 細かい砂粒 普通 RL 縦 m群 突起部下に円形の区画。太さ4ミ 舌状突起

リの沈線が2条対になり縦位の区

画を作る。

26 深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR7/2 細かい砂粒 普通 縦 III群 隆線による円形区画。 舌状突起

27 深鉢 口縁 灰白 2 5Y8/2 細かい砂粒 普通 RL 横 皿群2顆 太さ6ミリの沈線による半円状の

縦 区画。胴部は、太さ5ミリの沈線

で縦位の区画。

28 深鉢 口縁 浅黄 2 5Y7/3 ¢l~2ミリの小 普通 RL 縦 I11群 1類 波状口縁の舌状突起部下には隆線 舌状突起

石 による円形の文様区画とそれに続

＜楕円区画。

29 深鉢 口縁 灰白 IOYR7/l ¢ l~2ミリの小 普通 渭群 l類 太さ12ミリの沈線による楕円区画、

石、白色粒 区画内には櫛状工具による条線が

支点を交互にして コンパス文状に

施文。

30 深鉢 口縁 褐 7 5YR4/4 ¢ l~3ミリの小 良 RL 横 II群 太い隆 ・沈線による楕円区画と渦

石 巻文様。区画内に縄文を充填。

31 深鉢 口緑 橙 7.5YR7/6 細かい砂粒 良 横 w群 1類 太さ6~8ミリの沈線で口縁部に 舌状突起
縦 渦巻文様を描く 。 赤色塗彩

32 深鉢 口縁 灰黄 2.5Y6/2 ¢ 1~3ミリの小 普通 LR 横 N群 1類 波状口縁下に渦巻文様と楕円区画 舌状突起

石 縦 が続く 。胴部は、沈線で縦位の区

画。

33 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒、黄 普通 RL 縦 N群 l類 隆・沈線による渦巻文様。突起内 舌状突起

色粒 面にも施文される。胴部は、太さ

3~4ミリの浅い沈線が縦位に施

文される。

34 深鉢 口縁 にぶい橙 7 5YR7/4 ¢l~3ミリの小 不良 RL 横 m群 隆線による口縁部文様区画。胴部

石 には、太さ3ミリの沈線で縦位の

区画。

35 深鉢 口縁 橙 7 5YR6/8 細かい砂粒 普通 VIII群 1類 太さ7~8ミリの沈線で楕円区画 舌状突起

と渦巻文様。区画内には細線が充

填。

36 深鉢 口縁 灰黄褐 IOYR6/2 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 横 N群2類 口縁部に隆 ・沈線による渦巻、楕

石 縦 円区画。

37 深鉢 口緑 橙 7.5YR7/6 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 横 IV群2類 太い隆・沈線による楕円区画と渦

石 縦 巻文様。

38 深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、黒 良 RL 横 N群2類 太さ 10~20ミリの隆・沈線によ

色粒 る梢円区画。

39 深鉢 口緑 灰白 5Y8/2 ¢ 1~2ミリの白 普通 N群 太さ4ミリの沈線による文様。

色粒

40 深鉢 口縁 橙 7 5YR7/6 ¢ I~3ミリの小 普通 RL 斜 N群 隆・沈線による楕円区画。渦巻文

石 様。

41 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢1~3ミリの小 良 LR 斜 N群 口縁に太さ8~10ミリの隆線が巡

石 る。楕円形、三角形の区画。
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J-5出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色 調 記号 胎 土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備 考

No 原体 方向

42 深鉢 口縁～ にぶい赤褐 5YR5/3 ¢ l~2ミリの小 普通 LR 横 VIIl群 口緑部に無節の縄文を施文。胴部

胴部 石、砂粒 斜 は、太さ3ミリ の沈線が問隔を開

けて縦位の区画を作る。

43 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢l~3ミリの小 不良 RL 横 m群 太さ10~12ミリの隆線で口緑部

石 縦 に楕円区画を作る。胴部は、太さ8

ミリの沈線で縦位の区画。胴部に

は条線が施文される。

44 深鉢 口緑 橙 5YR6/6 細かい砂粒 良 DI群 舌状突起による装飾。 舌状突起

45 深鉢 口縁 浅黄橙 10YR8/3 細かい砂粒 普通 RL 横 VI群 隆線による楕円区画。突起は、 舌状突起

「I」文の形。

46 深鉢 口緑 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒 良 RL 斜 V群 ¢7ミリの剌突が口縁部に巡る。

胴部には波状の線が施文される。

47 深鉢 口緑 橙 7 5YR6/6 ¢lミリの砂粒 良 RL 縦 V群 ¢6ミリの円形刺突列が口縁に巡

る。太さ4ミリの沈線が波状に施

文される。波状の沈線間には 「I」

文の沈線。

48 深鉢 口緑 浅黄橙 IOYRS/3 細かい砂粒 不良 RL 縦 V群 口緑部に浅い沈線が巡り、梢円形

の区画が作られる。

49 深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、白 不良 RL 斜 VI群 太さ4ミリの沈線で渦巻を描く 。

色粒

50 深鉢 口緑 浅黄橙 IOYRS/3 細かい砂粒 不良 RL 縦 VI群 太さ3ミリの沈線で「n」状の文 新段階
様を描く 。

51 深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢1~2ミリの小 良 RL 横 V群 太さ5ミリの浅い沈線による楕円

石、白色粒多い 文様。口緑部には、 太さ4ミリの

浅い沈線が巡る。口唇に爪形文列

が巡る。

52 深鉢 口縁 褐 7 5YR4/3 細かい砂粒 普通 RL 斜 V群 口縁に沿って太さ3ミリの沈線が

巡る。その下に ¢5ミリの円形刺

突が施文される。

53 深鉢 口縁 褐灰 7.5YR5/l ¢ l~2ミリの小 普通 RL 縦 V群 太さ7ミリの沈線による「n」状 舌状突起
石、白色粒 の文様施文。口縁部は、刺突が施

文される。

54 深鉢 口緑 灰白 IOYRS/1 細かい砂粒 不良 RL V群 太さ2ミリの沈線により楕円形の

区画、 口唇に¢3ミリの円形刺突。

55 深鉢 口緑 オリーブ褐 2 5Y4/3 ¢ l~2ミリの小 不良 RL 斜 V群 幅7ミリの爪形文が口唇に巡る。

石多い 胴部には、沈線で 「n」状の文様。
56 深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/2 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群 太さ4ミリの沈線による方形区画。

57 深鉢 口緑 にぶい橙 7.5YR7/3 ¢1ミリの小石、 不良 Rし 縦 VI群 太さ3ミリの沈線2条が対になり

白色粒 横 弧線を描く 。

58 深鉢 口緑 にぶい橙 7.5YR7/4 ¢ I~3ミリの白 普通 RL 縦 VI群 太さ7ミリの沈線による「 I」の

色粒 文様と無文帯を作る。口緑に沈線

が巡る。

59 深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢ lミリの小石、 不良 LR 横 VI群 口緑部に太さ4ミリの沈線が巡る。

白色粒 縦 太さ2ミリの浅い沈線で文様帯を

区画。

60 深鉢 胴部 灰白 5Y8/2 ¢l~2ミリの小 不良 RL 横 m群 浅い隆線で口緑部を区画する。

石

61 深鉢 胴部 橙 7.5YR7/6 細かい砂粒 不良 RL 縦 m群 太さ6ミリの沈線による縦位の区

画。

62 深鉢 胴部 灰白 10YR8/2 白色粒を含む 普通 RL 縦 I11群 太さ6ミリの沈線を3条対にして無

文帯を作り、縦位の区画。原体は、

前段で太さの異なるものを合わせ

てしヽる。

63 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR7/4 ¢ I~2ミリの小 普通 RL 縦 皿群 太さ6ミリの沈線を2条対にして無

石 文帯を作り、縦位の区画。

64 深鉢 胴部 橙 5YR6/6 細かい砂粒 不良 RL 縦 m群 太さ4~6ミリの沈線による縦位の

区画。

65 深鉢 胴部 浅黄橙 IOYRS/4 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 m群 太さ6~8ミリの沈線2条で縦位に

石、砂粒 無文帯を作り区画する。
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図版
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地文 施文
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66 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR7/4 細かい砂粒 不良 RL 縦 旧群 太さ5ミリの沈線2条を対にして無

文帯を作り縦位に区画する。

67 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒 不良 Rし m群 太さ4ミリの沈線による縦位の区

画。

68 深鉢 胴部 橙 7.5YR6/6 細かい砂粒 良 RL 縦 肛群 断面三角の低い隆線2条が対にな

り無文帯を作り縦位の区画。

69 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢ 1~3ミリの小 普通 RL 縦 皿群 太さ3~4ミリの沈線3条で縦位の

石、黄色粒 無文帯を作り区画する。

70 深鉢 胴部 灰白 10YR8/2 白色粒を含む 普通 RL 縦 m群 太さ6ミリの沈線を2条対にして

無文帯を作り、縦位の区画。原体は、

前段で太さが異なる。

71 深鉢 胴部 橙 5YR6/6 細かい砂粒 良 RL 縦 I11群 太さ5ミリの沈線による無文帯で、

縦位に区画する。

72 深鉢 胴部 赤褐 5YR4/8 細かい砂粒 良 RL 縦 m群 幅8ミリの平行沈線による楕円文

様区画。

73 深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒 不良 RL 縦 m群 太さ4~6ミリの沈線3条で縦位の

区画。

74 深鉢 胴部 浅黄橙 lOYRS/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 旧群 太さ3ミリの沈線による縦位の区

画。

75 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/3 細かい砂粒 不良 RL 斜 m群 太さ2~3ミリの沈線による縦位の

区画。

76 深鉢 胴部 黄橙 IOYRS/6 細かい砂粒 良 Rし 縦 m群 太さ4ミリの沈線2本が対になり無

文帯を作り縦位の区画をする。

77 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 ¢ l~2ミリの白 良 RL 縦 m群 太さ10~12ミリの沈線により胴部

色粒多い に楕円区画を作る。頸部は、長さ

12ミリの刻み列で区画し無文帯に

なる。

78 深鉢 胴部 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢l~2ミリの砂 良 RL 斜 皿群 隆線による楕円区画。 大木系

粒

79 深鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/4 細かい砂粒 不良 RL 縦 VI群 太さ4ミリの沈線による楕円区画

内に縄文を充填する。

80 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/4 ¢ l~2ミリの小 不良 RL 横 VI群 太さ5ミリの断面三角形の隆線に

石 縦 よる楕円文。

81 深鉢 胴部 明黄褐 IOYR6/6 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 上部に浅い沈線による文様施文。

石 斜

82 深鉢 胴部 灰白 2.5Y8/2 細かい砂粒 不良 RL 斜 加曽利E 太さ4ミリの沈線による「U」状

の文様。

83 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/2 ¢ l~3ミリの小 普通 RL、 斜 加曽利E

石

84 深鉢 口緑～ 橙 7 5YR7/6 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 口緑部に太さ6ミリの浅い沈線が

胴部 巡る。

85 深鉢 胴部 明赤褐 2 5YR5/6 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 沈線と円形の剌突により縦位の区

画。

86 深鉢 胴部 音黒 5B 1 7/1 白色粒 良 RL 横 加曽利E

87 深鉢 胴部 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢ l~3ミリの小 普通 Rし？ 加曽利E 太さ4ミリの浅い沈線2条で無文帯

石、白色粒 を作り縦位の区画。

88 深鉢 胴部 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢l~2ミリの白 良 加曽利E 条線施文。

色粒

89 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 ¢ 1~3ミリの小 不良 縦 加曽利E 幅3ミリの平行沈線を数本重ねて 信州系

石 波状に施文。

90 浅鉢 口緑 褐灰 10YR4/l 細かい砂粒 普通 Vlll群3類 太さ6~8ミリの浅い沈線で口緑部

無文帯を区画。胴部は細い条線が

施文。

91 浅鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR6/4 </>I~3ミリの小 良 横 VI11群3類 口緑部に太さ6ミリの沈線が巡る。

石多い 胴部は、条線が矢羽状に施文。

92 両耳壺 胴部 浅黄 2 5Y7/3 ¢l~3ミリの小 普通 Rし 縦 V1]群 1類 隆線による文様区画。上部は無文 橋状把手

石多い 帯。胴部は太さ6ミリの沈線によ

る縦位の区画。
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93 浅鉢 口緑 にぶい赤褐 5YR5/3 ¢ 1~2ミリの小 良 V111群3類 口緑部は無文帯になり、胴部に細

石 かい条線が引かれる。

94 浅鉢 口縁 灰黄褐 10YR5/2 白色粒 良 V111群3類 太さ7~8ミリの沈線が口縁部に巡

り無文帯を区画。胴部は条線が施

文される。

95 浅鉢 口緑～ にぶい褐 7 5YR5/3 ¢ l~3ミリの小 普通 珊群3類 口緑部に太さ8ミリの浅い沈線が
胴部 石多い 巡り無文帯を区画する。胴部は太

さ3ミリの沈線による区画に条線

が充填される。

96 浅鉢 口縁～ 橙 5YR6/8 細かい白色粒、 普通 珊群3類 口縁部に8ミリの沈線が巡り無文
胴部 砂粒多い 帯と区別する。胴部は幅15~16ミ

リに8本程の沈線による条線。

97 深鉢 胴部～ にぶい橙 7.5YR7/4 ¢l~3ミリの小 不良 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの浅い沈線2本で無文帯
底部 石、白色粒 を作り、縦位に区画する。

98 深鉢 胴部～ 灰白 IOYR8/2 ¢ l~2ミリの白 不良 RL 縦 加曽利E 3ミリの沈線で無文帯を作り、縦
底部 色粒多い 位の区画。

99 深鉢 胴部～ 浅黄橙 10YR8/4 ¢]~3ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線で縦位の区画。
底部 石、白色粒

100 深鉢 底部 橙 7 5YR7/6 細かい白色粒 良 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位の区

画。

101 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 磨り消し縄文による無文帯で縦位
底部 の区画を作る。

102 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ3~4ミリの沈線による縦位の
底部 石、白色粒 区画。

103 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR7/2 細かい砂粒 良 RL 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区画。

104 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~2ミリの小 不良 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区
底部 石多い 画。

105 深鉢 胴部～ 浅黄橙 IOYR8/3 細かい砂粒多い 不良 RL 縦 加曽利E 太さ2~5ミリの沈線による無文帯
底部 で縦位の区画を作る。

106 深鉢 底部 橙 5YR6/6 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E

107 深鉢 底部 橙 5YR6/6 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 無文。縦位の整形痕。
108 深鉢 底部 にぶい褐 7.5YR5/4 白色粒多い 良 無文。

109 深鉢 底部 にぶい黄橙 IOYR7/2 ¢l~3ミリの小 不良 加曽利E 無文。

石

110 深鉢 胴部～ 橙 5YR6/6 ¢1~3ミリの小 良 加曽利E 沈線による縦位の区画がわずかに
底部 石、白色粒多い 見られる。

111 深鉢 胴部～ 浅黄橙 IOYRS/3 ¢ l~2ミリの白 不良 加曽利E 無文。
底部 色粒多い

112 深鉢 底部 浅黄橙 7.5YR8/4 4> 1~3ミリの小 良 加曽利E 無文。横位の整形痕が見られる。

石

113 深鉢 底部 浅黄 2.5Y7/3 細かい砂粒 不良 加曽利E 無文。
114 深鉢 底部 灰白 IOYR8/2 細かい砂粒 不良 加曽利E 無文。
115 深鉢 底部 橙 5YR6/6 細かい砂粒 良 加曽利E 無文。縦位の整形痕が見られる。
116 深鉢 底部 橙 5YR6/6 細かい砂粒 良 加曽利E 無文。縦位の整形痕。
117 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR7/4 白色粒 普通 加曽利E 縦位の整形痕。
118 器台 台面～ にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~3ミリの小 良 加曽利E 上面は、スベスベしている。脚面

脚部 石 は縦位の整形痕。透かし孔を持つ。

119 耳栓 褐灰 7 5YR6/l ¢ lミリの白色 不良 加曽利E

粒

120 土製円盤 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢l~3ミリの小 普通 加曽利E 幅2ミリの平行沈線で条線施文。

石

121 土製円盤 浅黄橙 10YR8/4 細かい砂粒 不良 加曽利E

122 土製円盤 灰黄 2.5Y6/2 細かい砂粒、白 普通一 加曽利E 条線施文。縁辺は、磨っている。

色粒

123 土製円盤 淡黄 2.5Y8/4 細かい砂粒 良 勝坂 幅7ミリの爪形文。
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図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

l深鉢 口縁 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒 普通 RL 横 m群 l類 太さ6ミリの沈線による口縁部楕 舌状突起
円区画。舌状突起内面に「 I」文

の沈線。

2深鉢 口縁 にぶい黄橙 JOYR7/4 細かい砂粒 良 旧群 隆線による弧線を描く。

3深鉢 口縁 暗灰黄 2.5Y5/2 細かい砂粒 普通 旧群 太さ7ミリの浅い沈線が口緑部に

巡る。

4深鉢 口緑 黄褐 2.5Y5/3 ¢ I~2ミリの小 普通 RL 縦 VI群3類 口緑部に微隆起線が巡り口緑部無
石、白色粒多い 横 文帯を区画する。

5深鉢 口縁 明黄褐 10YR7/6 ¢l~2ミリの小 良 RL VI群3類 口緑部に太さ4ミリの沈線による
石 区画線に沿って剌突列が巡る。沈

線による「n」状の文様。
6深鉢 口緑 にぶい黄褐 IOYR5/3 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 縦 VI群3類 口緑部に微隆起線が巡り口縁部無

石、白色粒 横 文帯を区画する。

7深鉢 口緑 浅黄 2 5Y7/3 細かい砂粒 良 加曽利E 無文。
8深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL 横 VI群3類 太さ6ミリの断面三角形の隆線に

石、白色粒 より口縁部無文帯を区画。同じ隆

線で胴部を縦位に区画。磨り消し

縄文による無文帯を作る。

9深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 良 RL 縦 IV群4類 太さ3~4ミリの浅い沈線による縦

位区画。

10 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢l~2ミリの砂 普通 LR 縦 IV群4類 太さ5ミリの沈線による縦位区画。
粒

11 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒 良 RL VI群 l類 太さ5ミリの沈線で梢円文様を描

き、縄文を充填する。無文部は磨

り消し縄文。直前段合撚り。

12 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 細かい白色粒多 良 RL 縦 VI群 l類 太さ2ミリの沈線による長楕円区

し‘ 画。区画内に縄文を充填する。

13 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 細かい砂粒多い 普通 LR 縦 VI群3類 太さ5~6ミリの隆線による縦位区

画。無文帯と縄文帯を交互に作る。
14 深鉢 胴部 灰黄褐 10YR5/2 細かい砂粒 良 VI群3類 断面三角の隆線による文様施文。
15 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒 良 LR VI群 太さ lミリの沈線による楕円区画。
16 深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒 良 VI群 無文。

17 深鉢 胴部 褐灰 10YR6/l ¢1ミリの小石、 良 RL 縦 VI群4類 太さ2ミリの沈線による縦位の区
白色粒 画。

18 深鉢 胴部 黄橙 lOYRS/6 細かい砂粒 普通 LR 横 加曽利E 縄文施文。
19 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒、黒 良 RL 縦 加曽利E 縄文施文。

色粒

20 深鉢 胴部 灰黄褐 10YR5/2 ¢ l~2ミリの小 良 LR 縦 加曽利E 縄文を間隔を開けて帯状に施文し、
石、白色粒 無文部を作る。

21 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 縄文施文。
22 深鉢 胴部 赤褐 5YR4/6 ¢ I~2ミリの白 良 RL 縦 加曽利E 縄文施文。

色粒

23 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/3 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 縄文施文。
24 注口 胴部 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒 良 堀之内 断面三角の太さ2~3ミリの隆線で 25 • 33~35 

渦巻文様を描く。 と同一個体

25 注口 胴部 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒 良 堀之内 断面三角の太さ2~3ミリの隆線で 24 • 33~35 
渦巻文様を描く。 と同一個体

26 深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 ¢1~3ミリの小 良 LR 横 VI群4類 縄文を帯状に施文し、無文部を作
石 る。

27 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~3ミリの小 良 LR 横 VI群4類 縄文を帯状に施文する。
石

28 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群4類 縄文施文。
29 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群4類 縄文施文。
30 深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 普通 加曽利E 無文。
31 深鉢 口縁 浅黄 2 5Y7/4 ¢ l~3ミリの小 良 加曽利E 外面部横位の整形。

石、白色粒
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J-32出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

32 両耳壺 完形 にぶい橙 5YR7/3 </JI~3ミリの小 普通 LR 横 V11群2類 頸部に断面二角の隆線が巡り、ロ 橋状把手

石、白色粒多い 縦 縁部無文帯を区画する。橋状把手

が付く。

33 注口 注口部 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒 良 堀之内 断面三角の太さ2~3ミリの隆線で 24 • 25 • 34 • 
渦巻文様を描く 。 35と同一個体

34 注口 口縁 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒 良 堀之内 断面二角の太さ2~3ミリの隆線で 24 • 25 • 33 • 
渦巻文様を描く 。紐をかける突起 35と同一個体

が付けられる。

35 注口 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒 良 堀之内 断面三角の太さ2~3ミリの隆線で 24 • 25 • 33 • 
渦巻文様を描く。 34と同一個体

36 土製円盤 にぶい黄褐 10YR5/3 細かい砂粒 良 加曽利E 外緑を打ち欠いて成形している。

J-44出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口縁～ にぶい黄褐 lOYRS/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 IV群 l類 口緑部太さ 10ミリの隆線により横

胴部 位梢円。渦巻、「の」文の区画。

胴部は、太さ7ミリの沈線2本を対

にした縦位の区画。

2器台 脚 灰白 2.5Y8/2 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 無文。整形痕。

石粒

3深鉢 口縁 淡黄 2.5Y8/4 細かい砂粒、角 良 加曽利E 口縁部無文帯横位の整形。頸部に

閃石 太さ 10ミリの沈線が巡る。

4深鉢 胴部 橙 7 5YR7/6 ¢ lミリ前後の 普通 LR 縦 VIII群2類 弧線状の隆帯貼付後太さ4ミリの

小石 沈線により隆帯中央とそれに沿う

ように外側を施文する。

5深鉢 口縁 明赤褐 2.5YR5/6 ¢lミリ前後の 普通 LR 横 m群2類 頸部に太さ6ミリの隆線による三
砂粒 角状区画とそれに沿う 1条の沈線

文。 日縁部太さ3ミリの沈線が施

文。

6深鉢 胴部 灰白 2.5Y8/2 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 m群2類 頸部太さ7ミリの隆起線により横
石粒 位区画。胴部に沈線が垂下する。

縄文は、 0段多条。

7深鉢 口縁～ 灰白 5YS/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 V111群4類 頸部に太さ6ミリの隆起線により

胴部 石粒 斜 弧状区画。胴部は、太さ7ミリの

沈線2本を対にして縦位の区画。

8深鉢 胴部 灰白 lOYRS/2 ¢ lミリ前後の 普通 旧群2類 櫛状工具による条線文。

砂粒、軽石粒

9深鉢 胴部 淡黄 5Y8/3 細かい砂粒、軽 普通 m群2類 胴部太さ3ミリの沈線による縦位
石粒 の区画。

10 深鉢 胴部 にぶい赤褐 2 5YR5/4 ¢ 1ミリ前後の 普通 RL 縦 皿群2類 胴部太さ4ミリの3条］組の沈線に

小石、角閃石 よる縦位の区画。

J-51出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口縁 灰黄褐 IOYR4/2 </JIミリの砂粒、 普通 勝坂 口縁部幅5ミリの半戟竹管による

軽石粒 爪形文。

2深鉢 口緑 黒褐 10YR3/2 細かい砂粒、軽 普通 V群2類 口縁部波状で、棒状工具による刺

石粒 突が横位に巡る。

3深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢lミリの砂粒 良 V群2類 口縁部太さ3ミリの2本の沈線を横

位に巡らし、その間をペン先状工

具で剌突。頸部は、太さ5ミリの

沈線により弧状区画。
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J-51出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

4深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR5/4 ¢ 1ミリの砂粒、 良 V群2類 口縁部太さ2ミリの2条の沈線によ

軽石粒 り横位施文。その間に竹管による

円形の剌突を巡らす。下部には、

幅2ミリの平行沈線により 三角の

文様区画。

5深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 ¢ lミリの砂粒、 普通 LR 横 N群3類 胴部太さ7ミリの沈線による縦位

軽石粒 区画。

6深鉢 胴部～ にぶい黄 2 5Y6/4 細かい砂粒 普通 LR 縦 N群3類 無文。

底部

7深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 IV群3類 胴部太さ5ミリの沈線による縦位

石粒 区画。

8深鉢 口緑～ にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢l~2ミリの砂 良 RL m群2類 口縁部に太さ 10~12ミリの沈線に
胴部 粒 よる楕円区画。頸部に沈線が巡り、

口縁部文様との間に無文帯を持つ。

胴部は、楕円区画。文様間に磨り

消し縄文による無文帯。

9深鉢 口縁～ にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~2ミリの砂 普通 RL 縦 皿群 1類 4単位の突起。突起下に円形の文

胴部 粒 様と楕円区画。胴部は、太さ4~6

ミリの沈線による縦位の区画。磨

り消し縄文による無文帯を作る。

J-65出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口縁～ 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒 良 RL 縦 II群 口緑部楕円区画。胴部は、太さ4底部欠損

胴部 ミリの沈線による縦位の区画。区

画間に「U」「nJ状の文様。
2深鉢 口縁～ 浅黄橙 7.5YR8/3 ¢l~3ミリの小 良 LR 縦 N群2類 太い隆・沈線による「のJ文を連

胴部 石 続させた楕円区画。胴部は、太さ

5ミリの沈線3条による縦位区画。

3深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR5/4 細かい砂粒、軽 良 阿玉台 口縁部隆線により三角形モチーフ

石粒、金雲母 とそれに沿う2列の半載竹管によ

る押し引き文。

4深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢lミリの砂粒、 普通 勝坂 口緑部太さ3ミリの沈線を横位施

軽石粒 文後、ペン先状工具により剌突列

を等間隔に巡らす。

5深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢lミリの砂粒、 普通 阿玉台 口緑部ペン先状工具により2列の

金雲母 押し引き列を施文し、半月状の区

画。幅15ミリの刻み列。

6深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 ¢l~2ミリの砂 不良 L I群 太さ4ミリの沈線3条とその間の太

粒 さ6ミリの2条の隆線による弧状

区画。撚糸。

7深鉢 口緑 にぶい褐 7.5YR5/4 ¢lミリの砂粒、 普通 勝坂 口縁部太さ6ミリの隆線により縦

軽石粒 位の区画。頸部2条の隆線を横位

に貼り付け上部隆線には交互剌突

を巡らす。

8深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢1~3ミリの小 普通 阿玉台 太さ5ミリの隆線とそれに沿う半

石、石英、金雲 載竹管により 2条の波状沈線と2

母 条の横位沈線を巡らす。

9深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒、軽 普通 阿玉台 胴部幅10ミリの刻み列を横位施文

石粒、金雲母 する。

10 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒、軽 普通 阿玉台 口縁部隆線により二重の渦巻文様。

石粒 頸部に太さ8ミリの隆線による楕

円区画。

11 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 ¢l~3ミリの小 普通 勝坂 太さ7ミリの隆線により 三角形の

石 区画。上面半載竹管による爪形文。

隆線に沿って刻み列を施文する。
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J-65出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎 土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

12 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR5/4 ¢lミリの砂粒 普通 R 勝坂 撚糸地文。

13 深鉢 口縁 にぶい赤褐 5YR4/3 ¢lミリの砂粒 普通一 勝坂 口緑部無文帯。横位の整形。

14 深鉢 口緑 にぶい赤褐 5YR4/3 ¢lミリの砂粒 不良 勝坂 口緑部無文帯。横位の整形。

15 深鉢 口縁 にぶい黄褐 IOYR5/3 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 口緑部太さ3ミリの沈線による横

軽石粒 位楕円区画。

16 深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒、軽 良 RL 横 加曽利E 口緑部太さ5ミリの沈線と隆線に

石粒、角閃石 よる梢円区画。

17 深鉢 口縁 明褐 7.5YR5/6 ¢1ミリの砂粒、 普通 加曽利E 口縁部太さ 10ミリの隆線とその下

軽石粒 部には太さ20ミリの隆線を横位

に貼りその上に2条の沈線を施文。

18 深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢lミリの砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 口縁部太さ8ミリの隆線とそれに

沿う両側の沈線による渦巻状区画。

19 深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 加曽利E 口縁部太さ5ミリの沈線による弧

石粒 状区画。

20 深鉢 口縁 明褐 7.5YR5/6 ¢lミリの砂粒 良 加曽利E 口縁部太さ8ミリの沈線とその間

に隆線による楕円区画。区画内に

櫛状工具による条線を充填する。

21 深鉢 口縁 明褐 7.5YR5/6 ¢lミリの砂粒、 普通 加曽利E 口緑部太さ6ミリの隆線とそれに

角閃石 沿う太さ7ミリの沈線による横位

渦巻文様。

22 深鉢 胴部 灰黄 2.5Y7/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 I11群 太さ5ミリの沈線による横位の区

石粒 横 画。区画下から垂下する沈線によ

る縦位の区画。

23 深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 皿群 口緑部太さ 10ミリの隆線とそれに

軽石粒 沿う内側の太さ4ミリの沈線によ

る横位楕円区画。

24 深鉢 胴部 褐灰 10YR4/l ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線による縦位区画。

軽石粒

25 深鉢 胴部 橙 7.5YR6/6 細かい砂粒、軽 不良 RL 縦 加曽利E 沈線による縦位区画。

石粒

26 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ3ミリの沈線による縦位

軽石粒 区画。

27 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒、軽 不良 加曽利E 頸部太さ 10ミリの隆線により楕円

石粒 区画文。区画内は、剌突を充填。

胴部は、太さ5ミリの沈線により

縦位の区画。刺突を充填する区画

と磨り消し縄文の区画。

28 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/3 ¢ 1~2ミリの砂 普通 RL 縦 加曽利E 幅8ミリの半戟竹管により平行沈

粒、軽石粒 線を縦位施文する。

29 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ5ミリの沈線による縦位

軽石粒 の区画。

30 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 太さ3ミリの2条の沈線を対にして

縦位の区画。磨り消し縄文による

無文帯。

31 深鉢 胴部 灰白 2 5Y8/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線により縦位区画。

石粒、角閃石

32 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒、角 普通 LR 縦 加曽利E 腸部太さ3ミリの2条の沈線を対に

閃石 して縦位区画。磨り消し縄文によ

る無文帯。

33 深鉢 胴部 灰黄 2 5Y6/2 細かい砂粒、軽 良 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線による縦位区画。

石粒

34 深鉢 胴部 灰褐 7.5YR4/2 ¢l~2ミリの砂 普通 LRL 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線による縦位区画。

粒、軽石粒 磨り消し縄文による無文帯。

35 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢1ミリの砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線による縦位区画。

36 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 口縁部太さ4ミリの沈線により横

位の楕円区画。胴部は、同じ沈線

により縦位の区画、磨り消し縄文

により無文部を作る。
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J-65出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

37 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR6/4 ¢l~2ミリの砂 良 RL 縦 加曽利E 胴部太さ3ミリの2条の沈線を対に
粒 して縦位の区画。磨り消し縄文に

よる無文帯。

38 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢l~2ミリの砂 普通 加曽利E 口緑部太さ7ミリの沈線により横
粒、軽石粒 位楕円区画。区画内半載竹管によ

る平行沈線を充填。胴部太さ4ミ

リの沈線による縦位の区画。

39 深鉢 胴部 褐 7 5YR4/6 ¢l~2ミリの砂 良 加曽利E 太さ5ミリの沈線による横位区画。
粒、軽石粒 地文は、櫛状工具による条線文。

40 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒、軽 良 加曽利E 櫛状工具による条線文施文後太さ
石粒 7ミリの沈線を3条ずつ2組横位施

文する。

41 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、軽 普通 VllI群4類 胴部太さ3ミリの沈線により縦位

石粒 の波状沈線。縦位の刺突とヘラ状

工具による縦位の条線。

42 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢ Iミリの砂粒 普通 珊群4類 太さ3ミリの3条の沈線により横

位区画。沈線間に刻み列を巡らす。

43 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 ¢]ミリの砂粒、 良 LR 縦 加曽利E 縄文施文。
軽石粒

44 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 ¢l~2ミリの砂 普通 RL 縦

粒

45 深鉢 底部 にぶい褐 7.5YR5/4 ¢l~3ミリの砂 普通 加曽利E 外面整形。
粒、軽石粒

46 深鉢 底部 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒 普通 加曽利E 無文。
47 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E 胴下部太さ3ミリの沈線による縦

底部 石粒 位の区画。
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J-66出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 胴部 明褐 7 5YR5/6 ¢ 1~2ミリの小 普通一 勝坂 太さ8~10ミリの隆線による横位

石 の区画、 三角形の区画を作る。

2深鉢 口縁 橙 7.5YR7/6 ¢l~3ミリの小 不良一 l群 口緑部に交互刺突による連続「コ」

石 の字文。

3深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 良 LR 加曽利E 隆線による弧線区画。

4深鉢 胴部 にぶい赤褐 5YR4/3 ¢l~3ミリの小 良 加曽利E 太さ4ミリの沈線が頸部に巡り、

石、砂粒 無文帯を区画する。

5深鉢 胴部 褐 7.5YR4/3 ¢ l~2ミリの小 良 加曽利E 頸部に沈線が巡り無文帯を作る。

石

6深鉢 胴部 橙 5YR6/6 ¢ l~2ミリの白 不良 LR ]群 撚糸。

色粒

7深鉢 胴部 にぶい赤褐 5YR4/4 細かい砂粒 良 LR ［群 幅6ミリの平行沈線による胴部の

文様区画。撚糸。

8深鉢 胴部 赤褐 2.5YR4/6 t/>l~2ミリの小 良 LR I群 細い沈線で胴部を横位に区画。隆

石 線による半円の区画。撚糸。

9深鉢 胴部 橙 5YR6/6 ¢1~2ミリの小 不良 LR I群 撚糸。

石、白色粒

10 深鉢 口縁 暗赤褐 2.5YR3/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL I群 隆線による渦巻文様。楕円区画。

石

11 深鉢 口縁 暗褐 7.5YR3/3 ¢ l~3ミリの小 良 ]群 隆線による施文。口縁部に双円の

石 突起。

12 深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 良 LR l群 太さ3~4ミリの隆線により「のJ

の文様を連結させ半円形状の区画

を作る。頸部には隆線で横位の区

画。撚糸。

13 深鉢 口縁 黄橙 lOYR8/6 細かい砂粒 良 RL 横 I群 口縁に太さ4ミリの沈線が巡る。

太さ3~4ミリの隆線による半円状

の区画と波状の垂線が施文される。

14 深鉢 口縁 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒多い 良 m群 l類 小波状口縁になる。 口縁部に楕円
区画。

15 深鉢 口縁～ 黒褐 7 5YR3/2 ¢l~3ミリの小 普通 RL 縦 皿群2類 太さ8ミリの隆・沈線により口縁部 ほぽ完形

胴部 石 を楕円区画。胴部は太さ7ミリの

沈線を垂下させ縦位の区画。磨り

消し縄文により縄文施文部と無文

部を交互に作る。

16 深鉢 口縁 黄橙 IOYRS/6 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 縦 m群2類 太さ10ミリの沈線が口緑部に巡る。
石、白色粒 横 太さ5~6ミリの隆線で楕円区画

を作り区画内に縄文を充填する。

17 深鉢 口縁 褐 7 5YR4/4 細かい砂粒 良 皿群2類 口縁部に隆線で横位の区画。

18 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ 1~2ミリの小 普通 RL 横 皿群2類 太さ12ミリの沈線で口緑部を区画。

石

19 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒 良 RL 縦 皿群2類 太さ12ミリの沈線で口緑部を区画。

20 深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 ¢1~3ミリの小 普通 RL 縦 皿群2類 太さ7~8ミリの沈線により口縁部

石、白色粒 横 区画。胴部は、 2条対になる沈線

で縦位の区画。

21 深鉢 脂部 にぶい黄褐 10YR5/4 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 太さ7ミリの沈線により2条対にな

石 る沈線で縦位の区画。

22 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 ¢l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ6~7ミリの沈線による縦位の

石 区画。

23 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 ¢l~2ミリの白 良 LR 加曽利E 太さ lミリの沈線による区画。区

色粒 画内に縄文を充填。

24 深鉢 胴部 黄橙 IOYRS/6 細かい砂粒 不良 加曽利E 沈線による縦位の区画。

25 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢l~2ミリの砂 良 RL 縦 加曽利E 太さ7~8ミリの沈線で無文帯を作

粒 り、縦位の区画。
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第95図 J -66出土土器 (2)

J-66出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記 号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

26 深鉢 胴部 明黄褐 10YR7/6 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3~4ミリの沈線3条で無文帯

石 を作り、縦位の区画。

27 深鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/4 細かい砂粒 不良 RL 縦 N群2類 口緑部は隆・沈線による楕円区画。 口縁 ・底

胴部は太さ6~8ミリの沈線で縦位 部欠損

の区画。磨り消し縄文により縄文

施文部と無文部を交互に作る。

28 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR7/4 細かい砂粒 良 Rし 縦 加曽利E 縄文を縦位に帯状に施文。

29 深鉢 胴部 灰黄褐 10YR5/2 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 斜 加曽利E 沈線による縦位の区画。縄文を斜

石 位方向に帯状に施文。

30 深鉢 胴部 暗赤褐 5YR3/2 細かい砂粒 良 加曽利E 細い沈線で縦位に乱雑に施文。

31 土製円盤 にぶい赤褐 5YR4/4 <Pl~2ミリの小 良 縁辺を打ち欠いて円盤に加工して

石、金雲母 しヽる。

32 土製円盤 明黄褐 10YR6/6 ¢ 1~2ミリの白 良 縁辺を打ち欠いて円盤に加工して

色粒 しヽる。

33 土製円盤 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢ 1~2ミリの白 良 緑辺を打ち欠いて円盤に加工して

色粒 しヽる。

34 土製円盤 浅黄橙 10YR8/4 ¢ 1ミリの白色 良 縁辺を打ち欠いて円盤に加工して

粒多い しヽる。

35 注口 注口 黄褐 2.5Y5/3 細かい砂粒 良 堀之内 無文。
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J-67出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号・ 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

l深鉢 口縁 にぶい黄褐 IOYR5/3 ¢lミリの砂粒、 不良 LR 縦 VI群1類 口縁部太さ3ミリの沈線による横
軽石粒 横 位区画。頸部から胴部に方形状区

画。

2深鉢 口縁 黒褐 10YR3/2 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 VI群 1類 口縁部ペン先状工具による刺突列。
軽石粒 横 その下部に太さ3ミリの沈線によ

り横位施文。胴部太さ2ミリの沈

線により波状区画。

3深鉢 口緑 灰黄褐 !OYR4/2 細かい砂粒、角 普通 VI群 l類 口縁部¢5ミリの棒状工具による
閃石 刺突列。太さ4ミリの沈線による

rn」状の文様。
4深鉢 口縁 浅黄 2.5Y7 /3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群 1類 口縁部波状。太さ5ミリの隆線に

石粒、角閃石 より横位区画。区画から連続して

渦巻状文様を構成する。
5両耳壺 口縁 浅黄 2 5Y7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群2類 口縁部無文帯横位の整形。頸部太 橋状把手

石粒 横 さ3ミリの隆線による横位半月状

の区画と幅50ミリの橋状把手。
6深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR6/3 ¢ l ~2ミリの 普通 RL 横 VI群 l類 口縁部無文帯。横位の整形。頸部

砂粒、軽石粒 太さ7ミリの隆線による横位区画。
7深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、軽 普通 VI群 1類 口縁部無文帯。横位の整形。

石粒、角閃石

8深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/4 cplミリの砂粒、 普通 RL 縦 VI群 1類 口緑部無文帯に太さ3ミリの沈線
軽石粒 が巡る。胴部は「n」状の文様。

9深鉢 口縁 褐灰 10YR4/l 細かい砂粒、軽 良 RL 縦 VI群 l類 口縁波状。太さ2ミリの沈線によ
石粒 横 り横位区画・楕円区画。磨り消し

縄文。

10 深鉢 口縁 浅黄 2 5Y7/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群3類 口縁部太さ3ミリの隆線による横 舌状突起
石粒 横 位区画と弧線状区画。 赤色塗彩

II 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 l類 口縁部無文帯横位の整形。頸部太
石粒 斜 さ4ミリの隆線による横位の区画。

12 深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR5/4 ¢ l~3ミリの 普通 阿玉台 幅12ミリの刻み列。
砂粒、金雲母

13 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位の区画。
14 深鉢 胴部 黒褐 10YR3/2 ¢1ミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ5ミリの沈線による縦位

軽石粒 の区画と「U」「n」状文様。
15 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/8 ¢ Iミリの砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ7ミリの沈線とその間の

斜 隆起線による重弧状区画。

16 深鉢 胴部 橙 7 5YR7/6 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 胴部太さ2ミリの沈線による縦位
の区画。 0段多条。

17 深鉢 胴部 明黄褐 10YR7/6 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ3ミリの沈線による縦位
の区画と「U」「n」状の文様。

18 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒 不良 LR 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位の区

画。 0段多条。
19 深鉢 把手 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒、角 普通 加曽利E 幅40ミリの橋状把手。中央部に太 橋状把手

閃石 さ7ミリの沈線。
20 深鉢 胴部 明黄褐 10YR6/6 ¢ l ~3ミリの 普通 LR 縦 加曽利E 太さ4ミリの断面三角の隆線によ

砂粒、小石 る縦位の区画。

21 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 ¢ lミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 太さ2ミリの断面三角の隆線によ
軽石粒 る重弧状区画。

22 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による楕円区画
軽石粒 と「n」状の文様。

23 深鉢 胴部 明黄褐 IOYR7/6 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 縄文を帯状に施文。
石粒 斜

24 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢ l ~3ミリの 普通 加曽利E 無文。
砂粒、小石

25 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒 普通 加曽利E 無文。
26 深鉢 底部 灰白 5Y7/2 ¢ l~3ミリの小 普通 LR 加曽利E 太さ lミリの沈線による縦位の区

石、白色粒多い 画。
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第4章出土追物

J-68出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 吾＂7し 方ロ 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

1深鉢 口縁～ 灰白 7 5YR8/2 c/>I~2ミリの小 不良 VIII群4類 櫛状工具による条線。 底部欠損
胴部 石多い

2深鉢 胴部 浅黄橙・暗 7 5YR8/4 ¢l~3ミリの小 普通 RL 縦 旧群2類 太さ7~8ミリの隆線2条を対にし 口縁・底
褐 7.5YR3/3 石、白色粒 て、口緑部に楕円区画を作る。頸 部欠損

部のくびれ部には櫛状工具による

波状文が施文される。
3深鉢 口緑～ にぶい橙 5YR7/3 ¢ 1~3ミリの小 普通 RL 縦 VI群 1類 口縁に隆線による楕円区画。太さ

胴部 石、白色粒多い 横 4ミリの沈線による「U」「n」状
の文様施文。区画内は磨り消し縄

文による無文帯。
4深鉢 ほぼ完 赤褐 2.5YR4/6 ¢l~3ミリの小 良 IV群 口緑部に太さlミリの沈線が巡る。

形 石、白色粒 器面は、縦位の整形。

5深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR7/4 ¢l~3ミリの小 良 RL 縦 N群 太さ3~5ミリの断面三角の隆線
石、白色粒 による楕円区画と胴部磨り消し縄

文による「n」状文様。
6両耳壺 口縁～ にぶい褐 7 5YR5/3 ¢l~3ミリの小 普通 RL 縦 V11群2類 頸部に低い隆線が巡り口緑無文帯 橋状把手

胴部 石、白色粒 を区画する。胴部は、縄文施文。 ほぽ完形

橋状把手が一対付けられる。
7深鉢 胴部～ にぶい橙 7 5YR7/4 ¢ 1~2ミリの小 良 RL 縦 VI群3類 断面三角の太さ8ミリの隆線によ

底部 石、白色粒 る縦位の区画。

8深鉢 口緑～ 浅黄橙 7 5YR8/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL 横 VI群 1類 太さ5ミリの断面三角の隆線によ
胴部 石、黒色粒 縦 る楕円区画文様。隆帯間に幅広の

磨り消し縄文による無文帯を作る。
9深鉢 口縁 淡黄 2 5Y8/4 細かい砂粒 良 RL 横 ll1群2類 太さ6~8ミリの沈線で楕円区画

縦 を作る。口縁文様帯から胴部に縦

位の沈線が施文される。

10 深鉢 口縁 橙 7.5YR7/6 ¢l~3ミリの小 普通 LR m群 l類 太さ6~8ミリの沈線による渦巻文。 赤色塗彩
石、白色粒、雲

母

11 深鉢 口縁 淡黄 2 5Y8/4 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 縦 旧群 太さ6ミリの沈線による楕円区画。
石、 白色粒 横

12 深鉢 口縁～ 淡黄 2.5Y8/4 ¢l~3ミリの小 良 RL m群2類 波状口緑で、頂部に突起が付く。
胴部 石 太さ6ミリの沈線で口緑部楕円区

画。胴部は、太さ4ミリの沈線で

縦位の区画。磨り消し縄文による

無文帯。

13 深鉢 口緑 にぶい黄褐 1 OYR5/4 ¢ I~3ミリの小 普通 RL m群 l類 口縁部波状になり舌状の突起。太 舌状突起
石 さ4~6ミリの沈線で楕円区画。 21と同一

個体

14 深鉢 口緑～ 灰白 2 5Y8/2 細かい白色粒 良 RL 縦 m群 隆・沈線による口縁部楕円区画。

胴部 横 胴部太さ6ミリの沈線による蕨手

文。

15 深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢ l~3ミリの小 良 m群 浅く太い沈線による文様施文。 舌状突起

石、 白色粒

16 深鉢 口縁 淡黄 2 5Y8/3 細かい砂粒 不良 LR 横 m群 太さ6ミリの沈線による楕円文様

区画。

17 深鉢 口縁 橙 7 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 m群 口緑に太さ 12ミリの沈線で文様
石 横 区画。

18 深鉢 口縁 にぶい褐 7 5YR5/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL 縦 川群 太さ6~8ミリの沈線による楕円
石 区画。胴部は、縦位の区画。

19 深鉢 口緑 浅黄橙 IOYRS/3 細かい白色粒 良 RL 横 m群 口緑に太さ7ミリの沈線による文

様区画。

20 深鉢 口縁 淡黄 2.5Y8/3 ¢l~2ミリの小 普通 RL I11群 太さ4~8ミリの沈線による渦巻文。
石、白色粒

』
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J-68出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色 調 記号 胎 土 焼成

地文 施文
分 類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

21 深鉢 口縁 オリーブ黒 10Y3/l ¢ l~3ミリの小 良 RL ll1群 1類 太さ6~10ミリの沈線で楕円文様 舌状突起

石、白色粒 を描く 。突起部には r(/)」状の文 13と同一

様。 個体

22 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~3ミリの小 良 RL 加曽利E 太さ7~8ミリの隆線による梢円

石、 白色粒 区画。区画内に縄文施文。

23 深鉢 口縁～ 暗赤褐 5YR3/3 ¢1~2ミリ の小 良 V111群4類 太さ8ミリ の沈線が口縁部に巡る。

胴部 石 その下位に ¢8ミリの円錐状にな

る刺突を2列加え、沈線3条を鋸

歯状に施文。 地文は、条線。

24 深鉢 口緑 にぶい黄褐 10YR5/3 砂粒多い 普通 RL 加曽利E 太さ5~8ミリの沈線による梢円

区画。

25 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢lミリの小石、 普通 RL 加曽利E 波状口縁。隆線と沈線による楕円

白色粒 区画。

26 深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR7/3 細かい白色粒 普通 RL 加曽利E 口緑部太さ6ミリの断面三角の隆

線が巡り、口緑部を区画する。横

位の隆線から縦位の隆線が接続す

る。

27 深鉢 口緑 淡黄 2.5Y8/3 ¢1~3ミリの小 普通 RL VI群3類 太さ10ミリの隆線が口縁部に巡る。

石 胴部は、 隆線による楕円区画。

28 深鉢 口緑 黒褐 10YR3/2 ¢ l~2ミリの小 普通 しR 縦 VI群3類 口縁部に断面二角で太さ5ミリの

石、白色粒 横 隆線が巡り 、区画する。

29 g ー 口縁 橙 7 5YR7/6 ¢ l~3ミリの小 普通 VI群3類 幅2ミリの平行沈線を数本重ねて

石 弧線を引いている。把手が付けら

れるが欠損している。

30 深鉢 口縁 浅黄橙 IOYRS/4 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 VI群l類 太さ6ミリの隆線と沈線で口縁部

石 横 を区画する。胴部には、太さ5ミ

リの沈線が巡る。

31 深鉢 口縁 淡黄 2.5Y8/3 ¢1ミリの小石、 普通 RL 斜 VI群3類 太さ 10ミリの断面三角の隆線が

白色粒 口緑部に巡る。胴部は、隆線2条

を対にして弧線が施文される。

32 深鉢 口縁 浅黄橙 lOYRS/3 ¢l~2ミリの小 良 RL VI群3類 太さ10ミリの沈線が口縁に巡る。

石、白色粒 胴部には、断面三角の太さ5ミリ

の隆線による楕円区画。

33 深鉢 口縁 橙 5YR6/8 細かい白色粒 不良 加曽利E 太さ8ミリの沈線が口縁に巡る。

34 深鉢 口緑 浅黄橙 10YR8/4 白色粒 良 RL VI群3類 太さ6~10ミリ の沈線で楕円文様

を描く 。

35 深鉢 口緑 淡黄 2.5Y8/3 細かい白色粒多 不良 RL VI群3類 口緑部に隆線が巡る。楕円区画の

し‘ 文様を描く 。

36 深鉢 口緑 浅黄橙 IOYRS/3 ¢ 1~2ミリの小 良 R1、 VI群3類 口縁部に太さ5ミリの断面二角の

石、白色粒 隆線が巡り、無文帯を区画する。

37 深鉢 口縁 暗灰黄 2.5Y5/2 細かい砂粒、黄 良 Rl、 縦 VI群l類 波状口緑の頂部から粘土紐による

色粒 突起が貼り付けられる。口緑部に

は、刺突列2条が巡る。

38 深鉢 口縁 浅黄橙 IOYRS/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群l類 口縁部に太さ6ミリの沈線が巡る。

横 同じ沈線で楕円区画。

39 深鉢 口緑 黒褐 7 5YR2/2 細かい白色粒 良 RL VI群l類 口緑に2条の剌突列を持つ。太さ

2ミリの沈線による 「n」状の文
様。

40 浅鉢 口縁 褐 7.5YR4/4 細かい白色粒 普通 加曽利E 外面横位の整形。

41 浅鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢ lミリの白色 普通 加曽利E 外面横方向の整形。

粒

42 浅鉢 口縁 橙 5YR6/8 細かい白色粒 良 加曽利E 外面横方向の整形。

43 浅鉢 口縁 浅黄橙 10YR8/4 ¢l~3ミリの小 不良 加曽利E 外面横方向の整形。

石、 白色粒

44 浅鉢 口緑 橙 5YR6/8 ¢ l~3ミリの白 普通 加曽利E 内外面横位のミガキ整形。

色粒

45 浅鉢 口縁 淡黄 2 5Y8/3 ¢1ミリの小石、 普通 加曽利E 内外面横位の整形。

白色粒

46 浅鉢 口縁 淡黄 2.5Y8/3 細かい白色粒 不良 加曽利E 無文。 横位の整形。
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図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備 考

No 原体 方向

47 両耳壺 口緑 黄橙 lOYRS/6 4> 1~2ミリの小 良 RL VI群2類 太さ 10ミリの沈線による渦巻文 橋状把手

石 が口縁に沿って施文される。胴部

は、 「n」状の文様。把手には
fl」状の沈線文。

48 両耳壺 把手 淡黄 2 5Y8/3 ¢l~2ミリの小 良 RL VI群2類 把手部に「 I」状に太く 浅い沈線 橋状把手

石、白色粒 による文様。

49 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 細かい白色粒、 不良 VIII群4類 浅い条線が波状に施文される。

小石

50 深鉢 突起 淡黄 2 5Y8/3 細かい白色粒多 良 m群 表面に浅い沈線による文様施文。

し、

51 深鉢 突起 淡黄 2 5Y8/3 細かい白色粒 不良 LR m群2類 波状口縁突起。カップ状に凹む。
52 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/3 ¢ l~3ミリの小 不良 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線による文様区画。

石、黄色粒 「U」「n」状の文様。磨り消し縄
文による無文帯。

53 深鉢 胴部 浅黄橙 I OYRS/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ5~7ミリの沈線による縦位

石 の区画。磨り消し縄文部には、沈

線で「 I」の文様が施文される。

54 深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 細かい砂粒 不良 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの浅い沈線で縦位に区

画。

55 深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/4 白色粒多い 普通 RL 縦 加曽利E 太さ6~8ミリの隆線2条を対にし
て縦位区画を作る。

56 深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 細かい白色粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの断面三角の隆線によ
る縦位の区画。

57 深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 ¢1~3ミリの小 良 加曽利E 太さ3~4ミリの断面三角の隆線2

石 条を対にして縦位の区画。

58 深鉢 胴部 灰黄 2.5Y6/2 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ6~8ミリの浅い沈線で縦位

の区画。

59 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/4 細かい白色粒 良 RL 縦 加曽利E 太さ8ミリの隆線が縦位に施文。

60 深鉢 胴部 黄灰 2 5Y4/l 細かい白色粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ 15ミリの粘土紐を貼り付け
縦位の区画を作る。

61 深鉢 胴部 灰白 10YR7/l 細かい白色粒 良 RL 縦 加曽利E 太さ6ミリの隆線が2条対になり、
縦位の区画。

62 深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 細かい白色粒多 不良 RL 縦 加曽利E 太さ6ミリの断面三角の隆線が横
し、 位に巡る。

63 深鉢 胴部 黄灰 2.5Y5/l ¢ l~2ミリの小 良 RL 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区

石、白色粒 画。

64 深鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/4 ¢1~3ミリの小 不良 LR 加曽利E 太さ3ミリの沈線2条を対にして

石、白色粒 縦位の区画をする。

65 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/3 白色粒多い 不良 RLR 縦 加曽利E 縄文原体は、複節になる。太さ5

~6ミリの沈線3条による縦位の

区画。

66 深鉢 胴部 黄褐 10YR5/6 細かい砂粒 良 RL 加曽利E 太い隆線で横位の区画。

67 深鉢 胴部 橙 7.5YR7/6 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ 5ミリの沈線2本を対にして

石 縦位の区画。磨り消し縄文による

無文帯。縄文原体は、前段で太さ

の異なるものを使用。

68 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR7/4 細かい白色粒多 不良 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位の区

し‘ 画。地文条線。

69 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒多い 不良 加曽利E 細い沈線による条線が縦位に施文

される。

70 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい白色粒 普通 RL 縦 加曽利E 隆線2条を対にして縦位の区画。

71 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 太さ6ミリの沈線による縦位の区

画。

72 深鉢 底部 にぶい赤褐 5YR5/4 </ll~2ミリの小 普通一 加曽利E 無文。外面縦位の整形。

石、砂粒

73 深鉢 胴部 橙 5YR6/6 ¢ l~3ミリの白 良 VIII群4類 太さ5~6ミリの沈線3条が横位に

色粒 巡る。地文条線。

74 深鉢 胴部 浅黄橙 IOYR8/4 ¢ l~3ミリの小 普通一 瀧群2類 幅10ミリに6条の条線の入るエ具

石 で波状に施文。
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75 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/3 ¢ l~2ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 断面三角の太さ8ミリの隆線によ
石、白色粒 る縦位弧線文様。

76 深鉢 胴部 明赤褐 2 5YR5/6 ¢l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ7~8ミリの浅い沈線による
石、白色粒 縦位の区画。

77 深鉢 胴部 淡黄 2 5Y8/4 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 縄文を無文帯と交互に帯状に施文。

石

78 深鉢 胴部 明黄褐 10YR7/6 細かい砂粒 不良 加曽利E 太さ2ミリの沈線による縦位の区

画。

79 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 良 加曽利E 太さ3ミリの浅い沈線による縦位

の区画。

80 深鉢 底部 にぶい黄 2.5Y6/3 細かい砂粒 不良 加曽利E 太さ 1~2ミリの沈線による縦位

の区画。

81 深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR5/2 ¢ l~2ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線による弧線。
石、臼色粒 横

82 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢ 1~5ミリの小 良 RL 縦 VI群 1類 太さ4ミリの沈線で弧線・垂線を引
石、白色粒 き、磨り消し縄文による文様施文。

83 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR7/4 ¢ 1~3ミリの小 良 RL 縦 VI群 1類 太さ3ミリの沈線による曲線・弧
石、白色粒 線の区画。

84 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~3ミリの小 不良 RL VI群 l類 太さ3ミリの沈線による楕円区画。

石

85 深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 細かい白色粒 普通 RL 横 VI群 l類 太さ4ミリの沈線による楕円区画。
無文部は、磨り消し縄文。

86 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR6/4 細かい砂粒、白 良 RL 縦 VI群 l類 太さ4ミリの沈線による楕円区画。
色粒 無文部は、縦位の整形による磨り

消し縄文。

87 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 良 LR 縦 VI群 1類 太さ3ミリの沈線による文様区画。

石、黄色粒 「U」「n」状の文様。磨り消し縄
文による無文帯。

88 深鉢 口緑 黄褐 2.5Y5/4 ¢l~3ミリの小 良 阿玉台 口緑部に帯状に粘土紐を貼り付け

石、雲母 突起を作る。接合痕が残る。

89 深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR4/3 白色粒多い 良 阿玉台 粘土紐による「XJ字状の貼り付
け。これに沿ってペン先状刺突。

90 深鉢 胴部 橙 7 5YR7/6 細かい砂粒 普通 勝坂 太い隆線が弧状に付けられそれに

沿って、幅10ミリの刻み列と、

幅3ミリの結節沈線が2条施文さ

れる。

91 深鉢 口縁 にぶい赤褐 5YR4/3 ¢ I~3ミリの小 良 阿玉台 太い隆線に刻みを加える。

石多い、雲母

92 深鉢 胴部 橙 5YR6/6 ¢ ]ミリの黄色 良 阿玉台 太さ4ミリの押し引き沈線により、

粒 渦巻文様を描く。

93 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR7/4 ¢ l~3ミリの小 良 阿玉台 太さ2ミリの押し引きによる結節

石、金雲母 沈線が2条対になって施文される。

94 深鉢 胴部 明赤褐 2.5YR5/6 細かい砂粒 良 阿玉台 太さ2ミリの沈線による縦位の区

画。太さ lミリの細い結節沈線。

95 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 白色粒、金雲母 良 阿玉台 幅8ミリの爪形文による横位施文。

96 深鉢 胴部 明黄褐 10YR6/6 細かい砂粒、金 良 阿玉台 太さ5~6ミリの隆線に押圧爪形

雲母 文が横位に施文。

97 深鉢 突起 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢1~2ミリの小 良 阿玉台 大波状口縁突起部。側縁に太さ3

石、白色粒 ~6ミリの沈線による「f」の文

様。

98 深鉢 口縁 にぶい黄 2.5Y6/4 ¢l~2ミリの小 良 勝坂 地文に太さ lミリの沈線による斜

石、白色粒 線。粘土紐貼り付けによる渦巻文。

99 深鉢 胴部 黒褐 5YR2/l 細かい砂粒 良 勝坂 太さl~2ミリの沈線による波状文。

100 深鉢 胴部 赤褐 5YR4/8 ¢l~2ミリの小 普通 RL 勝坂 太さ8~12ミリの粘土紐を貼り付

石 ける。撚糸。

101 深鉢 胴部 にぶい赤褐 2 5YR5/4 ¢l~3ミリの小 普通 RL、 阿五台 幅7ミリの爪形文が隆線に沿って

石、金雲母 施文される。
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J-68出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

102 深鉢 胴部 灰黄 2 5Y6/2 白色粒 普通 加曽利E 浅い沈線による施文。

103 深鉢 口縁 橙 5YR6/8 細かい白色粒 良 加曽利E 太さ4ミリの沈線が縦位に施文さ

れる。

104 深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/8 細かい砂粒 良 ［群 口縁部に太さ5ミリの隆線が巡る。

その下位に幅4ミリの平行沈線と

交互刺突による「コ」の字文が施

文される。

105 深鉢 口緑 明赤褐 5YR5/8 細かい砂粒 良 I群 幅5ミリの平行沈線と交互剌突に

よる連続「コ」の字文。

106 深鉢 口縁 明赤褐 2.5YR5/6 ¢ 1~2ミリの小 良 LR I群 波状口縁に沿って粘土紐が貼り付

石 けられる。頭部には、太さ4ミリ

の沈線が巡る。撚糸。

107 深鉢 胴部 橙 5YR6/6 白色粒 良 RL 加曽利E 太さ6ミリの隆線で弧線を作る。

隆線上にも縄文が施文される。隆

線に沿って幅6ミリの平行沈線施

文。

108 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 </! I~3ミリの小 普通 RL 勝坂 幅5ミリの平行沈線による縦位の

石、白色粒 区画。間に太さ2ミリの沈線が波

状に施文。

109 深鉢 突起 淡黄 2 5Y8/3 白色粒 良 加曽利E 渦巻状になる突起。

110 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢l~2ミリの小 良 加曽利E 無文。外面縦位の整形。

石、白色粒多い

Ill 深鉢 底部 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒 不良 加曽利E 外面縦位の整形。

112 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒 普通 加曽利E 浅い沈線2条で縦位の区画。

113 深鉢 底部 にぶい褐 7 5YR5/4 ¢ l~5ミリの白 良 阿玉台 無文。外面横位の整形。

色粒多い、金雲

母

114 深鉢 底部 黄橙 IOYR8/6 ¢ l~3ミリの小 良 加曽利E 無文。外面縦位の整形。

石、白色粒多い

115 深鉢 底部 淡黄 2.5Y8/3 細かい砂粒 普通 加曽利E 無文。外面ミガキ整形。

116 深鉢 底部 明赤褐 5YR5/6 ¢l~3ミリの小 普通 加曽利E 無文。外面横位のミガキ整形。

石

117 深鉢 底部 明黄褐 10YR7/6 ¢l~3ミリの小 不良 加曽利E 無文。外面縦位の整形。

石、白色粒多い

118 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢ l~2ミリの白 良 加曽利E 外面縦位の整形。

色粒

119 深鉢 底部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 良 加曽利E 無文。外面縦位の整形。

120 深鉢 胴部～ 浅黄橙 !OYR8/4 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 加曽利E 太さ2ミリの沈線で縦位の区画。

底部 石

121 深鉢 胴部～ 赤褐 5YR4/6 ¢ l~3ミリの小 良 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線による縦位

底部 石 の区画。

122 深鉢 胴部～ 赤褐 5YR4/6 ¢ l~3ミリの小 良 R 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位の区

底部 石、白色粒 画。

123 浅鉢 完形 灰黄 2 5Y7/2 細かい砂粒 普通 浅鉢形のミニチュア土器。外面無 ミニチュア

文。 土器

124 土製円盤 にぶい褐 7.5YR5/4 ¢ l~3ミリの小 良 加曽利E 底部の縁を打ち欠いて土製円盤に

石 成形している。

125 土製円盤 橙 5YR6/6 白色粒、金雲母 良 外緑を磨いて成形している。
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J-72出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l両耳壺 口縁～ にぶい橙 7 5YR7/4 細かい砂粒多い 普通 RL 横 V11群2類 太さ5ミリの沈線が頸部に巡り無

胴部 文帯と区画する。

2深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群1類 太さ5ミリの沈線による重弧状の

石粒 横 文様。

3深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ lミリの砂粒、 普通 RL 縦 VI群3類 太さ3ミリの断面三角の隆線によ

軽石粒 る縦位、弧状区画。

4両耳壺 胴部 浅黄 2.5Y7/4 ¢l~2ミリの砂 普通 LR 縦 VI群3類 縄文施文。

粒 横

133 



第4章出土追物

、ハい以
一

a
 

h
 

門， 汀
い

゜
20cm 

第104図 J -83出土土器

J-75出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

］深鉢 口縁 浅黄 2 5Y7/3 細かい砂粒、角 普通 RL 縦 VI群3類 波状口縁。頸部に太さ5ミリの隆
閃石 斜 起線による口緑部無文帯。無文部

は、横位のナデ整形。
2深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒、軽 普通 VI群3類 波状口緑。頸部に太さ5ミリの隆

石粒 起線により口緑部無文帯を区画す

る。無文部は、横位のナデ整形。
3深鉢 胴部 暗灰黄 2 5Y5/2 ¢lミリの砂粒、 普通 加曽利E 胴部無文帯を縦位の整形。

軽石粒

4深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 細かい砂粒、角 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位の区
閃石 画。磨り消し縄文による無文帯。

J-83出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号~ 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

］深鉢 口緑 褐 7 5YR4/3 ¢ 1~3ミリの小 良 阿玉台 口唇部に刻み。口縁部には、突起

石 とそれから続く隆線で方形区画。

幅5ミリの半載竹管による押し引

きの沈線施文。
2深鉢 口緑 黒褐 IOYR3/2 ¢ l~3ミリの白 良 阿玉台 口唇部に刻み。幅6ミリの半戟竹

色粒 管による押し引きの波状文様。
3深鉢 口縁 明黄褐 IOYR7/6 細かい砂粒 良 I群 大波状口緑。橋状把手くびれ部に、 橋状把手

交互剌突による連続fコ」の字文。

胴部下には太さ3ミリの沈線。
4深鉢 口緑 にぶい黄褐 IOYR5/3 細かい砂粒 普通 LR 横 VI群 l類 断面三角の隆線による文様区画。
5深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR5/3 細かい砂粒 普通 勝坂 幅10ミリの爪形文と鋸歯文様。
6深鉢 口緑 褐 7 5YR4/4 細かい砂粒 良 勝坂 折り返し口縁。無文。
7深鉢 胴部 にぶい赤褐 5YR5/4 </Jl~3ミリの小 良 阿玉台 隆線により、弧線を描く。

石

8深鉢 胴部 褐 7.5YR4/4 ¢l~2ミリの小 良 LR 横 前期末 付加条縄文の結束。

石、白色粒

9深鉢 胴部～ にぶい黄褐 10YR5/4 細かい砂粒 良 加曽利E
底部

10 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 良 LR 縦 加曽利E
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J-86出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口縁～ にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒 良 RL 横 皿群2類 口縁部は、太さ 10~12ミリの隆・

胴部 縦 沈線による楕円区画。胴部は、ロ

縁区画から6ミリの沈線による垂

線で縦位の区画。磨り消し縄文に

よる無文帯。

2深鉢 口縁～ にぶい黄橙 10YR6/3 ¢l~3ミリの小 不良 RL 縦 N群l類 太さ5ミリの沈線による楕円区画

胴部 石 横 と蕨手文様。小波状口縁になる。

3深鉢 口縁～ にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒 良 LR 縦 N群1類 小波状口縁。口縁部に太さ6ミリ

胴部 の沈線が巡り、無文帯を区画する。

横位の沈線下には、「n」状の文様。
4深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 ¢ 1~3ミリの小 良 RL 縦 w群l類 太さ5ミリの断面三角の隆線によ

石 る曲線文様。

5深鉢 口縁～ 暗赤褐 5YR3/4 細かい砂粒 良 RL 縦 N群1類 太さ4ミリの沈線による楕円区画。

胴部 横 蕨手文様。区画内は、磨り消し縄

文による無文帯。

6深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/3 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線で縦位の区画。
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J-91出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

l深鉢 口緑～ 黄褐 IOYR5/6 ¢ l~2ミリの白 良 RL 縦 m群2類 太さ5ミリの沈線により縦位の区
胴部 色粒 画を作る。磨り消し縄文による無

文帯。縄文帯には、波状の沈線が

垂下する。

2深鉢 口縁 灰オリーブ 5Y5/2 ¢l~2ミリの砂 不良 RL 縦 m群2類 口縁部に太さ 12ミリの隆線で楕
粒多い 円区画を作る。

3深鉢 口縁 にぶい橙 5YR7/3 ¢l~3ミリの小 良 RL 横 m群2類 太さ7~10ミリの隆・沈線で楕円
石、白色粒多い 区画する。

4深鉢 口縁 淡橙 5YR8/4 ¢ l~3ミリの小 良 m群 l類 太さ6~8ミリの沈線で渦巻を描く。 舌状突起
石 突起内面に渦巻文。地文条線。

5深鉢 口縁～ 浅黄橙 10YR8/3 ¢ I~3ミリの小 良 RL 縦 皿群2類 太さ 10ミリの隆線で楕円区画。太
胴部 石 さ3ミリの沈線による縦位の区画。

6深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒 不良 RL 縦 皿群 太さ3ミリの沈線による楕円区画。
7深鉢 胴部 淡黄 2 5Y8/4 ¢I~3ミリの小 普通 RL 横 m群2類 太さ5~6ミリの隆線で口縁部文

石、白色粒多い 様区画。胴部は、太さ6~8ミリ

の沈線2条が対になり、縦位の区

画。磨り消し縄文による無文帯。
8深鉢 口緑～ 浅黄 2 5Y7/3 ¢l~2ミリの砂 良 LRL 縦 V群2類 原体直前段合撚り 。口緑部に ¢6

胴部 粒、小石 ミリの剌突列。胴部文様は、太さ

5ミリの沈線2条が対になり、 「U」

「n」状の文様。沈線間は、磨り
消し縄文による無文帯。

9深鉢 口縁 黄橙 7.5YR7/8 ¢ lミリの細か 良 しR 縦 VI群3類 口緑部に断面三角形の微隆起線が
い砂粒 巡り、無文部を区画する。縄文は、

縦位に間隔を開けて帯状に施文。

10 深鉢 口縁 浅黄橙 7 5YR8/3 細かい砂粒 普通 LR 横 VI群 口縁部は、無文帯になる。ナデに

よる整形。

11 深鉢 口緑 浅黄橙 7.5YR8/3 細かい砂粒 不良 LR 横 VI群 縄文を帯状に施文した無文帯を作

る。

12 深鉢 口縁 灰白 2 5Y8/2 細かい砂粒多い 不良 加曽利E 細い沈線が条線状に施文される。 ミニチュア士器
13 深鉢 胴部 橙 5YR6/8 ¢l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線により縦位の区

石多い 画を作る。縄文帯と無文帯を交互

に構成し、縄文帯には波状の沈線

が垂下する。

14 深鉢 胴部 灰黄 2 5Y7/2 細かい砂粒多い 不良 RL 縦 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線で縦位の区画。

磨り消し縄文による無文帯。

15 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/4 細かい砂粒 不良 RL 縦 加曽利E 太さ4~5ミリの沈線で縦位の区

画を作る。

16 深鉢 胴部 灰褐 7 5YR6/2 細かい砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線で縦位の区画。
17 深鉢 胴部 浅黄橙 IOYRS/4 細かい砂粒多い 普通 LR 縦 加曽利E 太さ4~5ミリの沈線2条が対にな

り縦位の区画。磨り消し縄文によ

る無文帯。

18 深鉢 胴部 灰白 10YR8/2 ¢1~2ミリの砂 普通 RL 縦 加曽利E 太さ5~6ミリの沈線による縦位
粒 の区画。磨り消し縄文による無文

帯。

19 深鉢 胴部 橙 7.5YR7/6 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線2条が対になり
石 縦位の区画。磨り消し縄文による

無文帯。

20 深鉢 胴部 橙 5YR7/6 </>l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区

石 画。磨り消し縄文による無文帯。

21 深鉢 胴部 オリーブ黒 5Y3/l 細かい砂粒多い 普通 RL 縦 加曽利E 太さ6ミリの沈線で縦位の区画。

磨り消し縄文による無文帯。

22 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/4 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線2条が対になり

縦位の区画。磨り消し縄文による

無文帯。

23 深鉢 胴部 浅黄橙 IOYRS/3 細かい砂粒 不良 加曽利E 太さ5ミリの沈線で、縦位の区画。
24 深鉢 胴部 灰白 IOYR8/2 細かい砂粒多い 不良 加曽利E 太さ4~6ミリの浅い沈線で縦位

の区画を作る。
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J-9]出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

25 深鉢 胴部 灰白 IOYRS/2 細かい砂粒 不良 加曽利E 太さlミリの沈線による楕円区画。
26 深鉢 胴部 灰白 2 5Y8/2 細かい砂粒 不良 加曽利E 細い沈線による縦位の区画。
27 深鉢 胴部 灰白 lOYRS/2 細かい砂粒 不良 加曽利E 無文。
28 深鉢 胴部 灰白 7 5YR8/2 細かい砂粒 不良 加曽利E 無文。
29 深鉢 胴部 黒褐 5YR3/l 細かい砂粒 良 RL 斜 加曽利E 縄文施文。
30 深鉢 胴部 灰白 7.5YR8/2 細かい砂粒多い 不良 VI群 1類 浅い沈線で縦位の区画。
31 深鉢 胴部 灰白 7 5YR8/2 細かい砂粒 不良 VI群1類 縄文施文。全体に摩滅。
32 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群1類 太さ6~8ミリの沈線で楕円区画。

無文部には、縦位の整形。

33 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/3 細かい砂粒 不良 加曽利E 太さ4ミリの浅い沈線で縦位の区画。
34 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 ¢ 1~3ミリの小 不良 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区画。

石、砂粒多い

35 深鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/4 細かい砂粒 不良 VIII群4類 太さ5ミリの沈線で縦位の区画。
36 深鉢 胴部～ 灰白 7.5YR8/2 細かい砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線で縦位の区画。

底部

37 耳飾り 浅黄橙 7.5YR8/4 細かい砂粒 普通 無文。両面が凹む。
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J-92出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口緑 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢ 1~5ミリの小 良 阿玉台 隆線による IY」字状の貼り付け、

石、金雲母 幅3ミリの半載竹管による押し引

き沈線。

2深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR5/3 細かい白色粒多い 不良一 五領ヶ台 くびれ部に2条の結節沈線が巡る。

3深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/3 ¢l~2ミリの小 良 RL 横 IV群 l類 太さ5ミリの隆線に太さ3ミリの

石、白色粒 沈線が沿うように施文され、口縁

部文様帯を区画する。口頸部には、

半円形の区画が同じ隆線と沈線で

作られる。

4深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢ 1~3ミリの小 不良 加曽利E 小波状口緑。太さ5ミリの浅い沈

石 線による文様区画。

5深鉢 口緑 暗灰黄 2 5Y5/2 ¢ I~3ミリの小 不良 LR 加曽利E 口緑部に沈線が巡る。

石

6深鉢 口緑 灰黄褐 IOYR6/2 ¢l~3ミリの白 普通 RL 横 IV群l類 太さ 12ミリの沈線による渦巻文。

色粒

7深鉢 口緑 にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒、白 良 VI群3類 口縁部に隆線と沈線が巡り無文帯

色粒 と区画する。

8深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR5/4 ¢l~3ミリの小 良 RL 縦 VI群3類 口緑部に断面三角形の太さ 10ミ

石、砂粒 リの隆線が巡る。胴部には、同じ

隆線が垂下し、磨り消し縄文によ

る無文帯を作る。

9深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢ I~3ミリの小 良 RL 横 VI群3類 太さ4ミリの沈線が口緑部に巡る。

石、自色粒 縦

10 深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR7/4 白色粒多い 良 VI群3類 断面三角の隆線が口縁部に巡り無

文帯を作る。

II 深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢l~2ミリの小 不良 RL 斜 VI群3類 口縁部が外反し、幅の広い浅い沈

石、白色粒 線が巡る。

12 深鉢 胴部 にぶい黄褐 JOYR5/3 白色粒 良 加曽利E 細かい沈線による条線。

13 深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~2ミリの小 良 LR 縦 VI群3類 太さ8ミリの断面二角の隆線が口

石、砂粒 横 縁部に巡り、無文帯と区画する。

14 深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢ l~2ミリの小 良 VI群3類 太さ3ミリの沈線が横位に巡る。

石 沈線下に剌突列。

15 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの断面三角の隆線によ

石、白色粒 る縦位の区画。

16 深鉢 口縁～ にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢ I~3ミリの小 普通 LR 縦 VI群3類 断面三角の隆線が口縁部に巡り無

胴部 石 横 文帯を作る。

17 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 普通 RL 斜 加曽利E 縄文施文。

18 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの断面三角の隆線によ

る縦位の区画。

19 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢l~3ミリの小 良 RL VI群l類 太さ2~3ミリの沈線による楕円

石 区画。

20 深鉢 胴部 橙 7.5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 縦 VI群l類 太さ2ミリの沈線による楕円区画。

石

21 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒、白 普通 RL 縦 VI群l類 太さ3ミリの沈線による楕円区画。

色粒多い

22 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 ¢l~2ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E

石、自色粒

23 深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/4 ¢1~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E

石

24 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、白 良 LR 縦 加曽利E

色粒

25 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E

26 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 細かい黒色粒 良 加曽利E 外面に縦位の整形。

27 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/4 ¢l~2ミリの臼 不良 LR 縦 加曽利E

色粒
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J-92出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

28 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 (/>l~3ミリの小 普通 LR 縦 加曽利E 縄文が若干の間隔を開けて帯状に

石、白色粒 施文される。

29 深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 細かい砂粒 普通 LR 縦 加曽利E

30 深鉢 口縁 灰黄褐 IOYR6/2 細かい白色粒多 不良 RL 縦 加曽利E 橋状把手

し、

31 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい黒色粒 普通 加曽利E 全体に磨滅。

32 深鉢 胴部 橙 7.5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E

石

33 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/4 ¢lミリの小石、 普通 LRL 縦 加曽利E 複節の縄文施文。

白色粒

34 深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 ¢l~2ミリの白 普通 LR 縦 加曽利E

色粒

35 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢l~3ミリの小 不良 加曽利E 縄文帯の下に細い沈線で条線を描 36と同一

石 く。 個体

36 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~3ミリの小 不良 加曽利E 縄文帯の下に細い沈線で条線を描 35と同一

石 く。 個体

37 深鉢 口縁 黄灰 2 5Y4/l ¢ l~3ミリの小 良 RL 加曽利E 橋状把手

石、白色粒

38 深鉢 底部 浅黄 2.5Y7/4 ¢lミリの小石 普通

39 深鉢 胴部～ 浅黄 2 5Y7/4 ¢ 1~2ミリの小 普通

底部 石、白色粒多い

40 土製円盤 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ 1~2ミリの小 普通 RL 加曽利E 六角形になる土製円盤。縁辺を打

石 ち欠いている。

41 土製円盤 暗灰黄 2 5Y4/2 ¢ I~3ミリの小 良 黒色塗彩土器。

石、白色粒

42 土製円盤 にぶい黄褐 IOYR4/3 細かい白色粒 普通 表面剥離。底部利用。
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J-93出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎 土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

1深鉢 口縁～ にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL 横 III群2類 太さ8~10ミリの隆・沈線による口

胴部 石 縦 縁部楕円区画。胴部は、渦巻文様。

2深鉢 口縁～ にぶい褐 7 5YR5/3 ¢ l~2ミリの砂 良 RLR 縦 VI群 l類 小波状口縁頂部から太さ4~5ミリ

胴部 粒 横 の沈線が弧状に施文され、口緑部

文様帯を区画する。その下を弧線

による文様区画。磨り消し縄文に

よる無文帯。

3深鉢 口緑 灰黄褐 10YR4/2 ¢ I~2ミリの小 良 RLL 縦 VI群1類 波状口縁頂部把手太さ6~8ミリの 舌状突起

石、白色粒 横 沈線で栢円を描く 。

4深鉢 口縁 にぶい橙 7.5YR6/4 細かい砂粒、軽 良 RL 縦 VI群 1類 口緑部平緑で横位の整形。太さ5

石粒 横 ミリの沈線による横位区画。胴部

幅5ミリの2条の沈線による楕円

区画と磨り消し縄文。

5深鉢 口縁 灰黄褐 IOYR4/2 細かい白色粒 良 RL 横 VI群 l類 太さ6ミリの沈線が口緑部に巡り

縦 無文帯を作る。太さ2~3ミリの沈

線で「n」状の文様を作る。
6深鉢 口縁～ にぶい褐 7 5YR5/3 ¢ l~2ミリの白 良 RLL 縦 VI群 l類 太さ6ミリの沈線が口緑を巡り、

胴部 色粒 無文帯を作る。「n」状の磨り消
し縄文による文様。縄文原体は、

直前段合撚り。

7深鉢 把手 にぶい赤褐 5YR5/4 ¢ lミリ削後の 普通 LR 横 VI群2類 口縁部環状の突起の付く把手。突

砂粒、軽石粒 起に沿って太さ3ミリの沈線が施

文される。

8深鉢 口縁 灰黄褐 10YR5/2 細かい砂粒 良 RL 横 VI群 1類 小波状口緑、 口縁部を微隆起線が

巡り区画する。胴部は、太さ3ミ

リの沈線による縦位の区画。磨 り

消し縄文。

9深鉢 口縁 灰褐 5YR5/2 細かい砂粒、白 良 RL 横 VI群 l類 太さ7ミリの沈線が口緑部に巡る。

色粒 胴部は、弧線を描く文様。

10 深鉢 口緑 灰黄褐 IOYR4/2 細かい砂粒 良 RL 横 VI群 l類 口縁部に太さ5ミリの沈線が巡り

縦 口緑部無文帯を区画する。

11 深鉢 口緑 にぶい赤褐 5YR4/3 細かい砂粒 普通 LR 横 VI群 l類 波状口縁頂部に突起。口縁部には

微隆起線による区画。

12 深鉢 口緑 褐灰 IOYR4/l 細かい砂粒、軽 良 VI群3類 口縁部やや波状を呈し横位の整形。

石粒 その下部に太さ4ミリの隆起線に

よる横位弧状区画。

13 深鉢 口緑 にぶい橙 5YR6/3 細かい黒色粒 普通 VI群3類 口縁部に断面三角形の隆線が巡る。

14 浅鉢 口縁 灰褐 7 5YR5/2 細かい砂粒、白 良 VIII群3類 口縁に沿って太さ6ミリの沈線が

色粒 巡り、無文帯と区画する。胴部に

は、幅2ミリの平行沈線が縦位に

施文される。

15 深鉢 口縁～ にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒、軽 普通 LR 横 VI群 l類 口縁部横位の整形。太さ4ミリの

胴部 石粒 沈線による横位区画。

16 深鉢 口縁 にぶい赤褐 5YR5/3 ¢ 1~2ミリの砂 良 RL 横 VI群1類 太さ6~9ミリの沈線が横位に施文。

粒、黄色粒

17 深鉢 口縁 にぶい橙 7 5YR7/4 ¢l~2ミリの砂粒 良 LR ¥11群 l顆 口縁に太さ4~5ミリの沈線が巡る。

18 深鉢 把手 灰黄褐 10YR6/2 細かい砂粒 不良 VI群3類 橋状把手

19 深鉢 口緑 にぶい褐 7 5YR5/3 ¢ l~2ミリの小 良 RL 縦 VI群1類 太さ7ミリの沈線が口縁部に巡り、

石、雲母 横 無文帯を区画する。
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20 深鉢 口縁 橙 5YR6/6 rt,]~2ミリの小 普通 阿玉台 太さ7~8ミリの隆線により楕円区

石 画を作る。

21 深鉢 口緑 灰黄褐 IOYR6/2 細かい黒色粒 良 RL 横 VI群 l類 口縁部に細い微隆起線で無文帯と

区画する。

22 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 ¢ l~2ミリの小 普通 VI群3類 太さ3ミリの断面三角の隆線によ

石、砂粒 る縦位の区画。磨り消し縄文。

23 器台 台面 にぶい赤褐 5YR4/3 細かい砂粒 良 加曽利E 全面に磨き整形。

24 深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR5/3 ¢ I~2ミリの小 良 LR 縦 加曽利E 太さ4~6ミリの隆線で縦位の区画

石、砂粒 を作る。磨り消し縄文。

25 深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR6/3 細かい砂粒 良 LR 加曽利E 太さ5ミリの沈線による縦位の区画。

26 深鉢 胴部 にぶい黄 2 5Y6/4 細かい砂粒 普通 Rl』 斜 加曽利E 太さ4~6ミリの隆線2条が対にな

り縦位の区画を作る。

27 深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR5/4 細かい砂粒、雲 良 Rl』 縦 加曽利E 太さ7ミリの沈線による縦位の区

母 画。磨り消し縄文。

28 深鉢 胴部 にぶい橙 5YR6/4 ¢l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線による縦位の区

石、白色粒 画。磨り消し縄文。

29 深鉢 胴部 にぶい黄褐 10YR5/4 ¢ lミリ前後の 普通 RL 縦 加曽利E 太さ5ミリの沈線により縦長方形

砂粒、軽石粒 区画をなし、磨り消し縄文を施す。

30 深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR6/3 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 VI群 1類 太さ6ミリの隆起線により「n」
軽石粒 状の文様。

31 深鉢 胴部 灰褐 7.5YR6/2 ¢ lミリ前後の 普通 RL 縦 VI群l類 太さ4ミリの沈線による縦位・弧

砂粒、軽石粒 状の文様。磨り消し縄文。

32 深鉢 胴部 にぶい赤褐 5YR5/4 </JIミリの小石 普通 RL 縦 VI群 l類 太さ3ミリの沈線による胴部中位

の「U」状区画。磨り消し縄文。

33 深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR6/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 N群l類 太さ7~10ミリの隆帯を横位楕円

石粒 横 形に貼り付け文様区画。胴部は、

太さ7ミリの沈線で蕨手文。

34 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR6/3 ¢ l~2ミリの白 良 LR 縦 VI群l類 太さ4ミリの沈線による楕円区画。

色粒 磨り消し縄文による無文帯。

35 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢ 1ミリの白色 良 RL 横 VI群l類 太さ2ミリの沈線による梢円区画。

粒 磨り消し縄文。

36 深鉢 胴部 灰褐 7.5YR4/2 細かい白色粒多 良 Rl』 横 加曽利E 太さ2ミリの沈線が2条巡り無文

し‘ 帯を作る。

37 深鉢 胴部 灰白 lOYRS/2 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 太さ3ミリの沈線により胴部中位

石粒 のくびれ部上下で波状ないし鋸歯

状に区画する。その内側に磨り消

し縄文。

38 深鉢 胴部 暗灰黄 2.5Y5/2 細かい砂粒 普通 VI群 1類 太さ4ミリの沈線。外面にスス付

着。

39 深鉢 胴部 灰黄褐 10YR4/2 細かい砂粒 良 RL 縦 VI群l類 太さ6ミリの沈線による梢円区画。

磨り消し縄文。

40 深鉢 胴部 褐 7 5YR4/6 細かい白色粒 不良 RL 縦 VI群l類 太さ2~3ミリの断面三角の隆線に

よる縦位の区画。

41 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 細かい白色粒 良 RL 縦 VI群3類 太さ3~4ミリの断面三角の隆線に

よる縦位の区画。

42 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR6/3 細かい白色粒 普通 LR 横 l11群 太さ3~4ミリの断面三角の隆線が

横位に施文される。

43 深鉢 胴部 灰褐 7.5YR6/2 細かい砂粒 普通 LR 加曽利E

44 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E

石粒

45 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒 不良 LR 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線で縦位の区画。

磨り消し縄文。

46 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR5/3 細かい砂粒 普通 加曽利E 胴部無文。縦位の整形。部分的に

外面剥離。

47 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR7/3 細かい砂粒 普通 VIII群4類 幅1~2ミリ間隔に沈線で条線を施

文。
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48 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR7/4 細かい白色粒 普通 加曽利E 太さ lミリ以下の細い沈線が縦位

に施文。

49 深鉢 胴部 灰褐 5YR5/2 細かい白色粒 良 珊群2類 2~3ミリ間隔の櫛状工具による波

状文。

50 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR5/3 細かい砂粒 普通 RL 斜 加曽利E
51 浅鉢 胴部 にぶい赤褐 2 5YR4/3 細かい砂粒 良 加曽利E 横位のミガキ整形。
52 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 10YR6/3 ¢1ミリの砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線による縦位の区

底部 画。縄文摩滅多い。

53 深鉢 胴部 橙 2.5YR6/6 ¢ l~2ミリの白 良 RL VI群3類 太さ3ミリの断面三角の隆線で渦
色粒 巻を作る。隆線内を磨り消し縄文。

54 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR7/3 細かい砂粒 良 RL VI群3類 断面三角の隆線で渦巻文様を描く。
55 深鉢 口縁～ にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群 l類 口縁部平縁で横位の整形。太さ5

胴部 横 ミリの沈線による横位区画。胴部

は、同じ沈線による「UJrn」状
文様。磨り消し縄文。

56 深鉢 口縁～ 灰褐 5YR4/2 細かい砂粒 良 LR 横 VI群l類 太さ4~5ミリの沈線で口緑部無文
胴部 縦 帯を区画。渦巻・弧状の文様区画

は、磨り消し縄文になる。

57 深鉢 口緑～ 暗褐 7 5YR3/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 1類 口縁部太さ7ミリの沈線による横
胴部 石粒 横 位区画。胴部は、太さ5ミリの沈

線による楕円区画。

58 深鉢 口緑～ 極暗赤褐 7.5R2/3 ¢ l~3ミリの小 良 LR 横 VI群 l類 小波状口緑に太さ5~6ミリの沈線
胴部 石、砂粒 縦 による渦巻文様。磨り消し縄文に

よる無文帯。

59 深鉢 口縁～ にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群 l類 口緑部太さ4ミリの沈線による波
胴部 石粒 横 状区画。胴部太さ3ミリの沈線に

よる「U」「n」状文様。
60 深鉢 底部 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 良 VIII群3類 内面黒色。摩滅多い。
61 深鉢 胴部～ 浅黄 2.5Y7/3 細かい砂粒 普通 加曽利E 5本単位の櫛状工具による縦位の

底部 条線。

62 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR6/3 ¢l~3ミリの小 普通 RL 横 加曽利E 太さ10ミリの隆線による弧状区画。
石、軽石粒 斜 下部には沈線による文様。

63 深鉢 胴部～ にぶい橙 7 5YR6/4 </>I~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線による縦位の
底部 石、白色粒 区画。磨り消し縄文による無文帯。

内面ススが多く付着。

64 深鉢 胴部～ 橙 7.5YR7/6 ¢1~3ミリの小 良 加曽利E 外面縦位のミガキ整形。
底部 石

65 深鉢 胴部～ 灰褐 7 5YR6/2 ¢ l~3ミリの小 普通 加曽利E 外面縦位のミガキ整形。
底部 石多い

66 深鉢 胴部～ 灰褐 5YR5/2 ¢ I~3ミリの小 良 加曽利E 外面縦位のミガキ整形。
底部 石、白色粒

67 深鉢 胴部 明褐灰 7.5YR7/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線により上半は、
石粒 横 波状の区画。下半は、鋸歯状の区

画を作り縄文施文。
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J-98出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

1深鉢 口縁～ にぶい橙 7.5YR6/4 細かい砂粒 普通 LR 縦 VI群 1類 太さ3~4ミリの沈線が口縁に沿っ

胴部 横 て巡る。胴部は、「U」「n」状の
文様。磨り消し縄文による無文帯。

2深鉢 口縁～ 褐灰 7.5YR4/l 細かい砂粒 良 RL 縦 VI群 l類 太さ8ミリの沈線が口縁部に巡る。

胴部 横

3深鉢 口縁～ にぶい橙 7.5YR7/4 細かい砂粒、黒 普通 RL 縦 VI群 l類 小波状口縁。断面三角形の隆線が 赤色塗彩

胴部 色粒 口縁に沿って巡り、文様帯を区画

する。胴部は、波長部下に隆線が

集合して突起を作る。楕円区画に

磨り消し縄文による無文帯。

4深鉢 口縁～ 橙 7.5YR6/6 白色粒多い 良 LR 横 VI群 1類 断面二角の太さ3ミリの隆線が口

胴部 縁部に巡り、無文帯を区画。胴部

は、隆線で楕円区画し縄文を充填。

5深鉢 口縁～ にぶい黄橙 10YR7/4 ¢1~3ミリの小 良 RL 縦 VI群 1類 断面三角の隆線で口縁部文様帯を 6と同一個

胴部 石 横 区画し、胴部に楕円区画文を作る。 体

文様部は、磨り消し縄文。

6深鉢 口縁～ 橙 5YR7/6 ¢l~2ミリの小 普通 RL 縦 VI群 l類 小波状口縁。断面三角の隆線によ 赤色塗彩、

胴部 石、黒色粒 って口縁部無文帯を区画。波頂部 5と同一個

下から隆線が楕円区画を作る。隆 体

線が波長部下に集合して突起にな

る。

7深鉢 口縁～ 灰白 2.5Y7/l 白色粒 普通 RL 縦 VI群 1類 太さ 10ミリの沈線が口緑を巡る。

胴部 横 同じく沈線で楕円区画。

8深鉢 口縁～ にぶい褐 7 5YR5/3 細かい砂粒多い 普通 LR 縦 VI群 l類 太さ4ミリの沈線が口縁部に巡り、

胴部 横 縄文帯を区画する。胴部は、沈線

区画の磨り消し縄文による無文帯

で横位に区画される。それに続き

円形の文様区画を作る。

9深鉢 口縁～ 明赤褐 5YR5/6 細かい白色粒、 良 LR 縦 VI群 1類 小波状口縁。口縁に沿って沈線が

胴部 ¢ l~2ミリの小 施文される。太さ5~6ミリの沈線

石 で楕円区画を作る。

10 深鉢 口縁～ 黒褐 !OYR3/2 白色粒 良 RL 横 VI群 1類 波状口縁。頂部に突起。口縁に沿

胴部 縦 って太さ6ミリの沈線が巡る。波

長部下から沈線による楕円区画。

11 深鉢 口縁～ 橙 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 VI群 l類 太さ6ミリの沈線が口縁部に巡り、 35 • 81と

胴部 石、砂粒 横 無文帯を区画する。胴部は、太さ 同一個体

3~4ミリの沈線で楕円区画。磨り

消し縄文による無文帯。

12 深鉢 口縁～ 橙 7.5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 普通 LR 縦 VI群 1類 小波状口縁。頂部から口縁に沿っ 16と同一

胴部 石 て隆起線が施文され無文帯と区画。 個体

胴部は断面三角の隆線によって半

円状の区画。区画内に縄文を充填。

13 深鉢 口縁～ 浅黄橙 IOYRS/4 細かい砂粒 良 LR 縦 VI群 1類 太さ 12~14ミリの沈線で口縁部

胴部 横 を区画。太さ6~8ミリの隆線によ

る楕円区画。

14 深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢ l~3ミリの小 良 RL 横 VI群 1類 太さ6ミリの沈線が口縁部に巡り、

石 縦 無文帯を区画する。胴部には、楕

円の区画。

15 深鉢 口縁 浅黄 2 5Y7/3 白色粒 不良 RL VI群 l類 太さ3ミリの沈線が口縁に巡る。

沈線で曲線を描き、無文帯を作る。

16 深鉢 口縁～ 橙 7 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 良 LR 縦 VI群 1類 小波状口縁。頂部から口縁に沿っ 12と同一

胴部 石 て隆起線が施文され無文帯と区画。 個体

胴部は断面三角の隆線によって半

円状の区画。区画内に縄文を充填。

17 深鉢 口縁～ にぶい黄橙 10YR7/4 ¢l~2ミリの黄 良 LR 縦 VI群 1類 太さ5~6ミリの沈線が口縁部に巡

胴部 色粒 横 り、無文帯を区画する。胴部には

楕円区画文を描く。
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18 深鉢 口縁～ 浅黄 2.5Y7 /3 ¢ l~2ミリの小 不良 RL 縦 VI群 太さ3ミリの沈線が口縁部に巡る。
胴部 石、白色粒多い 胴部は、方形区画を作る。

19 深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/3 細かい砂粒 普通 RL 横 VI群 1類 太さ4ミリの沈線が口縁を巡る。
縦 無文帯を区画。胴部には、波状文

様を沈線で描く。磨り消し縄文。
20 深鉢 口縁 黒褐 2 5Y3/2 </>I~2ミリの小 良 LR 横 VI群 l類 太さ5ミリの沈線が口縁部を巡る。

石、白色粒

21 深鉢 口緑 にぶい黄褐 10YR5/3 白色粒多い 良 しR VI群 太さ5ミリの沈線が口緑部に巡る。
22 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/2 白色粒 良 VI群 小波状口緑。頂部から沈線により

弧状の文様を描く 。

23 深鉢 口緑 にぶい黄褐 IOYR4/3 細かい白色粒 普通 RL VI群 隆・沈線が口緑部に巡る。

24 深鉢 口緑 黄褐 2.5Y5/3 細かい砂粒多い 良 Rし 横 VI群 1類 太さ6ミリの沈線で口縁部無文帯
縦 を区画。胴部には、楕円区画を描

く。
25 深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢l~2ミリの黄 良 LR 横 VI群 l類 太さ6ミリの沈線が口緑部に巡る。

色粒 口緑沈線下は、楕円の区画。
26 深鉢 口緑～ にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒 不良 LR 縦 VI群 l類 波状口縁。太さ3~4ミリの沈線が 27 • 28 • 

胴部 横 波状口縁に沿って施文される無文 38 • 55 • 
帯を区画する。胴下半部は、縦位 85と同一

の区画。 個体
27 深鉢 口縁～ にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒 不良 LR 縦 VI群 l類 波状口縁。太さ3~4ミリの沈線が 26 • 28 • 

胴部 横 波状口緑に沿って施文される無文 38 • 55 • 
帯を区画する。胴下半部は、縦位 85と同一
の区画。 個体

28 深鉢 口縁～ にぶい橙 7.5YR6/4 細かい砂粒 不良 LR 縦 VI群 l類 波状口縁。太さ3~4ミリの沈線が 26 • 27 • 
胴部 横 波状口縁に沿って施文される無文 38 • 55 • 

帯を区画する。胴下半部は、縦位 85と同一
の区画。 個体

29 深鉢 胴部 橙 7.5YR6/6 ¢ I~3ミリの小 良 RL 縦 VI群 l類 太さ5ミリの沈線による「U」「nJ
石 横 状の文様。区画内には磨り消し縄

文による無文帯。

30 深鉢 口縁 黄灰 2.5Y4/l 白色粒 良 RL 横 VI群 太い隆線によって口緑部を区画。

楕円形の区画文。
31 深鉢 口緑 にぶい黄褐 10YR4/3 細かい砂粒 良 LR 横 VI群l類 口縁部に微隆起線が巡り無文帯を

縦 区画。
32 深鉢 口縁 灰白 IOYRS/2 細かい砂粒 不良 加曽利E 無文。外面横位の整形。
33 深鉢 口緑 灰白 2 5Y8/2 黒色粒多い 不良 RL 横 VI群 1類 隆線が口緑部を巡る波状口縁。

縦

34 深鉢 口縁～ 橙 7 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 普通 RLL 縦 VI群3類 太さ3~4ミリの断面三角の隆線が
胴部 石 口緑部に巡り、無文部を作る。胴

部は、縦位に区画され、磨り消し

縄文による無文帯を持つ。
35 深鉢 口縁～ 橙 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 VI群 l類 太さ6ミリの沈線が口縁部に巡り、 11 • 81と

胴部 石、砂粒 横 無文帯を区画する。胴部は、太さ 同一個体

3~4ミリの沈線で楕円区画。磨り

消し縄文による無文帯。
36 深鉢 口縁 浅黄橙 lOYRS/4 黒色粒多い 普通一 VI群 無文。外面横位の整形。
37 深鉢 口緑 灰褐 7 5YR4/2 白色粒多い 普通 RL 縦 VI群 口緑に太さ7ミリの沈線が巡る。

前段に太さの異なる原体。
38 深鉢 口縁～ にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒 不良 LR 縦 VI群1類 環状になる把手。 26~28 • 

胴部 横 55 • 85と
同一個体

39 深鉢 胴部 明赤褐 2 5YR5/6 細かい砂粒 良 LRR 横 VI群 断面三角の隆線による楕円区画。

区画内に縄文を充填する。
40 深鉢 胴部 淡黄 2 5Y8/4 細かい砂粒、黒 不良 RL 縦 VI群 1類 太さ4ミリの沈線による「U」「n」

色粒 状文様。磨り消し縄文による無文帯。
41 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 不良 RL 縦 VI群 太さ5ミリの沈線による文様区画。

磨り消し縄文による無文帯。
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42 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢1~2ミリの小 不良 RL 斜 VI群 太さ2~3ミリの沈線による楕円区

石、白色粒 画。無文帯と縄文帯を分ける。

43 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~2ミリ の小 不良 RL 縦 VI群 太さ2ミリの沈線による「 （）」の

石 文様施文。 胴下半は、縄文が磨り

消されている。

44 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ 1~2ミリ の小 普通 RL 縦 VI群 太さ3ミリの沈線で 「U」「nJ状
石 の文様を作る。磨 り消し縄文によ

る無文帯。

45 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢ l~3ミリの小 不良 RL 縦 称名寺 太さ4~5ミリの沈線による文様区

石 画。縄文帯は 「J」字状になる。

46 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR7/4 白色粒多い 普通 RL 縦 VI群 太さ5ミリの沈線による「UJ「n」
状の文様。磨り消し縄文による無

文帯。

47 深鉢 胴部 黒褐 IOYR3/l ¢ 1~3ミリ の小 不良 RL 縦 VI群 太さ2~3ミリの沈線による文様区

石多い 画。

48 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢l~2ミリ の白 不良 LR 縦 称名寺 太さ4ミリの沈線による文様区画。

色粒 縄文帯は「 J」字状になる。

49 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢l~3ミリ の白 不良 LR 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区

色粒 画。

50 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR6/4 ¢l~2ミリの小 良 RL 斜 VI群 太さ3ミリの断面三角の隆線で文

石 様帯を区画する。

51 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~2ミリ の白 良 LR 縦 VI群 太さ4ミリの沈線による 「U」「n」状
色粒 の文様。磨り消し縄文による無文帯。

52 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒 不良 RL 縦 VI群 太さ3~4ミリの沈線による弧線区

画。磨り消し縄文。

53 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/3 細かい砂粒 不良 Rし 斜 VI群 太さ6ミリ の沈線による楕円区画。

磨り消し縄文。

54 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群 太さ2ミリの沈線による弧線区画。

磨り消し縄文による無文帯。

55 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒 不良 LR 縦 VI群 l類 太さ3~4ミリの沈線による縦位の 26~28 • 
横 区画。 38 • 86と

同一個体

56 深鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/4 細かい砂粒 不良 LR 縦 VI群 太さ3~4ミリの沈線による「 （）」

文の区画。

57 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/2 ¢ 1~2ミリの白 普通 RL 横 VI群 太さ3~4ミリの沈線による「U」

色粒、 細かい砂 「n」状の文様。 磨り消し縄文に
粒 よる無文帯。

58 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢ 1~3ミリ の小 普通 LR 縦 VI群 太さ4ミリの沈線による長楕円形

石、白色粒 の文様。

59 深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/4 細かい白色粒 普通 RL 縦 VI群 太さ2~3ミリの沈線による縦位の

区画。磨り消し縄文による無文帯。

60 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 VI群 太さ4~5ミリ の沈線による縦位の

石、白色粒 区画。磨り消し縄文による無文帯。

61 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢ l~3ミリの白 良 VI群 太さ3ミリの沈線による縦位の区

色粒多い 画。磨り消し縄文。

62 深鉢 胴部 淡黄 2 5Y8/3 細かい白色粒 普通 RL 縦 VI群 太さ5~6ミリの沈線による縦位の

弧線区画。

63 深鉢 胴部 淡黄 2 5Y8/3 細かい砂粒 不良 RL 縦 VI群 太さ5ミリの沈線による縦位の区

画。 磨り消し縄文。

64 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢l~2ミリの小 良 RL 縦 VI群 太さ4ミリの沈線による縦位の区

石 画。

65 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/2 ¢l~3ミリの小 普通 LR 横 VI群 隆線で横位に区画している。

石多い

66 深鉢 胴部 黄橙 10YR8/6 細かい白色粒 良 LR 縦 VI群 太さ2ミリの沈線による縦位の区画。

67 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢1~2ミリの小 不良 RL 縦 VI群 太さ3ミリの沈線による縦位の区画。

石

68 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 普通 LR 縦 VI群 太さ2~3ミリの沈線による縦位の

区画。磨り消し縄文による無文帯。

151 



第4章出土遺物

J-98出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

69 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 ¢ I~3ミリの小 普通 LR 縦 VI群 太さ3ミリの沈線による縦位の区
石、白色粒 画。磨り消し縄文による無文帯。

70 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR6/3 細かい砂粒 良 VI群 太さ2ミリの沈線による縦位の区画。
71 深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR6/3 ¢ l~2ミリの小 普通 V111群4類 幅12ミリに7本の沈線を櫛状工具

石、白色粒 で波状に描く。

72 深鉢 胴部 にぶい黄褐 IOYR5/4 ¢l~2ミリの白 良 V111群4類 細い沈線による条線。
色粒

73 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 普通 加曽利E 太さ2ミリの沈線による縦位の区画。
74 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢ l~3ミリの小 不良 RL 縦 VI群 太さ2ミリの沈線による文様区画。

石、白色粒 磨り消し縄文。
75 深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 細かい白色粒多 不良 LR 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区

し‘ 画。

76 深鉢 口縁 にぶい赤褐 5YR5/4 ¢Iミリの小石、 普通 加曽利E 浅い沈線が波状に施文される。
黄色粒

77 深鉢 胴部 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢ l~2ミリの小 不良 VIII群2類 細い沈線を櫛状にして、波状に施
石、白色粒多い 文。

78 深鉢 服部 にぶい褐 7.5YR6/3 細かい白色粒 良 LR 縦 加曽利E
79 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒 良 RL 横 加曽利E
80 深鉢 胴部 にぶい橙 5YR6/4 細かい砂粒 普通 LR 横 加曽利E
81 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 細かい砂粒 不良 RL 縦 VI群 l類 太さ3~4ミリの沈線による楕円区 11 • 35と

横 画。磨り消し縄文による無文帯。 同一個体
82 深鉢 胴部 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢l~3ミリの小石 良 加曽利E 細い沈線が波状に施文される。
83 深鉢 口緑 暗赤褐 5YR3/2 ¢1~3ミリの小 良 阿玉台 隆線による「Y」字文と幅3ミリの

石、雲母 平行沈線による楕円区画と波状文。

84 深鉢 胴部～ にぶい橙 5YR6/4 細かい白色粒 不良 LR 縦 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線で縦位に区画。
底部

85 深鉢 服部～ にぶい橙 7.5YR6/4 細かい砂粒 不良 LR 縦 VI群 l類 太さ3~4ミリの沈線による縦位の 26~28 • 
底部 横 区画。底部上げ底になる。 38 • 55と

同一個体

86 深鉢 胴部～ 黄橙 IOYRS/6 ¢l~3ミリの白 良 加曽利E 外面にケズリによる整形。
底部 色粒

87 深鉢 胴部～ 黄橙 7 5YR8/8 ¢ l~2ミリの小 普通 加曽利E 無文。底面に整形痕が残る。
底部 石、白色粒

88 深鉢 胴部～ 橙 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 良 加曽利E 外面にケズリによる整形。
底部 石、白色粒

89 深鉢 胴部～ 浅黄橙 10YR8/3 ¢ 1~3ミリの小 普通一 加曽利E 無文。外面横位の整形。
底部 石

90 深鉢 胴部～ 浅黄橙 7 5YR8/6 細かい砂粒 不良一 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線による縦位の
底部 区画。

91 深鉢 胴部～ 浅黄橙 IOYRS/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線による縦位の
底部 区画。

92 深鉢 底部 にぶい橙 7.5YR6/4 細かい砂粒 不良 VI群 1類
93 深鉢 胴部～ 灰黄褐 10YR4/2 細かい砂粒 普通 加曽利E 太さ3~4ミリの沈線による縦位の

底部 区画。上げ底。

94 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~3ミリの小 良 加曽利E 外面に整形。
底部 石、白色粒

95 土製円盤 灰白 10YR7/l 細かい白色粒 普通一 加曽利E 幅4ミリの半載竹管による爪形文

施文。

96 土製円盤 にぶい橙 7.5YR7/4 細かい白色粒 良 LRL 加曽利E 縄文原体複節。
97 土製円盤 にぶい橙 5YR6/4 細かい砂粒 普通 RL 加曽利E 太さ2ミリの沈線による縦位の区

画。
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1深鉢 口緑 明黄褐 IOYR7/6 ¢lミリの小石、 良 LR 勝坂 口緑部が肥厚し、直下に沈線が巡

雲母 る。口縁部には、隆線による文様

施文。撚糸。

2深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、白 良 RL I11群 太い隆・沈線で渦巻文様を描く。

色粒

3深鉢 口緑 明黄褐 10YR7/6 細かい黒色粒 普通 LR 加曽利E 太さ3ミリの沈線による文様区画。

口縁部に¢4ミリの刺突列。

4深鉢 口縁 浅黄橙 lOYRS/4 ¢l~3ミリの小 良 RL 加曽利E 太さ6~7ミリの浅い沈線で蕨手文

石 様を描く。

5深鉢 口縁 暗褐 IOYR3/3 ¢l~3ミリの小 不良 しR VI群l類 太さ2ミリの沈線が口緑部に巡り、

石、白色粒 無文帯と区画する。

6深鉢 口縁 淡黄 2.5Y8/3 細かい砂粒 普通 加曽利E 横位の整形痕。

7深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 加曽利E 太さ4~6ミリの沈線による文様区

石 画。

8深鉢 口緑 橙 5YR6/6 細かい砂粒多い 良 LR l11群2類 隆線で楕円区画。

9深鉢 口縁 明黄褐 10YR7/6 細かい白色粒 普通 RL VI群2類 縄文施文。

10 深鉢 胴部 橙 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 太さ4~6ミリの沈線で縦位の区画
石、白色粒 を作る。

II 深鉢 胴部 にぶい黄褐 10YR5/3 ¢ l~3ミリの小 不良 LR VI群3類 低い断面三角の隆線で縦位の区画。

石、白色粒

12 深鉢 底部 明赤褐 5YR5/8 ¢ l~2ミリの白 普通 加曽利E

色粒

13 深鉢 胴部～ 淡黄 2 5Y8/3 白色粒多い 良 LR VI群3類 太さ5ミリの断面三角になる隆線

底部 による縦位区画。磨り消し縄文に

よる無文帯が交互に作られる。

14 深鉢 底部 橙 7 5YR7/6 ¢ 1~3ミリの小 不良 加曽利E

石多い
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J-3出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

1両耳壺 ほぽ完 にぶい橙 7 5YR7/4 細かい砂粒、白 普通 RL 縦 V11群2類 太さ5ミリの断面三角の隆線によ 橋状把手
形 色粒多い り頸部を区画し、口緑部無文帯を

作る。

2両耳壺 把手 灰黄褐 IOYR4/2 細かい白色粒 良 RL 縦 VII群2類 橋状把手

3深鉢 胴部 にぶい橙 2.5YR6/3 細かい白色粒 良 LR 縦 加曽利E 太さ5ミリの断面三角の隆・沈線
による縦位の区画。

4深鉢 胴部 灰黄 2.5Y6/2 細かい砂粒、白 良 LR 横 加曽利E 太さ5ミリの断面三角の隆線によ
色粒 り渦巻文様を描く。

汎2 

”
 

゜
20cm 

第120図 J-3出土土器
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J-4出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 良 l群 頸部のくびれ部に隆・沈線による

区画。隆線には矢羽状の刻み。ロ

縁には隆線で縦位の区画。

2深鉢 口緑 にぶい赤褐 5YR4/4 ¢lミリの砂粒 良 LR I群 太い隆線による楕円区画内には渦

巻や斜線が充填される。撚糸。

3深鉢 口緑 暗赤褐 5YR3/4 細かい砂粒 良 RL I群 隆線で口緑部を楕円区画。区画内

は交互刺突と渦巻文。

4深鉢 口縁 にぶい赤褐 5YR4/4 ¢l~2ミリの小 良 ［群 太さ2~3ミリの沈線で文様を描く。

石

5深鉢 口縁把 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢l~3ミリの小 良 阿玉台 耳采状になる突起、縁には刻みが

手 石、雲母 施される。

6深鉢 口緑 にぶい赤褐 5YR4/4 ¢lミリの砂粒 良 LR I群 隆線による波状の区画。区画内に

渦巻文。撚糸。

7深鉢 口縁 明赤褐 5YR5/6 ¢1~2ミリの小 良 RL ［群 太さ4ミリの沈線による方形区画。

石

8深鉢 口緑 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 普通 I群 渦巻状の隆線が施文される。
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J-6出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

1深鉢 胴部 暗褐 7 5YR3/3 qilミリの小石、 良 RL VI群 太さ4ミリの沈線による楕円区画。
白色粒 磨り消し縄文による無文帯。

2深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 m群 口縁部無文帯。横位ヘラナデ。頸

石粒 部太さ4ミリの隆起線による横位

区画。胴部は、隆起線が頸部から

垂下して方形の区画を作る。

3深鉢 胴部 灰黄褐 10YR4/2 ¢lミリの小石、 不良 加曽利E 胴部太さ5ミリの隆線とそれに沿
白色粒 って沈線による縦位の区画。

4深鉢 胴部 にぶい黄褐 10YR5/3 細かい砂粒 普通 VI11群4類 胴部ヘラ状工具による斜位の条線

文。

5深鉢 胴部 黒 IOYR2/l 細かい砂粒 良 RL 斜 加曽利E
6深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒 普通 RL 斜

J-7出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

1深鉢 口緑 橙 5YR6/6 </JIミリの砂粒、 普通 勝坂 幅6ミリの円形状の隆帯とそこか
軽石粒 ら繋がる隆線上に刻み列を施す。

2深鉢 口縁 にぶい赤褐 5YR4/4 ¢ lミリ前後の 普通 勝坂 幅10ミリ前後の環状隆帯文それ
砂粒、金雲母 に付随する摘み状突起、さらにそ

れらに沿って爪形の刻み列。

3深鉢 胴部 にぶい赤褐 5YR4/4 ¢ l~2ミリの小 良 勝坂 頸部太さ6ミリの隆線による横位
石、軽石粒 区画とそれに沿って平行沈線と半

戟竹管による爪形文施文。ペン先

状の鋸歯文。

4深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 ¢Iミリの砂粒、 普通 L 縦 I群 地文撚糸。 5条l組の太さ3ミリの
軽石粒 沈線を施文する。上下端は水平で

中の3条を弧状に施文する。
5深鉢 胴部 橙 5YR6/6 ¢lミリの砂粒、 良 L 縦 I群 頸部幅8ミリの半載竹管による渦

軽石粒 巻状文様。その下部に同じ工具に

よる3条の平行沈線文。地文撚糸。
6深鉢 口縁 暗褐 10YR3/4 細かい砂粒、軽 やや RL 縦 l群 口緑部幅9ミリの平行沈線による

石粒 不良 横位区画。その下部に同じ沈線に

よる弧状区画。

7深鉢 口緑 橙 5YR6/6 細かい砂粒、軽 普通 I群 口唇部幅12ミリの平坦面を持つ。
石粒 外面隆帯に半載竹管で渦巻文を施

文し、小突起を作る。その下部に

クランク状の文様と、縦の刻みを

施す。
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J-7出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

8深鉢 口緑 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 V群2類 口縁部平縁で¢3ミリの棒状工具
石粒 による剌突列。下部に太さ3ミリ

の沈線による横位区画。

9深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢l~2ミリの砂 良 RL 縦 V群2類 口縁部横位整形後ペン先状工具に
粒 横 よる剌突列。頸部は、太さ5ミリ

の隆起線による横位区画。その上

面に縄文施文。

10 深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 口緑部平縁で横位の整形。下部を

石粒 横 太さ5ミリの沈線による横位区画。

II 深鉢 口緑 橙 5YR6/6 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 皿群 口縁部太さ6ミリの2条の隆起線

石粒 横 による横位区画。胴部、隆起線に

よる縦位区画。

12 深鉢 口縁 灰褐 7.5YR4/2 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 口緑部平緑で無文帯。横位の整形。

石粒 横 頸部太さ5ミリの隆起線による横

位区画。

13 深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 VI群3類 口縁部の下に太さ6ミリの沈線に
軽石粒 横 より横位区画。胴部は、太さ4ミ

リの沈線により、無文帯と縄文帯

を分ける縦位区画。

14 深鉢 口緑 にぶい黄褐 10YR4/3 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 VI群l類 口緑部波状。無文帯を持ち、横位
軽石粒 横 の整形。頸部に太さ5ミリの隆線

により横位区画を施す。

15 深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR4/3 </>lミリの砂粒、 普通 RL 縦 VI群 l類 口縁部平緑で無文帯を持ち、横位
軽石粒 横 の整形。頸部太さ5ミリの隆線を横

位に巡らす。隆線上部に縄文施文。

16 深鉢 口緑 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢ l~2ミリの小 普通 LR 縦 VI群 口緑部やや山形の突起を持ち、波

石、軽石粒 横 状口縁を呈する。

17 深鉢 口緑 にぶい黄 2.5Y6/4 ¢lミリの砂粒、 普通 LR 縦 VI群1類 口縁部無文で横位の整形。頸部に

軽石粒 横 太さ4ミリの沈線による横位区画。

18 深鉢 口緑 黒 10YR2/l 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 VI群1類 口緑部波状を呈し、無文で横位の
石粒 整形。頸部波状口縁に沿って太さ

3ミリの隆起線による区画。胴部

2ミリの沈線によるレンズ状区画。

19 深鉢 口緑 灰黄褐 IOYR4/2 細かい砂粒、軽 普通 横 VI群 l類 口緑部平緑で横位の整形。太さ3

石粒 縦 ミリの隆起線による横位区画。

20 深鉢 口緑 にぶい黄橙 JOYR7/2 細かい砂粒、軽 良 VI群 l類 口緑部無文帯を横位に整形。頸部

石粒 太さ5ミリの隆起線による横位区画。

21 深鉢 胴部 黒褐 5YR2/l 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 l類 口縁下部に太さ3ミリの隆起線に

石粒 よる弧状の区画。0段多条。

22 深鉢 口縁 浅黄橙 IOYRS/4 ¢1ミリの砂粒、 やや RL 縦 VI群2頬 口緑部幅18ミリの橋状把手。太 橋状把手
軽石粒 不良 斜 さ5ミリの沈線による楕円状区画

及び蕨手状文様。

23 両耳壺 口緑～ 灰黄褐 10YR5/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 VII群2類 口緑部無文帯横位の整形。下部幅 橋状把手
胴部 石粒 60ミリの橋状把手部欠損。太さ2

ミリの隆起線による胴部文様区画。

縄文0段多条。

24 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ lミリ前後の 普通 RL 縦 N群2類 口緑から頸部太さ6ミリ前後の隆
砂粒、軽石粒 横 起線による入り組状の渦巻文。

25 深鉢 胴部 浅黄橙 IOYR8/4 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群l類 太さ3ミリの隆起線により弧線状
石粒 区画を施す。無文帯部分には、整

形痕が残る。

26 深鉢 胴部 橙 5YR6/6 ¢l~2ミリ前後 普通 RL 横 加曽利E 文様部の剥落多い。太さ5ミリの
の小石 隆起線による弧状の区画。

27 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢ lミリ前後の 普通 RL 横 加曽利E 胴部太さ5ミリの隆線により縦位
砂粒、軽石粒 の弧線を描く区画。

28 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR7/4 ¢ Iミリ前後の 普通 しR 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線2条を対にして

砂粒 縦位区画する。

29 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 ¢ Iミリ前後の 普通 RL 縦 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線2条を対にし

砂粒 て縦位区画する。
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J-7出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

30 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線を2条対にし
石粒 た縦位区画。 0段多条。

31 深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR7/4 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E 太さ4ミリの隆線による縦位区画。
石粒 磨り消し縄文帯は縦位の整形。

32 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 JOYR7/4 ¢lミリの砂粒、 普通 加曽利E 表面は剥落が多い。
底部 軽石粒

33 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢1ミリの砂粒、 普通 加曽利E 表面整形痕。
軽石粒

34 深鉢 胴部～ 橙 7.5YR6/6 c/>lミリの小石 普通 RL 縦 VI群 太さ2ミリの沈線2条l組の縦位区
底部 画。その内側をヘラナデ整形し無

文帯を構成する。

35 深鉢 底部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ I~3ミリの小 やや 加曽利E 無文。縦位の整形。
石、軽石粒 不良

36 深鉢 底部 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢l~2ミリの砂 普通 加曽利E 底面上げ底。底面近くは、横位の
粒、軽石粒 整形。上部は、縦位の整形。

37 深鉢 底部 にぶい褐 7 5YR5/4 細かい砂粒 普通 加曽利E 表面整形痕。
38 深鉢 底部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢1~2ミリの砂 普通 加曽利E 表面整形痕。

粒

39 深鉢 底部 にぶい橙 7.5YR7/3 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 無文。縦位の整形。
石粒

40 蓋 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒、角 良 加曽利E 2つの穿孔がある。表面に整形痕
閃石 が残る。

J-8出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

l深鉢 口縁 明赤褐 2.5YR5/6 細かい砂粒、軽 良 勝坂 折り返し口縁で、口唇断面が台形

石粒 になる。

2深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 ¢lミリの砂粒、 普通 阿玉台 太さ3ミリの隆線による横位・斜

金雲母 位区画に沿ってペン先状工具によ

る押し引きの刺突。

3深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR5/4 ¢lミリの砂粒、 普通 勝坂 口縁部三角形の摘み状突起に沿っ

金雲母 て両脇幅6ミリの爪形の刻み列を

施文。下部に太さ3ミリの隆線に

よる横位楕円区画を作る。隆線に

沿って内側を爪形の刻み列。
4深鉢 口緑 明赤褐 2.5YR5/6 ¢lミリの砂粒 普通 Rし 勝坂 口縁部太さ2ミリの沈線による渦

巻状文様と縦位の刻み列。ペン先

状工具による刺突列。

5深鉢 胴部 灰褐 7 5YR4/2 ¢ Iミリの砂粒、 不良 勝坂 幅25ミリの弧状になる隆帯を貼り、
軽石粒 その上面を櫛状工具による4条の

沈線を施文している。

6深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 m群 口緑部太さ8ミリの隆起線による

横位楕円区画。

7深鉢 口緑 橙 5YR6/6 ¢Iミリの砂粒、 普通 RL 縦 皿群 口緑部太さ8ミリの隆起線による
軽石粒 横位区画。

8深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 口縁部波状を呈し、無文帯に横位

石粒 の整形痕。

9深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒、軽 良 LR 縦 VI群 口縁部波状。太さ3ミリの沈線に
石粒 横 よる大きな波状区画。

10 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群 胴部太さ4ミリの隆起線による縦
石粒 位区画。無文帯は縦位の整形。

II 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 表面剥落。

石粒

12 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 表面整形痕。

石粒
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第126図 J -12出土土器

J-9出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

1深鉢 口縁 灰黄褐 10YR6/2 ¢ l~2ミリの小 普通 LR 縦 VI群 口緑部無文帯。横位の整形。頸部

石 に太さ4ミリの隆起線による横位

区画。
2器台 脚 橙 5YR6/6 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 口緑部無文帯。横位の整形。

石粒

J-10出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

］深鉢 胴部 灰黄褐 10YR5/2 ¢lミリの小石 普通 RL 縦 m群 頸部太さ5ミリの隆起線による縦

位の区画。胴部太さ5ミリの沈線

による「n」状文。
2深鉢 胴部 にぶい黄褐 IOYR5/3 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 胸部太さ3ミリの2条の沈線によ

る縦位の区画。

J-11出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

l深鉢 胴部～ 浅黄橙 IOYRS/4 白色粒多い 普通 RL 斜 VI群
底部

2両耳壺 把手 灰黄褐 10YR5/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 V11群2類 把手部は、幅40ミリになる。 橋状把手

石粒 縦

悶91種類器種1 部位 1 色調
l深鉢 口縁～にぶい橙

底部

記号

J-12出土土器観察表

胎土｀：］豆暦分類 文様の特徴 備考

7.5YR7/4 I¢ I~2ミリの小普通 LR 縦 VI群2類 太さ3ミリの沈線が口緑に巡り無I橋状把手
石、白色粒多い ILR I 文帯と区画する。胴部は沈線で縦

位の区画の文様構成。

168 



第 1節出土土器

諄 灯l

朽

□
9ロ

門

費 ”%し‘：，＇甘~が“わ‘•加‘｀忍`か： II 

゜
20cm 

第127図 J -13出土土器

J-13出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎 土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

1深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 良 勝坂 幅6ミリの平行沈線と爪形文。

2深鉢 胴部 淡黄 2 5Y8/3 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 断面三角の隆起線による縦位区画。

3深鉢 胴部 浅黄橙 IOYR8/3 ¢ l~2ミリの白 普通 無文。

色粒

4深鉢 胴部 にぶい黄褐 IOYR6/3 細かい砂粒 良 Rし VI群 太さ4ミリの沈線による縦位区画。

5深鉢 口縁～ にぶい黄橙 10YR6/3 </Jlミリの小石、 良 RL VI群3類 太さ5ミリの沈線が口縁部を巡り、

胴部 白色粒 無文帯を区画する。胴部は、同じ

沈線により無文帯と縄文帯が交互

に区画される。

6~8 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR6/3 ¢1ミリの小石、 良 RL 縦 VI群3類 太さ5ミリの沈線で縦位区画し、 同一個体

白色粒 無文帯と縄文帯が交互に区画され

る。
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第128図 J -14出土土器

J-14出土土器観察表

同版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

］深鉢 口縁 にぶい橙 7.5YR6/4 </>lミリの砂粒、 やや LR 横 VI群 口緑部は、波状を呈し無文帯を持

軽石粒 不良 縦 つ。頸部は、太さ3ミリの隆起線

により、区画する。胴部は、頸部

から隆起線2条が弧線状に下り無

文帯を区画する。
2深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/4 細かい砂粒、軽 普通 LR 横 VI群 口縁部無文帯は頸部に太さ4ミリ

石粒 縦 の隆起線により横位に区画される。

胴部は頸部からの隆起線により弧

状に区画される。
3深鉢 口縁 灰黄褐 IOYR5/2 細かい砂粒、軽 良 RL 斜 V群2類 口緑部は、波状を呈し横位ヘラナ

石粒 横 デ、口唇部ミガキ後ペン先状工具

により 2列の刺突文を施文する。

頸部横位の隆起線とそれに沿う沈

線を施す。
4深鉢 口縁 にぶい黄褐 10YR5/3 細かい砂粒、軽 良 LR 縦 VI群 口緑部波状を呈し無文帯を持つ。

石粒 横

5深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 縦 加曽利E 胴部に太さ7ミリの3条の沈線に
軽石粒 よる縦位区画を作る。

6深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒、軽 良 LR 縦 加曽利E 胴部に太さ3ミリと2ミリの沈線
石粒 により縦位区画を作る。

7深鉢 胴部 橙 7.5YR6/6 細かい砂粒 良 RL 縦 VI群 胴部に太さ3ミリの2条の隆起線

により弧線状区画を作る。
8深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群 胴部に太さ4ミリの隆起線による

縦位区画。

9土製円盤 にぶい黄褐 10YR5/4 ¢1ミリの砂粒 やや RL 縦 加曽利E
不良
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第130図 J -15出土土器 (2)

J-15出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

1深鉢 口緑～ 浅黄橙 7.5YR8/3 細かい砂粒 良 LR 縦 VI群3類 口縁部に断面三角形、太さ5ミリ

胴部 の隆線により、口緑部無文帯を区

画する。胴部は、隆線による縦位

区画。磨り消し縄文による無文帯

と縄文帯が交互に構成される。

2深鉢 口緑～ にぶい黄褐 10YR5/3 細かい砂粒 不良 RL 縦 VI群 l類 口緑部波状を呈し内傾する。頸部

胴部 に太さ3ミリ、断面三角の隆起線

による区画。口縁部は横位の整形。

胴部は縄文を帯状に施文。

3両耳壺 口緑～ にぶい黄橙 10YR6/3 ¢1ミリの砂粒、 普通 V11群2類 口縁部無文帯。横位の整形。太さ 橋状把手

胴部 軽石粒 3ミリの沈線で口緑部を区画する。

頸部は幅50ミリの橋状把手が付く 。

胴部は、 8条l単位の条線。

4深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 胴部に太さ3ミリ、断面三角の隆

石粒 起線による縦位区画。無文帯と縄

文帯を交互に作る。

5深鉢 胴部 灰黄褐 10YR4/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群 0段多条の原体を使い施文方向を

石粒 横 変え羽状縄文を表現する。

6深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 VI群 縄文を浅く施文。

石粒

7深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 ¢lミリの砂粒、 普通 LR 斜 VI群 断面三角太さ3ミリの隆起線によ

軽石粒 る縦位区画。無文帯と縄文帯を交

互に作る。無文帯は、縦位の整形。

8深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR5/4 rpl~3ミリの小 やや RL 縦 VI群 断面三角太さ3ミリの隆起線によ

石 不良 る縦位区画。無文帯と縄文帯を交

互に作る。無文帯は、縦位の整形。

9深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR5/2 ¢ l~2ミリの小 普通一 V111群4類 櫛状工具による条線文。

石、軽石粒
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第131図 J -16出土土器

J-16出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口縁～ 浅黄橙 7 5YR8/3 細かい砂粒 不良 RL 横 皿群 l類 4単位になると思われる舌状突起 舌状突起
胴部 下には、太さ4ミリの沈線による

円形区画と楕円区画。 胴部には、

縦位の沈線による区画で無文帯と

縄文帯を交互に構成する。

2深鉢 口縁 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢lミリの砂粒 普通 V][群 l類 口縁部から胴部に櫛状工具により
条線文が施文される。口緑部は隆

帯と沈線により横位入り組の楕円

区画を作る。

3深鉢 口縁突 浅黄 2.5Y7/3 細かい砂粒 普通 VI群 口縁部円柱状の突起で頂部に渦巻

起 状の沈線文。ややラッパ状に開く 。

口縁部には、 ¢5ミリの剌突を巡

らす。

4深鉢 口縁 灰黄褐 10YR5/2 細かい砂粒 普通 加曽利E 口緑部無文。横位の整形痕。

5深鉢 口縁 橙 7 5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 縦 VI群 口縁波状を呈し、太さ4ミリの沈
石、軽石粒 線による波状の文様区画。
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J-16出土土器観察表

図版 種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成 地文 施文 分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

6深鉢 口緑～ 明赤褐 2 5YR5/8 ¢ l~4ミリの小 普通 LR 縦 VI群 口緑部に小突起を持つ波状口緑。 7と同一個

胴部 石、軽石粒 横 頸部から胴部は太さ5ミリの沈線 体

による「n」状の文様。文様内は
磨り消し縄文。

7深鉢 口緑～ 明赤褐 2 5YR5/8 ¢l~3ミリの小 普通 LR 縦 VI群 口緑部に小突起を持つ波状口緑。 6と同一個

胴部 石、軽石粒 横 頸部から胴部は太さ5ミリの沈線 体

による「n」状の文様。文様内は
磨り消し縄文。

8深鉢 胴部 浅黄橙 7.5YR8/3 細かい砂粒 不良 RL 加曽利E 太さ4~8ミリの沈線で縦位の区画

を作る。無文帯と縄文帯を交互に

構成。

9深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 胴部に太さ2ミリの沈線による縦

石粒 位区画。

10 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒、軽 普通

石粒

II 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、軽 普通一 加曽利E

石粒

12 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒、軽 普通一 VI11群 l類 胴部太さ6ミリの2条l組の沈線に

石粒 よる縦位区画。櫛状工具による条

線文。

J-17出土土器観察表

図版 種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成 地文 施文 分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口縁 明褐灰 7.5YR7/2 ¢ lミリの白色 良 勝坂 幅7ミリの平行沈線と爪形文が口 橋状把手

粒、金雲母 緑・把手部に施文。爪形文間に鋸

歯状の文様。

2深鉢 口緑 浅黄橙 7.5YR8/3 細かい砂粒 普通 RL 加曽利E 波状口縁の舌状突起部。太さ6ミ 舌状突起

リの沈線が渦巻文様を描く 。内面

にも「のJ文様が施文される。

3深鉢 口縁～ 浅黄橙 10YR8/3 ¢l~3ミリの小 不良 RL 縦 VI群l類 波状口緑になる。太さ3~4ミリの

胴部 石 隆線で口縁部無文帯を区画する。

波状口縁の頂部下に隆線で弧線を

描く 。隆線が集まり小突起となる。

4深鉢 胴部 浅黄橙 7.5YR8/3 ¢l~2ミリの砂 良 VI群1類 太さ5ミリの隆線による縦位の区

粒、白色粒 画。無文部には縦位の整形痕。

5両耳壺 口縁 明褐灰 7.5YR7/2 ¢l~3ミリの小 良 LR 縦 V11群2類 口緑部に隆線が巡り無文帯を区画。 橋状把手

石、白色粒多い 横 把手の頂部は、舌状突起。 舌状突起

6深鉢 胴部 にぶい橙 5YR6/4 ¢ l~2ミリの白 良 RL 縦 加曽利E 太さ2~3ミリの沈線による縦位の

色粒 区画。無文帯と縄文帯を交互に構

成する。

7深鉢 胴部 灰白 2 5Y8/l 細かい白色粒 不良 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区

画。

8深鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/3 細かい砂粒、白 不良 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区

色粒 画。

9浅鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/3 ¢l~2ミリの砂 不良

粒

10 浅鉢 底部 灰白 2 5Y8/2 白色粒多い 不良 加曽利E

11 深鉢 底部 浅黄橙 lOYRS/3 白色粒多い 良 加曽利E

12 深鉢 底部 灰白 lOYRS/2 白色粒多い 普通 加曽利E
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第133図 J -18出土土器

J-18出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］両耳壺 胴部～ 浅黄橙 7.5YR8/4 ,plミリの砂粒、 普通 LR 横 V11群2類 橋状把手が付き、両耳壺になる。 橋状把手
底部 白色粒多い 縦 把手部は欠損。原体を変えた羽状

縄文。

2深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒、軽 良 RL 縦 加曽利E 胴部太さ2ミリの沈線による弧状

石粒 の区画。

3深鉢 胴部 褐灰 IOYR4/l ¢ lミリの砂粒、 普通 Rし 縦 加曽利E 頸部に隆線による横位の区画。

軽石粒 横

4深鉢 胴部 にぶい黄褐 IOYR4/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E 胴部に帯状に縄文を施文。

石粒

5深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR4/2 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E

石粒 横

6深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢lミリの砂粒、 普通 RL 斜 加曽利E

軽石粒

7深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒、軽 良 LR 横 加曽利E

石粒

8深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR4/2 細かい砂粒、軽 普通 LR 横 加曽利E

石粒

9深鉢 胴部 にぶい黄褐 IOYR5/3 c/llミリの砂粒、 普通 加曽利E 胴部縦位の整形。

軽石粒
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J-19出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 ¢1~3ミリの小 良 RL 縦 VI群 太さ5ミリの断面三角形の隆線に

石、白色粒多い よる楕円区画。区画間は、磨り消

し縄文。

2深鉢 口縁～ 明黄褐 10YR6/6 c/>l~3ミリの小 良 LR 斜 VI群 口縁部に太さ5ミリ、断面三角形

胴部 石 の隆線が巡り口緑部と区画する。

3深鉢 胴部 浅黄 2.5Y7/4 ¢1~3ミリの小 良 LR 斜 VI群

石

4深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR5/3 ¢l~2ミリの砂 普通 LR 縦 加曽利E

粒

5深鉢 口縁 暗灰黄 2.5Y5/2 細かい白色粒 良 加曽利E 口縁部横位の整形。

6深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 良 RL 斜 加曽利E
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第 1節出上土器

J-20出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 把手 橙 5YR6/6 ¢lミリの砂粒、 やや 加曽利E 幅25ミリの橋状把手。太さ3ミリ 橋状把手
軽石粒 不良 の沈線を施文する。

2深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢ Iミリの砂粒 良 加曽利E 胴部縦位の整形。
3深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 縦位の沈線。

石粒

J-21出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎上 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ4ミリの隆起線による弧
石粒 線状区画。

2深鉢 胴部 灰黄褐 10YR6/2 ¢1ミリの砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 胴部太さ4ミリの隆起線による弧
線状区画。

3深鉢 胴部 灰白 2 5Y8/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E
石粒

4深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E
石粒 横

J-22出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］深鉢 口緑 淡黄 2 5Y8/3 細かい砂粒 普通 RL m群 太さ7~8ミリの沈線による楕円

区画。

2深鉢 口緑 浅黄橙 7.5YR8/3 細かい砂粒、黒 普通 RL 縦 VI群 波状口縁。口縁部に隆起線が巡り

色粒 横 無文帯を区画する。

3深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 胴部に太さ5ミリの沈線による縦
石粒 位の区画。区画間に沈線による縦

位の波状文。

4深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 細かい砂粒、軽 良 RL 縦 加曽利E 胴部に太さ4ミリの沈線による縦
石粒 位の区画。

5深鉢 胴部 灰黄褐 10YR6/2 ¢ lミリ以下の 良 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区
白色粒多い 画。磨り消し縄文による無文帯。

6深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/2 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による縦位の区
石、白色粒多い 画と波状文。磨り消し縄文による

無文帯。

7深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢ 1ミリ以下の 普通 RL 加曽利E 縄文施文。
白色粒多い

8深鉢 胴部 浅黄橙 lOYRS/3 細かい砂粒 普通 加曽利E 太さlミリの沈線による縦位区画。

J-23出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］深鉢 胴部 淡黄 2.5Y8/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E 胴部太さ9ミリの沈線により弧線
石粒 状区画。

2深鉢 胴部 淡黄 2 5Y8/4 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 無文部横位の整形。
石粒

3深鉢 胴部 淡黄 2 5Y8/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ7ミリの沈線により縦位
石粒 の区画。

4深鉢 胴部 浅黄橙 IOYRS/3 細かい砂粒、角 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ6ミリの沈線により縦位
閃石 の区画。
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第 1節出土土器

J-24出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

1深鉢 口縁突 にぶい橙 7 5YR7/4 ¢ 1ミリ前後の 良 LR 縦 VI群2類 口縁部波状になる。頂部に橋状把 橋状把手

起 砂粒 手が付く。把手下部より横位に隆

起線で文様区画する。

2深鉢 口緑 にぶい橙 7 5YR7/4 細かい砂粒、角 良 LR 縦 VI群 口緑部波状になる。頸部太さ6ミ

閃石 横 リの隆線による横位区画。

3深鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/4 細かい砂粒、角 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ4ミリの沈線による縦位

閃石 区画。

4深鉢 胴部 褐灰 7 5YR5/l 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 胴部太さ4ミリの沈線による楕円

石粒 区画。

5深鉢 胴部 にぶい橙 7 5YR6/4 ¢l~3ミリの砂 普通 LR 縦 加曽利E

粒、小石

6深鉢 底部 浅黄橙 lOYRS/3 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 底面剥落。

石粒

7深鉢 底部 浅黄橙 10YR8/3 ¢l~2ミリ砂粒 普通 加曽利E

J-25出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］深鉢 口縁 浅黄橙 7 5YR8/4 細かい砂粒 普通 RL 横 旧群 口緑波状。太さ8ミリの沈線によ

る楕円区画。

2深鉢 口縁 灰白 5YR8/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 皿群 口縁部太さ5ミリの隆線とそれに

石粒 沿う沈線による横位渦巻状区画。

3深鉢 口緑 浅黄橙 IOYRS/4 ¢ 1ミリ前後の 普通 RL 横 加曽利E 口縁部太さ6ミリの隆線とそれに

砂粒 沿う沈線による弧状区画。

4深鉢 胴部 灰白 7.5YR8/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線による文様区画。

石粒

5深鉢 胴部 浅黄 5Y8/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 斜 加曽利E 口縁部太さ8ミリの沈線とそれに

石粒 沿う隆線による横位区画。胴部は、

同じ沈線による弧線区画。

6深鉢 胴部 灰白 7 5YR8/2 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 無文。

石粒

J-26出土土器観察表

屈版
種類器種 部位 色 調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

I 深鉢 口緑 淡黄 2.5Y8/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E 波状口縁。頸部太さ5ミリの隆線

石粒 横 による横位区画。隆線により、弧

状の区画を施す。

2 深鉢 口緑 浅黄橙 lOYRS/3 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E 頸部に太さ5ミリの沈線による区

石粒 画線が巡る。

3 深鉢 胴部 灰白 2.5Y8/2 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 胴部櫛状工具による条線を施文す

石粒 る。

J-27出土土器観察表

茫種類器種部位 色調 記号 胎土 焼成
地文 施文

分類 文様の特徴 I 備考
原体 方向

1 I深鉢 I胴部 Iにぶい黄橙IIOYR7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ4ミリの沈線による縦位
石粒 区画を施す。

J-28出土土器観察表

図版種類器種部位
No 

色調 記号 胎土 焼成地文施文
原体方向

分類 文様の特徴 I 備考

I 深鉢 口縁 浅黄 2 5Y7/3 c/llミリの砂粒、 普通一 加曽利E 無文。横位の整形。

角閃石

2 I深鉢 1口緑 Iにぶい黄橙 IIOYR6/3 J p_ Iミリの砂粒 1 普通 I — | 1加曽利E I無文。 1橋状把手
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第 1節出土土器

J-29出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色 調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

1深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR7/3 ¢1ミリの砂粒 普通 加曽利E 胴部隆起線により楕円・弧状区画

を作る。

2深鉢 胴部 浅黄橙 IOYRS/4 がミリの砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 胴部太さ5ミリの沈線により縦位

区画を作る。

3深鉢 胴部 浅黄橙 7 5YR8/3 細かい砂粒 普通 加曽利E 摩滅多い。

4深鉢 胴部 にぶい橙 2 5YR6/4 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 0段多条の縄文施文。

石粒

J-30出土土器観察表

悶：I:：器種こ立 1二： I7二Ì：こ：三二［：：三三。4、リのl備考

J-3]出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

1深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群 胴部に太さ3ミリの沈線による縦

位区画。

2深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/3 r/>Iミリの砂粒 普通 VI群 胴部下部縦位の整形。

3深鉢 胴部～ 灰白 10YR8/2 ¢lミリの砂粒、 普通 VI群 胴部下部縦位の整形。

底部 軽石粒

J-33出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］深鉢 口緑 にぶい橙 7.5YR6/4 ¢ lミリ前後の 普通 RL 横 皿群 口緑部太さ4ミリの沈線とその間

砂粒 の隆線による三角形状モチーフの

区画を施す。

2深鉢 口緑 褐 7 5YR4/3 ¢2ミリ前後の 良 しR 縦 VI群 口縁 ・胴部無文帯横位の整形。太

砂粒 横 さ3ミリの沈線による弧状区画。

3深鉢 口縁 黄橙 IOYRS/6 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 VI群 口縁部無文帯。頸部ペン先状剌突

石粒 横 を巡らす。胴部太さ2ミリの沈線

により縦位波状区画。

4深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒、軽 良 RL 横 VI群 波状口緑。太さ3ミリの沈線によ

石粒 る区画。

5両耳壺 把手 浅黄橙 10YR8/4 ¢ lミリ前後の 普通 不明 VI群2類 幅40ミリの橋状把手。 橋状把手

砂粒、軽石粒

6深鉢 口縁 浅黄橙 I OYRS/4 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群3類 口縁部無文帯、横位の整形。頸部

石粒 横 隆起線により横位区画。

7両耳壺 把手 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群2類 幅60ミリの橋状把手。 橋状把手

横

8深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒、軽 普通 VI群 太さ lミリの沈線により縦位区画

石粒 を施す。

9深鉢 胴部 浅黄橙 10YR8/3 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ8ミリの沈線による縦位区画。

10 深鉢 胴部 橙 7.5YR7/6 ¢l~2ミリの砂 普通 RL 縦 VI群 縄文施文。

粒、軽石粒

II 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒 良 VI[群 櫛状工具による条線。

12 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒 普通 加曽利E 無文。

悶'|種類器種1部位1色調 1記号
1深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4

J-34出土土器観察表

胎土 1̀̀:I分類 1 文様の特徴
細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位区画。

備考

J-35出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎 土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 縄文施文。

横

2深鉢 口縁 浅黄橙 IOYRS/4 ¢ 1ミリ前後の 不良 加曽利E 口縁部、隆帯とそれに伴う両側の 突起

砂粒、軽石粒 沈線施文の半円形の突起。
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第 1節出土土器

J-36出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l甕 口縁 橙 7.5YR6/6 細かい砂粒 普通 土師器 口縁「く」の字状に屈曲。全面ナデ。 混入

2深鉢 口緑 にぶい黄褐 IOYR5/4 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 VI群 口縁部波状。ペン先状工具による

石粒 沈線で文様を描く。

3深鉢 口緑 にぶい黄褐 10YR5/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 VI群 口緑部波状。縄文は羽状縄文。

石粒 横

4深鉢 口縁 浅黄橙 IOYR8/4 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 VI群 口縁部太さ4ミリの沈線による区

石粒 画。

5深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 VI群 口縁部無文帯横位の整形。頸部太

横 さ4ミリの隆線により横位区画。

胴部は、同じ隆線により弧を描く。

6深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR5/2 ¢ lミリ前後の 普通 RL、 縦 VI群 胴部太さ4ミリの沈線による縦位

砂粒、軽石粒 及び「U」状の区画。

7深鉢 胴部 灰黄褐 10YR4/2 ¢ lミリ前後の 普通 RL 横 VI群 太さ4ミリの二重になる沈線によ

砂粒、軽石粒 る弧状の区画。

8深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 縄文施文。

9深鉢 胴部 橙 7 5YR7/6 ¢ Iミリの砂粒 不良 LR 横 加曽利E 縄文施文。

斜

10 深鉢 胴部 橙 7.5YR6/6 ¢ lミリ前後の 普通 RL 縦 VI群 太さ3ミリの沈線により「U」「n」
砂粒 状の区画を施す。区画間に蕨手文

様を施文。

J-37出土土器観察表

贋9種類器種部位 色調 記号 胎土 焼成
地文 施文

分類 文様の特徴 I備考
原体 方向

叶深鉢 1胴部 I灰白 2.5Y8/2 細かい砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 太さ3ミリの二重沈線による文様

施文。

21深鉢 l胴部 l明赤褐 j5YR5/6 細かい砂粒 不良 LR 縦 加曽利E 撚糸施文。

J-38出土土器観察表

烹種類器種部位 色調 記号 胎土 焼成
地文 施文

分類 文様の特徴 I備考
原体 方向

li深鉢 i胴部 Iにぶい褐 17 5YR5/4 ¢ Iミリの砂粒 良 加曽利E 太さ4ミリの沈線による横位およ

び縦位の沈線による区画。

21土製円盤 l橙 」75YR6/6」¢lミリの砂粒 普通 胴部太さ3ミリの沈線。

J-39出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR6/4 ¢ lミリ前後の 良 LR 横 m群1類 口縁部太さ 10ミリ以上の隆線に
砂粒、軽石粒 より「の」の文様を施文する。

2深鉢 口縁 橙 7.5YR6/8 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 V群2類 口緑部太さ4ミリの沈線による弧

石粒 横 状の区画。

3浅鉢 口緑 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 口縁部無文帯横位の整形。

石粒、角閃石

4深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒、軽 普通 LR 縦 加曽利E 太さ4ミリの隆線による縦位区画。

石粒

5深鉢 胴部 赤褐 5YR4/6 ¢ 1ミリ前後の 良 LR 縦 VI群 胴部太さ5ミリの沈線による波状

砂粒、軽石粒 斜 区画。

6深鉢 口縁 暗褐 7.5YR3/4 ¢ lミリ前後の 普通 阿玉台 頸部太さ3ミリの隆線とそれに伴

小石、金雲母 う沈線による横位施文。胴部には、

波状の平行沈線を施す。

7深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR6/4 細かい砂粒、軽 良 RL 縦 加曽利E 胴部下位に太さ3ミリの2条l組の

石粒 沈線による縦位の区画。

8深鉢 口縁～ 浅黄橙 lOYRS/3 ¢ lミリ前後の 普通 RL 縦 VI群2類 口縁部は緩やかな波状を呈し、無 環状把手

胴部 砂粒、軽石粒 文帯を持つ。胴部は、微隆起線に

より区画される。

9深鉢 胴部～ にぶい黄橙 10YR6/4 細かい砂粒、軽 普通 加曽利E 底部付近は縦位の整形痕。

底部 石粒、角閃石

10 深鉢 底部 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒 普通 加曽利E 底部付近は縦位の整形痕。

11 深鉢 底部 暗赤褐 5YR3/6 ¢1~3ミリ小石 普通 加曽利E 底部付近は縦位の整形痕。

12 深鉢 胴部～ 明褐 7.5YR5/6 ¢ lミリ前後の 普通 RL 縦 加曽利E 底部付近は縦位の整形痕。

底部 小石
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J-40出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 吾＂1し 万ロ 胎土 焼成

地文 施文
分 類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢l~3ミリの小 普通 RL 横 加曽利E 胴部太さ3ミリの隆線が口縁部文

石 様帯から垂下して方形状を区画す

る。

2深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢ 1~2ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの断面三角の隆起線に

石、軽石粒 横 よる弧状区画。

3深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒 やや LR 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線により 「n」状
不良 区画。

4深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR5/4 ¢l~3ミリの小 良 RL 横 加曽利E 太さ2ミリの沈線により渦巻状文

石 斜 様。文様間は、磨り消し縄文。

5深鉢 胴部 灰黄褐 10YR5/2 ¢l~2ミリの小 普通 LR 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線による縦位区画。

石、軽石粒

6深鉢 底部 にぶい黄橙 IOYR6/4 ¢ 1~3ミリの小 普通 加曽利E 高台になる。外面縦位の整形。 高台

石、軽石粒

J-42出土土器観察表

讐1種類器種 1 部位 1 色調 I 品号
l浅鉢 胴部～浅黄 2.5Y7 /3 

底部

胎土 焼成 1畠麟 I 分類

細かい砂粒、軽 1 普通 ，—

石粒

文様の特徴

VIII群3類 I櫛状工具による条線文。

備考

J-43出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記 号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒、軽 やや 皿群 幅6ミリの半戟竹管による平行沈

石粒 不良 線文を横位に巡らす。

2深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR6/3 ¢ 1ミリ前後の 普通 LR 縦 VI群 太さ4ミリの隆線による弧状の文

砂粒 様。

3・4 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 加曽利E 縄文を帯状に施文。 同一個体

石粒 斜
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J-45出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

］深鉢 口緑 褐 7 5YR4/6 ¢l~2ミリの小 良 阿玉台 口唇部に竹管による爪形の刻み列。

石、金雲母

2深鉢 口緑 灰褐 7 5YR4/2 ¢l~2ミリ小石 良 勝坂 幅5ミリの平行沈線による剌突列。

3深鉢 口縁 にぶい黄褐 IOYR4/3 細かい砂粒 良 勝坂 口縁部から隆線貼り付。

4深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/4 </>I~3ミリの小 普通 RL 横 加曽利E 口緑部に太さ 15ミリの沈線によ

石、白色粒 る文様区画。

5深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢ 1~3ミリの小 普通 RL 縦 N群 l類 太さ 10~12ミリの沈線で口緑部 舌状突起

石 横 に渦巻文、楕円区画を作る。胴部

には2条対になり縦位の区画。舌

状突起内には「のJの沈線文。

6深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/3 細かい砂粒、黒 普通 RL 加曽利E 太さ7ミリの沈線が口緑に沿って

雲母 施文される。

7深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい白色粒 不良 加曽利E 太さ2ミリの隆線による渦巻文。
8深鉢 胴部 橙 5YR6/6 </Jl~3ミリの小 良 RL m群 太さ 10ミリの沈線による区画。

石

9浅鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 ¢ l~3ミリの小 普通 RL 横 VII群2類 胴部くびれ部に太さ8ミリの隆線

石、白色粒 が巡る。

10 深鉢 口緑～ にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒 普通 V111群4類 太さ8ミリの低い隆線で縦位の区

胴部 画。細い沈線が肋骨文風に施文さ

れる。口縁に隆線による楕円区画。

11 深鉢 口緑 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 良 RL 縦 V群2類 口縁に ¢7ミリの円形刺突列。太

さ5~6ミリの沈線による「fJ 

の文様や弧線が施文される。

12 深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL 縦 VI群 太さ2ミリの沈線2条で無文帯を 16 • 19と
石 横 作り、方形の文様を描く。 同一個体

13 深鉢 口縁 明褐 7 5YR5/6 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 縦 VI群 l類 太さ5ミリの沈線が口縁に巡り無

石、黄色粒 横 文部と区画。沈線が2条対になり

渦巻状の文様。

14 深鉢 口縁 灰白 2 5Y8/2 ¢l~2ミリの小 普通 RL 横 VI群3類 口縁部無文帯と微隆起線で区画。

石、砂粒

15 深鉢 口緑 橙 7.5YR6/6 ¢ l~3ミリの小 良 LR 横 加曽利E 波状口縁。太さ4ミリの隆線が口

石 緑部に巡る。幅5ミリの平行沈線

文。

16 深鉢 口緑 にぶい黄橙 10YR7/4 ¢ l~2ミリ の小 良 RL 縦 VI群 1類 太さ2ミリの沈線2条で無文帯を 12 • 19と
石 横 作り、方形の文様を描く。 同一個体

17 深鉢 口緑 黒褐 10YR3/J 白色粒 良 RL VI群2類 「の」の字形に把手上部は凹みを 把手

持つ。

18 両耳壺 口縁～ 浅黄橙 IOYR8/3 </>l~3ミリの小 良 LR 縦 VII群2類 口緑部は、無文帯になり、把手部 橋状把手

胴部 石 に縄文施文。胴部は、櫛状工具に

よる条線。

19 深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢1~2ミリの小 良 RL 縦 VI群 太さ2ミリの沈線2条で無文帯を 12 • 16と
石 横 作り、方形の文様を描く。 同一個体

20 深鉢 口緑 黒褐 10YR3/2 細かい砂粒 良 RL 横 VI群 波状口縁頂部に把手。口縁に沿っ 把手

て¢ lミリの剌突が2列巡る。沈

線による文様区画。

21 深鉢 口縁 にぶい黄褐 IOYR5/3 細かい砂粒 良 VI群2類 把手頂部に凹みを持つ。 橋状把手

22 深鉢 口縁 にぶい黄褐 IOYR5/3 ¢l~2ミリの白 良 RL 横 VI群 波状口縁。 「の」の字形の突起。 突起

色粒 口緑に沿って太さ5ミリの沈線。

23 深鉢 口縁 にぶい黄橙 IOYR6/3 ¢ 1ミリの白色 良 RL VI群2類 把手部は磨り消し縄文。 橋状把手

粒多い

24 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 不良 勝坂 幅7~8ミリの連続爪形文。

25 深鉢 胴部 明赤褐 2.5YR5/6 細かい砂粒 良 LR 縦 勝坂 くびれ部に沈線が巡る。撚糸文。

26 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 良 RL 横 加曽利E くびれ部に隆線が巡る。

27 深鉢 胴部 にぶい褐 7.5YR5/4 細かい白色粒 良 RL 横 加曽利E 太さ］0ミリの隆線に刻み。

28 深鉢 胴部 浅黄 2 5Y7/4 細かい砂粒 良 RL 勝坂 幅6ミリの平行沈線が隆帯上に施

文される。

29 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい白色粒 不良 RL 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位区画。

30 深鉢 胴部 明赤褐 5YR5/6 細かい砂粒 良 加曽利E 太さ6ミリの沈線による縦位区画。
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J-45出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎 土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

31 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒、白 良 LR 縦 加曽利E 太さ6ミリの浅い沈線による縦位

色粒 区画。

32 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 細かい砂粒 不良一 加曽利E 太さ2ミリの沈線による縦位区画。

33 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR5/3 ¢ I~3ミリの小 良 LR 縦 加曽利E 太さ2ミリの沈線による縦位区画。

石

34 深鉢 胴部 橙 7 5YR6/6 細かい砂粒 良 RL、 縦 加曽利E 断面三角の隆線による縦位区画。

35 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢l~2ミリの小 普通 RL 縦 加曽利E 太さ12ミリの沈線による縦位区画。

石、黒色粒

36 深鉢 胴部 にぶい褐 7 5YR5/4 ¢l~3ミリの小 普通 LR 縦 加曽利E 太さ8ミリの沈線2条が対になり

石 縦位の区画。無文帯と縄文帯が交

互になる。

37 深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/4 ¢ l~2ミリの小 良 LR 縦 加曽利E 太さ8ミリの粘土紐による隆線を

石 縦位に施文。

38 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/4 細かい砂粒 良 RL 縦 加曽利E 縄文を施文。

39 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 ¢ I~2ミリの小 良 RL 縦 加曽利E 縄文を帯状に間隔を開けて施文。

石、白色粒

40 深鉢 把手 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい白色粒 良 LR V11群2類 縄文施文。 橋状把手

41 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢l~2ミリの小 普通 LR 加曽利E 縄文施文。

石、砂粒

42 深鉢 胴部 にぶい橙 7.5YR6/4 ¢ l~2ミリの小 良 RL 横 加曽利E 異なる縄文原体で羽状縄文を構成。

石 LR 

43 深鉢 胸部 橙 7.5YR7/6 細かい砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 太さ7ミリの沈線による縦位区画。

44 深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR5/2 ¢ l~2ミリの小 普通 RL 横 加曽利E 縄文施文。

石、白色粒

45 深鉢 胴部 灰黄 2 5Y7/2 細かい砂粒、自 普通 RL 縦 加曽利E 縄文施文。

色粒

46 深鉢 胴部 灰黄褐 10YR5/2 ¢ 1~3ミリの小 良 LR 横 加曽利E 縄文を帯状に間隔を開けて施文。

石、白色粒

47 深鉢 胴部 にぶい黄橙 10YR6/3 ¢ 1~2ミリの小 良 LR 横 加曽利E 縄文を帯状に施文。

石

48 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR7/3 ¢l~2ミリの白 普通 加曽利E 無文。

色粒

49 深鉢 底部 にぶい黄橙 10YR6/3 ¢l~3ミリ小石 普通 加曽利E

50 深鉢 胴部～ 灰黄褐 IOYR6/2 ¢ l~3ミリの小 普通 加曽利E

底部 石、白色粒

51 深鉢 胴部～ にぶい黄橙 IOYR7/2 ¢l~2ミリの小 普通 LR 縦 加曽利E 縄文施文。

底部 石

言言五 I三：：

J-47出土土器観察表
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備考

J-48出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 口緑～ 灰黄褐 IOYR4/2 ¢ lミリ前後の 普通 LR 縦 VI群 l類 口縁部平縁。頸部太さ3ミリの隆

胴部 砂粒 起線により横位区画。それに続く

2条1組の縦位楕円区画。文様区画

の接合部は、摘み状の突起となる。

J-49出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考

No 原体 方向

l深鉢 胴部 灰黄褐 IOYR4/2 ¢ Iミリの砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 太さ3ミリの沈線による縦位区画。

2深鉢 胴部 灰黄褐 10YR5/2 細かい砂粒 普通 RL 縦 加曽利E 太さ4ミリの沈線による波状区画。

3深鉢 胴部～ 黒褐 IOYR3/2 細かい砂粒 良 加曽利E 無文。胴部外面整形。

底部

4深鉢 胴部～ 灰黄褐 IOYR5/2 細かい砂粒 良 加曽利E 縦位の整形。条線。 ミニチュア

底部 土器
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第4章出土迫物
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J-50出土土器観察表

図版
種類器種 部位 色調 記号 胎土 焼成

地文 施文
分類 文様の特徴 備考No 原体 方向

l深鉢 口縁～ 黒褐 IOYR3/2 細かい砂粒、軽 普通 RL 縦 皿群 口縁部に隆線による横位の楕円区

胴部 石粒 画。頸部から胴部太さ6ミリの沈
線による縦位区画。

2深鉢 口縁 灰黄褐 IOYR4/2 細かい砂粒、軽 普通 皿群 口緑部太さ5ミリの隆線による渦
石粒 巻状区画。頸部より太さ5ミリの

沈線が垂下して縦位区画を作る。

3深鉢 口緑 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒、軽 普通 RL 横 旧群 口縁部太さ6ミリの隆線により横
石粒 位連続の楕円区画を作る。

4深鉢 胴部 にぶい黄橙 IOYR7/3 細かい砂粒 普通 LR 縦 加曽利E 縄文施文。
5深鉢 胴部 灰黄褐 10YR5/2 ¢lミリの砂粒、 普通 加曽利E 胴部条線文。

軽石粒
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